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2017 761003 臨床薬学研修
Advanced Clinical Pharmacy

Clerkship

長谷川　洋一(HASEGAWA

Yoichi)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 集中 2.0

6年制課程において学んだ実務実
習内容を踏まえ、卒業研究がど

のように医療に役立つか、また

関連づけることができるか整理
しておいてください。

臨床現場において指導者として活躍できる専門性の高い臨床薬

剤師を育成するために、臨床研修を通じて知識、技能を習得
し、また医療倫理観を育む。薬物療法を介して医療チームで活

躍できる臨床薬学のスペシャリストを養成するために、６カ月
間、施設での薬剤部、看護部、検査部、診療科など、多職種協

働を意識した臨床研修を行う。これらの臨床研修において、臨

床薬学のスペシャリストとしての専門的な知識、技能、態度を
修得する。

①カルテや患者インタビューから必要な患者情報を抽出し、整
理・管理して活用できる。　②個々の患者に対して適正な薬物

療法とそのモニタリング計画が提案できる。　③医療チームに
薬物情報を提供し、チームの一員として薬物療法におけるベネ

フィット・リスクを評価できる。　④薬物療法における問題点

を抽出し、薬学的手法を活用して解決できる。　⑤医薬品情報
に基づき患者に適正な薬剤管理指導ができる。

薬剤部での薬剤師一般業務研修
（適宜）

患者情報をもとに、薬剤部にお

ける一般業務（調剤、製剤、DI

等）を通じ、体系的な情報管理
を実践する。

看護部での患者ケア研修（適
宜）

チーム医療の一員として、外来

や病棟においてカンファランス
へ参加し、看護師との連携を図

りながら患者心理を捉え、

ファーマシューティカルケアを
実践する。

薬剤部試験室（検査部）での臨
床検査研修（適宜）

個々の患者の薬物療法における
臨床判断に欠かせない検査手法

を学び、検査結果を科学的に捉

え、薬物モニタリング計画を提
案する。

診療科での薬剤管理指導業務研
修（週1回）

病棟や外来（診療科）において
医師、看護師など他職種との連

携を図りながら、医薬品情報に

基づく適正な情報提供、薬剤管
理指導業務について実践する。

担当患者に関する症例検討会
（期間1回）

薬剤管理指導業務を通じた個々

の患者の問題点を挙げ、エビデ
ンスに基づく解決策を提案し、

患者のベネフィット・リスクの

評価を実践し、症例報告をSOAP

形式にて発表。 実地研修（集中）

1.　レポート（月報、総括） 2.

出欠確認 3.　症例報告（期間中

にかかわった症例についての薬

学的視点からの考察・プラン等
を含めた報告・発表） 上記、1.

～3.についての取組姿勢及び研修
内容の理解度などに基づいて、

施設の指導薬剤師からの概略評

価を考慮し、総合的に評価（多
段階）する。

【履修条件】研修期間・研修場
所等については、研究指導教員

と相談 【関連科目】海外臨床研

修  なお、薬剤師免許取得者以外
は履修できません。

2017 761006 環境衛生科学特殊研究Ⅰ

Advanced Reseach in Environmental

Hygiene Science Ⅰ 神野　透人(JINNO Hideto)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

学部 (または大学院修士課程) に
おける衛生薬学 (衛生化学、公衆

衛生学等)、分析化学、分子生物
学および薬物動態学の基礎知識

を身につけていること。

環境中あるいは食品中の化学物質によるホメオスタシスの破綻

について、標的となる生体分子を同定し、発症に至る分子機構
を解明することを研究目標とする。環境衛生科学特殊研究Iでは

化学物質曝露/摂取の生体指標や細胞内シグナル伝達に関する基
礎理論と実験手法を習得するとともに、論文情報を収集する技

術を身につける。

論文情報等を基に研究の対象とする化学物質あるいは生体現象

を選定し、研究目標を達成するためのストラテジーを立案す
る。研究の遂行に必要な実験手法ならびに関連する基礎理論を

習得する。 文献調査法

PubMed等よる文献調査を通して

環境中および食品中の化学物質
とその健康影響に対する理解を

深める。 遺伝子データベース検索法

遺伝子の塩基配列ならびにSNP情
報などの取得に必要な手技を身

につける。 遺伝子工学実験法(I)

RT-PCRによるcDNAクローニング

および哺乳動物発現細胞ベク
ターへのサブクローニングに必

要な手技を身につける。 遺伝子工学実験法(II)

cDNAへの部位特異的な変異の導

入に必要な手技を身につける。 培養細胞実験法(I)

無菌操作、凍結細胞の融解、継

代培養および凍結保存など、培
養細胞実験に必要な手技を身に

つける。 培養細胞実験法(II)

哺乳動物細胞への遺伝子導入お
よび安定発現細胞株の樹立に必

要な手技を身につける。 幹細胞実験法

体細胞のリプログラミングおよ
び幹細胞の分化誘導に必要な手

技を身につける。 タンパク質定量法

SDS-PAGおよびウェスタンブロッ

ティングによるタンパク質発現
レベルの評価に必要な手技を身

につける。 遺伝子発現定量法

定量PCRによる遺伝子発現レベル
の評価に必要な手技を身につけ

る。 細胞毒性･遺伝子傷害性評価法

細胞毒性および遺伝子傷害性の

評価、ならびに活性酸素種など
細胞傷害性物質の定量に必要な

手技を身につける。 高感度定量分析法(I)

液体クロマトグラフィー、酵素

免疫測定法などによる生体指標
の定量に必要な手技を身につけ

る。 高感度定量分析法(II)

ガスクロマトグラフィータンデ
ム質量分析による代謝物等の網

羅的解析手法を身につける。 細胞内シグナル伝達実験法

細胞内Ca2+やタンパク質リン酸

化による細胞内シグナル伝達の
測定に必要な手技を身につけ

る。 発表スキル

関連学会での研究成果発表およ

び文献セミナーを通して、資料
作成手技およびプレゼンテー

ション能力を身につける。 研究成果報告

年度末研究成果発表会で研究成

果を報告する。 実験およびセミナー

実験およびセミナーへの取り組

み態度、研究の進捗状況、年度
末研究成果発表会および学会の

発表内容を総合的に評価する。

関連科目： 環境衛生科学特論、
環境衛生科学特殊研究II、IIIおよび

IV。 本科目で学ぶ知識，実験手
技は環境衛生科学特殊研究IIを履

修する上で必須である。

2017 761007 環境衛生科学特殊研究Ⅰ
Advanced Reseach in Environmental

Hygiene Science Ⅰ 高谷　芳明(TAKAYA　Yoshiaki)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

医薬資源化学、有機化学、生化

学、構造解析学など、関連する

学部の科目群の復習をし、内容
を十分に理解しておくこと。

本研究は、自然環境からの新規シーズ分子の探索研究から分子

標的薬の創製を目的とする。新規シーズ分子の探索研究の第一
段階として、生物活性を有する天然資源由来の生物活性シーズ

分子の抽出、分離・精製、構造決定に関する一般的な基礎理論

と実験手法を習得する。また、関連の論文情報を収集する技術
を身につける。

天然資源由来の生物活性シーズ分子を各種クロマトグラフィー

により、分離・精製する技術を習得する。また、単離した天然

有機化合物の構造を、NMR、MS、IR、UVなどの各種スペクトル
法により決定、あるいは同定する技術・理論を習得する。

天然資源由来の生物活性シーズ
分子の文献調査

天然資源由来の生物活性シーズ

分子について文献、書籍を通し
て理解を深める。

天然資源由来の生物活性シーズ
分子の抽出

新規生物活性シーズ分子を天然

資源から抽出する方法につい

て、文献、書籍、予備実験等を
通して理解を深める。

天然資源由来の生物活性シーズ
分子の分離・精製1

天然資源由来の生物活性シーズ

分子を分離・精製する方法につ

いて、文献、書籍、予備実験等
を通して理解を深める。

天然資源由来の生物活性シーズ
分子の分離・精製2

天然資源由来の生物活性シーズ

分子を分離・精製するための基
礎的技術を習得する。

天然資源由来の生物活性シーズ
分子の分析1

天然資源由来の生物活性シーズ

分子を分析する方法について、

文献、書籍を通して理解を深め
る。

天然資源由来の生物活性シーズ
分子の分析2

天然資源由来の生物活性シーズ

分子の1HNMRスペクトルを測定

し、解析するための基礎的技術
を習得する。

天然資源由来の生物活性シーズ
分子の分析3

天然資源由来の生物活性シーズ

分子のMSスペクトルを測定し、

解析するための基礎的技術を習
得する。

天然資源由来の生物活性シーズ
分子の分析4

天然資源由来の生物活性シーズ

分子の13CNMRおよびDEPTスペク

トルを測定し、解析するための
基礎的技術を習得する。

天然資源由来の生物活性シーズ
分子の分析5

天然資源由来の生物活性シーズ

分子の2DNMRスペクトルを測定

し、解析するための基礎的技術
を習得する。

天然資源由来の生物活性シーズ
分子の分析6

天然資源由来の生物活性シーズ

分子のIRスペクトルおよびUVス

ペクトルを測定し、解析するた
めの基礎的技術を習得する。

ターゲットとする天然資源エキ

スの作成およびエキスから新規
生物活性シーズ分子の分離

ターゲットとする天然資源から

エキスの作成とカラムクロマト
グラフィーによる分離を行う。

各カラムクロマトフラクション
から単一成分への分離

薄層クロマトグラフィーを用い
た各成分の分離・精製を行う。 単離成分の平面構造の決定

単離した単一成分について、各

種スペクトルデータ (NMR, MS, IR,

UV) の測定と解析を行い、平面構
造を決定する。 発表スキル

研究室内セミナーもしくは関連

学会での研究成果発表を通し、

資料作成手技およびプレゼン
テーション能力を身につける。 研究成果報告

年度末研究成果発表会で研究成
果を報告する。 実験•実習

実験•実習への取り組み態度、研

究成果、年度末研究成果発表会
の内容を総合的に評価する。

環境衛生科学特論、環境衛生科
学特殊研究Ⅱ。本科目で学ぶ知

識、実験手技は、環境衛生科学

特殊研究Ⅱを履修する上で必須
である。

2017 761008 環境衛生科学特殊研究Ⅰ

Advanced Reseach in Environmental

Hygiene Science Ⅰ

井藤　千裕(ITO　Chihiro).高谷

芳明(TAKAYA　Yoshiaki)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

医薬資源化学、有機化学、生化

学、構造解析学など、関連する
学部の科目群の復習をし、内容

を十分に理解しておくこと。

本研究は、自然環境からの新規シーズ分子の探索研究から分子
標的薬の創製を目的とする。新規シーズ分子の探索研究の第一

段階として、生物活性を有する天然資源由来の生物活性シーズ

分子の抽出、分離・精製、構造決定に関する一般的な基礎理論
と実験手法を習得する。また、関連の論文情報を収集する技術

を身につける。

天然資源由来の生物活性シーズ分子を各種クロマトグラフィー

により、分離・精製する技術を習得する。また、単離した天然
有機化合物の構造を、NMR、MS、IR、UVなどの各種スペクトル

法により決定、あるいは同定する技術・理論を習得する。

天然資源由来の生物活性シーズ

分子の文献調査

天然資源由来の生物活性シーズ
分子について文献、書籍を通し

て理解を深める。

天然資源由来の生物活性シーズ

分子の抽出

新規生物活性シーズ分子を天然

資源から抽出する方法につい
て、文献、書籍、予備実験等を

通して理解を深める。

天然資源由来の生物活性シーズ

分子の分離・精製1

天然資源由来の生物活性シーズ

分子を分離・精製する方法につ
いて、文献、書籍、予備実験等

を通して理解を深める。

天然資源由来の生物活性シーズ

分子の分離・精製2

天然資源由来の生物活性シーズ
分子を分離・精製するための基

礎的技術を習得する。

天然資源由来の生物活性シーズ

分子の分析1

天然資源由来の生物活性シーズ

分子を分析する方法について、
文献、書籍を通して理解を深め

る。

天然資源由来の生物活性シーズ

分子の分析2

天然資源由来の生物活性シーズ

分子の1HNMRスペクトルを測定
し、解析するための基礎的技術

を習得する。

天然資源由来の生物活性シーズ

分子の分析3

天然資源由来の生物活性シーズ

分子のMSスペクトルを測定し、
解析するための基礎的技術を習

得する。

天然資源由来の生物活性シーズ

分子の分析4

天然資源由来の生物活性シーズ

分子の13CNMRおよびDEPTスペク
トルを測定し、解析するための

基礎的技術を習得する。

天然資源由来の生物活性シーズ

分子の分析5

天然資源由来の生物活性シーズ

分子の2DNMRスペクトルを測定
し、解析するための基礎的技術

を習得する。

天然資源由来の生物活性シーズ

分子の分析6

天然資源由来の生物活性シーズ

分子のIRスペクトルおよびUVス
ペクトルを測定し、解析するた

めの基礎的技術を習得する。

ターゲットとする天然資源エキ
スの作成およびエキスから新規

生物活性シーズ分子の分離

ターゲットとする天然資源から
エキスの作成とカラムクロマト

グラフィーによる分離を行う。

各カラムクロマトフラクション

から単一成分への分離

薄層クロマトグラフィーを用い

た各成分の分離・精製を行う。 単離成分の平面構造の決定

単離した単一成分について、各

種スペクトルデータ (NMR, MS, IR,

UV) の測定と解析を行い、平面構

造を決定する。 発表スキル

研究室内セミナーもしくは関連

学会での研究成果発表を通し、
資料作成手技およびプレゼン

テーション能力を身につける。 研究成果報告

年度末研究成果発表会で研究成

果を報告する。 実験•実習

実験•実習への取り組み態度、研
究成果、年度末研究成果発表会

の内容を総合的に評価する。

環境衛生科学特論、環境衛生科

学特殊研究Ⅱ。本科目で学ぶ知

識、実験手技は、環境衛生科学
特殊研究Ⅱを履修する上で必須

である。

2017 761009 環境衛生科学特殊研究Ⅰ

Advanced Reseach in Environmental

Hygiene Science Ⅰ 二改　俊章(NIKAI　Toshiaki)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

微生物学、免疫学、臨床微生物

学、タンパク質化学の内容を理
解する。特に真菌学の内容を十

分に理解しておくこと。

病原細菌、病原真菌及び蛇毒の産生する毒素、酵素など生理活
性物質の培養、精製、病理等に関する実験手法を習得する。ま

た、論文情報の収集能力を身につける。

病原細菌、病原真菌の取り扱い、培養法、保存法の取り扱い技

術、微生物学または蛇毒より生理活性物質の精製方法、解析方
法を習得する。また、それらの理論について文献を通して理解

する。 文献収集

研究テーマに関する過去から現

在にわたる文献および情報の収
集を行うことにより、実験計画

をたてる。 病原細菌の取り扱い（1）

病原細菌の培養法、分離培養、
純培養、染色法および保存法の

手技を身につける。 病原細菌の取り扱い（2）

病原細菌の鑑別、同定法および
免疫学的解析法の手技を身につ

ける。 病原真菌の取り扱い（1）

病原真菌の培養法および感染実

験法の手技を身につける。 病原真菌の取り扱い（2）

病原真菌の鑑別および同定法の

手技を身につける。 微生物の薬剤感受性試験

病原細菌の菌量の測定法および
病原真菌を含めた薬剤感受性試

験法の手技を身につける。 病原真菌感染症の診断法

真菌症の診断とそれに必要な検

査法の手技を身につける。

病原細菌および病原真菌由来の

病原因子の探索法

各種培地、培養法、抽出法を組
み合わせた病原因子の探索法の

手技を身につける。 タンパク質の検出・定量法

各病原因子に適用できるタンパ
ク質の前処理法、定量法を身に

つける。 病原因子の分離精製法

タンパク質の分離精製法の手法

を身につける。 精製タンパク質の純度検定法

ポリアクリルアミド電機泳動
法、ウエスタンブロット電気泳

動法等の手技を身につける。 病原因子の酵素活性

各種酵素活性測定法の手技を身

につける。

病原因子および毒素の構造決定

法

エドマン分解法、マススペクト
ルによる蛋白質の一次構造の決

定法の手技を身につける。 発表スキル

研究室セミナーもしくは関連学

会での研究成果発表を通し、資
料作成手技およびプレゼンテー

ション能力を身につける。 研究成果報告

年度末研究成果発表会で研究成

果を報告する。 実験・実習

実験・実習の取り組み態度、研
究成果、年度末研究成果発表会

の内容を総合的に判断する。

環境衛生科学特論、環境衛生化

学特殊研究Ⅱ。本科目で学ぶ知
識・実験手法は、環境衛生化学

特殊研究Ⅱを履修する上で必須

2017 761010 環境衛生科学特殊研究Ⅰ
Advanced Reseach in Environmental

Hygiene Science Ⅰ 打矢　恵一(UCHIYA　Keiichi)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

微生物学、免疫学の内容を十分
理解しておくこと。

環境衛生科学分野における一般的な理論と実験手法、また、論
文情報を収集する技術を身につける。

病原細菌の取り扱い方法や培養法、ならびに病原細菌から遺伝

子の調整法や塩基配列決定法の技術を習得する。また、分子生
物学の理論について、文献調査を通して理解する。 病原細菌の取り扱い法

病原細菌の培養法などの取り扱
い手技を身につける。 病原細菌の同定法

病原細菌の染色法などの同定手
技を身につける。 分子生物の基礎技術

分子生物の基礎技術について文
献調査を通して理解を深める。

病原細菌からの核酸の調整法
（Ⅰ）

病原細菌からのプラスミドDNAの
調整手技を身につける。

病原細菌からの核酸の調整法
（Ⅱ）

病原細菌からの染色体DNAの調整
手技を身につける。

病原細菌からの核酸の調整法
（Ⅲ）

病原細菌からのRNAの調整手技を
身につける。

病原細菌からの核酸の調整法
（Ⅳ）

DNAおよびRNAのアガロース電気

泳動による検出手技を身につけ
る。 病原遺伝子の検出法（Ⅰ）

コロニーハイブリダイゼーショ

ンによる病原遺伝子の検出手技
を身につける。 病原遺伝子の検出法（Ⅱ）

プラークハイブリダイゼーショ

ンによる病原遺伝子の検出手技
を身につける。 病原遺伝子の検出法（Ⅲ）

サザンハイブリダイゼーション

による病原遺伝子の検出手技を
身につける。 病原遺伝子の検出法（Ⅳ）

PCRによる病原遺伝子の検出手技
を身につける。 塩基配列決定法（Ⅰ）

DNAシークエンサーを用いた塩基
配列決定の手技を身につける。 塩基配列決定法（Ⅱ）

コンピューターによるデータ解
析の手技を身につける。 発表スキル

研究室内セミナーもしくは関連

学会での研究成果発表を通し、

資料作成手技およびプレゼン
テーション能力を身につける。 研究成果報告

年度末研究成果発表会で研究成
果を報告する。 実験・実習

実験・実習への取り組み態度、

研究成果、年度末研究成果発表
会の内容を総合的に評価する。

環境衛生科学特論、環境衛生科

学特殊研究Ⅱ。本科目で学ぶ知

識・実験手技は、環境衛生科学
特殊研究Ⅱを履修する上で必須

2017 761011 環境衛生科学特殊研究Ⅰ
Advanced Reseach in Environmental

Hygiene Science Ⅰ 小森　由美子(KOMORI　Yumiko)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

微生物学、免疫学、感染予防

学、臨床微生物学の内容を十分
に理解し、また初歩的な微生物

の取り扱い、無菌操作などに習
熟しておくこと。

微生物やその遺伝子、産生する酵素や毒素に関する様々な実験

手法を習得する。また微生物、感染症、疫学情報などに関する
論文情報を収集する技術を身につける。

微生物培養法、タンパク質の精製技術と分析法を習得する。ま

た感染症とその治療に関する基礎的な理論について、文献を通
じて理解する。 文献調査、疫学情報の収集

研究に必要な文献や情報の収集

などに関する知識、スキルを習
得する。 統計学的手法の学習

収集したデータの統計学的処
理、解析法を習得する。 微生物培養、取扱(1)

目的とする微生物別に、適切な

培養、保存、および各種試験を
実施できる手技を習得する。 微生物培養、取扱(2)

各種微生物と、その産生する毒

素たんぱく質に適した滅菌、消
毒、処理法などを習得する。 各種タンパク質、毒素の精製法

微生物の産生する毒素、タンパ
ク質の精製法（各種クロマトグ

ラフィー、HPLC）の手法を習得
する。 タンパク質の電気泳動法

精製したタンパク質、ペプチド

の電気泳動法の手技を習得す
る。 タンパク質、ペプチドの性状(1)

アミノ酸配列分析法、マススペ
クトルの手技を習得する。 タンパク質、ペプチドの性状(2)

表面プラスモン分析の手法を習
得する。 微生物遺伝子の取扱い(1)

微生物遺伝子の抽出と、PCR法の
手技を習得する。 微生物遺伝子の取扱い(2)

パルスフィールド電気泳動法、

リアルタイムPCR法の手技を習得
する。 細胞培養法(1)

培養細胞の取扱いに関する手技
を習得する。 細胞培養法(2)

培養細胞を用いた各種実験、計
測法の手技を習得する。 細胞培養法(3)

培養細胞の染色、顕微鏡観察法
の手技を習得する。 発表スキル

研究室内セミナー、関連学会で
の研究発表などを通じて資料作

成法やプレゼンテーション能力
を習得する。 研究成果報告会

年度末研究成果発表会で研究成
果を報告する。 実験・実習

実験・実習への取り組み態度、

研究成果、年度末研究成果発表
会の内容を総合的に評価する。

医療情報科学特論、基礎的な統
計学の知識が必要である。

2017 761012 医療情報科学特殊研究Ⅰ
Advanced Reseach in Health Care

Information Science Ⅰ
亀井　浩行(KAMEI　Hiroyuki).半谷
眞七子(HANYA　Manako)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

臨床研究における試験方法、倫

理的配慮を十分理解しておくこ
と。

薬物治療法の開発・確立のために、一般的な基礎理論を習得す

る。また、研究手法の網羅的探索や論文情報の収集技術を身に
つける。

薬物治療法の開発・確立のために、一般的な基礎理論の習得、

研究手法の網羅的探索や論文情報の収集技術について研究指導
を行う。 また、文献調査を通して理解する。 臨床試験の倫理規範

臨床試験に係る倫理指針の理解
を深める。 臨床試験の方法論

臨床試験の試験方法を網羅し、

各方法論のメリット、デメリッ
トの理解を深める。 臨床試験の解析１

臨床試験の統計解析の種類を網
羅し、各解析の理解を深める。 臨床試験の解析２

臨床試験の統計解析の種類を網

羅し、各解析を使用する際の方
法論の理解を深める。 文献調査１

精神疾患に係る論文において、
アドヒアランスに係る知見を網

羅し、その方法論の理解を深め
る。 文献調査２

統合失調症の薬物治療に係る知

見を網羅し、その方法論の理解
を深める。 文献調査３

大うつ病性障害の薬物治療に係

る知見を網羅し、その方法論の
理解を深める。 文献調査４

双極性障害の薬物治療に係る知

見を網羅し、その方法論の理解
を深める。 臨床試験の立案１

精神疾患のアドヒアランスに係

る臨床試験の立案を行い、評価
する。 臨床試験の立案２

統合失調症の薬物治療に係る臨

床試験の立案を行い、評価す
る。 臨床試験の立案３

大うつ病性障害の薬物治療に係

る臨床試験の立案を行い、評価
する。 臨床試験の立案４

双極性障害の薬物治療に係る臨

床試験の立案を行い、評価す
る。 臨床試験の立案５

精神疾患患者への同意説明文書
を作成し、評価する。 発表スキル

研究室内セミナーもしくは関連
学会での研究成果発表を通し、

資料作成手技およびプレゼン
テーション能力を身につける。 研究成果報告

年度末研究成果発表会で研究成
果を報告する。 実習

実習への取り組み態度、研究成

果、年度末研究成果発表会の内
容を総合的に評価する。

医療情報科学特論、医療情報科
学特殊研究Ⅱ。 本科目で学ぶ知

識、手技は医療情報科学特殊研
究Ⅱを履修する上で必須であ

2017 761013 医療情報科学特殊研究Ⅰ

Advanced Reseach in Health Care

Information Science Ⅰ

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

医薬品情報学、医療法規、薬物
治療学、医療統計学の内容を十

分に理解しておくこと。

薬物治療の有効性・安全性に関する情報の評価・提供・安全性

対策が立案できる技術と研究能力、医療情報に基づいて有効で
安全な個別薬物治療法が構築できる研究能力、さらに、実施さ

れた薬物治療を臨床薬理学的に評価する研究能力を養い、合理
性のある有効で安全な薬物治療の遂行に対して責任の一端を担

い、自律的かつ先導的に研究を立案・遂行できる能力を身につ

医療情報科学特殊研究Ⅰでは、薬物治療の適正化を推進するた

め、その有効性・安全性・経済性の評価に関する一般的な基礎
理論と研究手法を習得する。また、医療情報科学に関する論文

情報を収集する技術を身につける。 医薬品情報データベース

医薬品情報データベースの特
徴、構造について理解を深め

る。 ファーマコビジランス

ファーマコビジランスの発展の
歴史とその契機と事例を列挙

し、その原因とそれらを契機と
して改善された規制について理

解を深める。

医薬品のベネフィット・リスク

バランス

医薬品のベネフィットとリスク

について理解を深める。 医薬品の治療リスク管理

医薬品のベネフィットとリスク

のバランスを最適に保つための
治療リスク管理について理解を

深める。 副作用のタイプ

副作用の分類と、分類すること

の意義について理解を深める。 副作用のと因果関係評価

個別症例における医薬品と生じ

た副作用との因果関係評価を行
うことの意義とその評価方法に

ついて理解を深める。

ファーマコビジランスのプロセ

ス

ファーマコビジランスのプロセ
ス、すなわち症例集積評価、シ

グナルの調査、集団におけるリ
スクの検証方法について理解を

深める。

安全性データの情報源の違いに

ついて

安全性情報のエビデンスレベル

について理解を深める。

安全性個別症例報告（症例報

告、論文）について　その１

自発報告制度の意味について理

解を深める。

安全性個別症例報告（症例報

告、論文）について　その２

適切な医薬品安全性情報報告書

を作成することができる。 安全性情報の収集

重篤な副作用の最小化のための
代表的なツール・方策について

理解を深める。 リスク最小化方策

リスク最小化方策について理解

を深める。

海外を含む市販後安全対策の制

度

欧米と日本における安全性確保
のための方策について理解を深

める。

薬剤疫学で用いられる研究デザ

イン

薬剤疫学で用いられる研究デザ
インと関連領域の研究について

理解を深める。 薬剤疫学的評価方法

リスク比、率比、ハザード比、

オッズ比、リスク差、寄与リス
ク、NNT、NNHなどの疫学的評価

指標について理解を深める。 実習・調査

実習・調査への取り組み態度、
研究成果、年末成果発表会の内

容を総合的に評価する。

医療情報科学特論、医療情報科

学特殊研究Ⅱ。本科目で学ぶ知
識は、医療情報科学特殊研究Ⅱ

を履修する上で必須である。

2017 761014 医療情報科学特殊研究Ⅰ
Advanced Reseach in Health Care

Information Science Ⅰ 大津　史子(OTSU　Fumiko)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

医薬品情報学、医療法規、薬物

治療学、医療統計学の内容を十
分に理解しておくこと。

薬物治療の有効性・安全性に関する情報の評価・提供・安全性
対策が立案できる技術と研究能力、医療情報に基づいて有効で

安全な個別薬物治療法が構築できる研究能力、さらに、実施さ

れた薬物治療を臨床薬理学的に評価する研究能力を養い、合理

性のある有効で安全な薬物治療の遂行に対して責任の一端を担
い、自律的かつ先導的に研究を立案・遂行できる能力を身につ

医療情報科学特殊研究Ⅰでは、薬物治療の適正化を推進するた

め、その有効性・安全性・経済性の評価に関する一般的な基礎

理論と研究手法を習得する。また、医療情報科学に関する論文
情報を収集する技術を身につける。 医薬品情報データベース

医薬品情報データベースの特

徴、構造について理解を深め
る。 ファーマコビジランス

ファーマコビジランスの発展の

歴史とその契機と事例を列挙

し、その原因とそれらを契機と

して改善された規制について理
解を深める。

医薬品のベネフィット・リスク
バランス

医薬品のベネフィットとリスク
について理解を深める。 医薬品の治療リスク管理

医薬品のベネフィットとリスク

のバランスを最適に保つための

治療リスク管理について理解を
深める。 副作用のタイプ

副作用の分類と、分類すること
の意義について理解を深める。 副作用のと因果関係評価

個別症例における医薬品と生じ

た副作用との因果関係評価を行

うことの意義とその評価方法に
ついて理解を深める。

ファーマコビジランスのプロセ
ス

ファーマコビジランスのプロセ

ス、すなわち症例集積評価、シ

グナルの調査、集団におけるリ

スクの検証方法について理解を
深める。

安全性データの情報源の違いに
ついて

安全性情報のエビデンスレベル
について理解を深める。

安全性個別症例報告（症例報
告、論文）について　その１

自発報告制度の意味について理
解を深める。

安全性個別症例報告（症例報
告、論文）について　その２

適切な医薬品安全性情報報告書
を作成することができる。 安全性情報の収集

重篤な副作用の最小化のための

代表的なツール・方策について
理解を深める。 リスク最小化方策

リスク最小化方策について理解
を深める。

海外を含む市販後安全対策の制
度

欧米と日本における安全性確保

のための方策について理解を深
める。

薬剤疫学で用いられる研究デザ
イン

薬剤疫学で用いられる研究デザ

インと関連領域の研究について
理解を深める。 薬剤疫学的評価方法

リスク比、率比、ハザード比、

オッズ比、リスク差、寄与リス

ク、NNT、NNHなどの疫学的評価
指標について理解を深める。 実習・調査

実習・調査への取り組み態度、

研究成果、年末成果発表会の内
容を総合的に評価する。

医療情報科学特論、医療情報科

学特殊研究Ⅱ。本科目で学ぶ知

識は、医療情報科学特殊研究Ⅱ
を履修する上で必須である。

2017 761015 医療情報科学特殊研究Ⅰ

Advanced Reseach in Health Care

Information Science Ⅰ 永松　正(NAGAMATSU　Tadashi)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

学部（または大学院修士課程）
における薬物治療学、医薬品情

報学、コミュニケーション学、
医療制度論、臨床薬理学、医療

経済学等の基礎知識を身につけ

ていること。

医薬品の適正使用、医療の質の向上に貢献できる研究能力を養

成するために、医薬品や医療行為等に関する様々な医療情報の
集積、有効性・安全性について治療学的、医療薬学的、医療経

済学的な評価に関する専門的な知識を習得する。そのため医薬
品情報学、医療経済学、臨床薬理学、医療コミュニケーショ

ン、医療倫理学、薬剤疫学、社会薬学の基礎と応用について包

括的に講義する。

この分野の研究に必要な先端技術・専門知識を学ぶとともに、

医薬品適正使用の方法論についても議論し、先導的な研究を推

進する基本についても理解を深める。

医療コミュニケーション（Health

communication) 概論1 担当：半谷

医療コミュニケーションの定義
とコミュニケーションと保健行

動説明するための医療コミュニ

ケーションモデルを概説する。

医療コミュニケーション（Health

communication) 概論2 担当：半谷

医療コミュニケーションの定義
とコミュニケーションと保健行

動説明するための医療コミュニ

ケーションモデルを概説する。

医療コミュニケーションの評

価・分析方法　 担当：半谷

医療コミュニケーションで多用

される背景理論、研究手法を概

説する。 実証研究の紹介 担当：半谷

会話分析の一つであるRoter

Method of Interaction Analysis

System(RIAS)の理論的背景と分析

方法を概説する。

対人コミュニケーション1 担当：

半谷

医療コミュニケーションの実践

例の紹介と演習

対人コミュニケーション2 担当：

半谷

医療コミュニケーションの実践

例の紹介と演習 精神疾患の基礎 担当：亀井

統合失調症及びうつ病を含む気

分障害などの精神疾患の臨床症

状の理解を深める。

精神疾患の問題点とその評価1 担

当：亀井

代表的な精神疾患の症例1の問題
点を把握するとともに、症例の

症状や副作用についての評価を

習得する。 精神疾患への対応1 担当：亀井

症例1に対して、実際に問診や初

回インタビュー、服薬指導に関

するロールプレイを行う

精神疾患の問題点とその評価2 担

当：亀井

代表的な精神疾患の症例2の問題
点を把握するとともに、症例の

症状や副作用についての評価を

習得する。 精神疾患への対応2 担当：亀井

症例2に対して、実際に問診や初

回インタビュー、服薬指導に関

するロールプレイを行う。 精神疾患のまとめ 担当：亀井

症例の問題点抽出とその対策に

ついて討議する。

適正使用を推進するための情報

評価（１） 担当：大津

薬剤疫学研究論文を批判的に吟

味するための要点を説明でき

る。

適正使用を推進するための情報

評価（２） 担当：大津

課題（ベネフィット・リスクが
問題となった事例）を解決する

ために文献検索を行い、必要な

論文を選択できる。

適正使用を推進するための情報

評価（３） 担当：大津

課題を解決するために重要な論

文を批判的に吟味する。

講義を中心に、レポート、プレ

ゼンテーション、演習、討論な

ども取り入れて理解を深める。

講義に対する理解を計るため
に、レポート内容や課題に対す

るプレゼンテーション、質疑応

答などの各局面で評価する。

特に限定しないが、関連分野も

含め大局的に理解を深めてほし

い。

2017 761016 病態解析科学特殊研究Ⅰ

Advanced Reseach in Molecular and

Cellular Pathogenesis Science Ⅰ

金田　典雄(KANEDA　Norio).村田

富保(MURATA　Tomiyasu)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

分析化学、生化学、分子生物
学、生理活性分子等で学んだ内

容を十分理解しておくこと。

神経変性疾患の病態を解明するため、神経細胞やその他の細胞

を用いた分子細胞生物学的研究を遂行する。実験を通して、神

経細胞やその他の細胞が種々のストレスによって細胞死を起こ

す分子機構とその防御機構の解明をめざす。特殊研究Iではこれ
らの研究に必要な基礎的な実験手法を身につける。さらに関連

する研究論文を収集し、理解する能力を養う。

遺伝子操作法、細胞培養法、共焦点顕微鏡観察、HPLCなどの実
験操作を的確に行なえること。得られた結果について正しい評

価ができること。 遺伝子操作基礎実験法１

組換えDNA実験に関する法律（カ
ルタヘナ法）と実験の安全管理

についての解説 遺伝子操作基礎実験法２

大腸菌の取扱いとプラスミド精

製 遺伝子操作基礎実験法３

PCR法クローニング、変異導入

法、制限酵素の使用 遺伝子操作基礎実験法４

DNAのプラスミドベクターへのサ

ブクローニングと形質転換 遺伝子操作基礎実験法５ DNA塩基配列決定 遺伝子操作基礎実験法６

mRNAの抽出とリアルタイムPCR

による発現定量 タンパク質基礎実験法１ HPLCによるタンパク質精製 タンパク質基礎実験法２

電気泳動、ウェスタンブロッ

ト、タンパク質定量 細胞培養基礎実験法１ 無菌操作の基本と培地の調製 細胞培養基礎実験法２

細胞の継代培養、細胞の凍結保

存 細胞培養基礎実験法３

培養細胞への遺伝子導入と安定

形質転換株の単離 細胞培養基礎実験法４

共焦点レーザー蛍光顕微鏡（倒

立型、正立型） 文献調査法

PubMed等による文献検索法の解

説と実際 プレゼン資料作成法

パワーポイントによる資料作

成、プレゼンテーション法 研究成果報告

研究成果のまとめと発表ならび

に質疑応答 実験・セミナー形式

実験に取り組む姿勢、態度、技

術の修得度、関連分野の勉学態

度とその内容、研究室セミナー
における実験結果の報告と討議

内容を総合的に評価する。

病態解析科学特論、病態解析科

学特殊研究II。本科目で学ぶ知

識、実験手技は病態解析科学特
殊研究IIを履修する上で必須であ

る。

2017 761017 病態解析科学特殊研究Ⅰ
Advanced Reseach in Molecular and

Cellular Pathogenesis Science Ⅰ 湯川　和典(YUKAWA　Kazunori)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

解剖生理学、生化学、分子生物

学、免疫学の内容を十分に理解
しておくこと。

病態解析科学特殊研究では、疾患の原因となる生体変化や疾病
に特有の生体変化の生理学的・生化学的・分子生物学的な評価

と診断・治療技術への応用に関する研究を行い、疾患の原因究
明と診断・治療法の開発に貢献することを研究目標とする。

疾患の病態を分子の挙動から細胞や個体レベルの変化まで幅広
く解析し評価できる技術と研究能力を養い、疾患の病態解明か

ら診断・治療法の開発に結びつく研究を自律的かつ先導的に遂
行する能力を身につける。 研究室を知る

研究室の概要を知る。実験台で
の礼儀作法を身につけ、研究室

全体の安全基準を理解し安全基
準に従う。 機器類を使う

研究室内の機器類の使用方法を

マスターする。再現性のいい実

験をするために、実験台と研究
机のセットアップを行い、つね

に整理構築された状態に保つ態
度を身につける。 試薬類の調整

必要な試薬類の決定、必要量の
計算、計量と混合、pH測定、溶

液の滅菌、バッファーと溶液の
保存をマスターする。 保存と廃棄

実験材料や試薬の保存のしかた

と分注保存の手技を身につけ

る。冷蔵庫と冷凍庫の使用と管
理方法をマスターする。廃棄物

の正しい取り扱いを理解し研究
室の廃棄物の処理を行う。 マウス・ラットの飼育・繁殖

動物実験の意義を理解し、マウ

ス・ラットの飼育・繁殖・管理
の方法を修得する。

マウス・ラットの病理学的解析
法

病態解析の重要な方法としてマ
ウス・ラットの剖検、臓器の観

察と標本作製、組織学的解析の
基本を身につける。 真核細胞の培養

初代培養細胞および形質転換細
胞の培養法を学び、培養細胞を

用いて細胞死と形態変化を評価
する手技を身につける。 DNA、RNA、タンパク質

DNA、RNA、タンパク質の取り扱
いの基本的手技を身につける。 電気泳動

電気泳動の基本をマスターし、
ゲルから転写膜への転写（ブ

ロッティング）技術を身につけ
る。 遺伝子改変マウス

トランスジェニック系統やノッ

クアウトマウス作製の原理を理
解し、遺伝子改変マウスのジェ

ノタイピングの方法を身につけ
る。 細胞死実験の基礎

免疫組織化学によりアポトーシ

ス細胞を検出する技術を身につ
ける。 光学顕微鏡の使い方

顕微鏡の基礎知識を習得し光学

顕微鏡の使用方法を身につけ
る。 構造生物学の基礎

構造生物学の理論と実践の基礎
を身につける。 発表スキル

研究室内セミナーや関連学会で
の研究成果発表を通し、資料作

成手技とプレゼンテーション能
力を身につける。 研究成果報告

年度末研究成果発表会で研究成
果を報告する。 実験・実習

実験・実習への取り組み態度、

研究成果、年度末研究成果発表
会の内容を総合的に評価する。

病態解析科学特論、病態解析科

学特殊研究II。本科目で学ぶ知
識、実験手技は、病態解析科学

特殊研究IIを履修するうえで必須
である。

2017 761018 病態解析科学特殊研究Ⅰ
Advanced Reseach in Molecular and

Cellular Pathogenesis Science Ⅰ
山田　修平(YAMADA Shuhei).豊田
行康(TOYODA　Yukiyasu)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

分析化学、生化学、分子生物学
等で学んだ内容を十分理解して

おくこと。また、得られた実験

結果について、よく考察するこ
と。

疾患の原因となる生体変化や疾病に特有の生体変化の生理学

的・生化学的・分子生物学的な評価と診断・治療技術への応用
に関する研究を行い、疾患の原因究明と診断・治療法の開発に

貢献することを研究目標とする。この研究目標を達成するため

の研究課題において、疾患の病態を分子の挙動から細胞や個体

レベルの変化まで幅広く解析し評価できる技術と研究能力を養
い、疾患の病態解明から診断・治療法の開発に結びつく研究を

自律的かつ先導的に遂行する能力を身につける。特に病態解析
科学特殊研究Iでは、様々な分析、生化学実験、遺伝子組み換え

実験が正確に行えることと、得られた結果の評価、過去に報告

された文献の検索が的確に行えることを目指す。 なお、連携・
関連医療施設にて臨床研修を実践しながら研究を実施すること

病態解析科学に関する一般的な基礎理論と実験手法を習得す

る。特に、様々な分析、生化学実験、遺伝子組み換え実験が正

確に行えるようになることを目指す。また、病態解析科学に関
する論文情報を収集する技術を身につける。 実験の基礎

基本実験操作、ノートの作成法
など 基礎分析実験１

分光光度計、酵素反応の基礎な
ど 基礎分析実験２

糖、タンパク質の比色定量、蛍
光標識など 基礎分析実験３

HPLC（イオン交換クロマトグラ

フィー、ゲルろ過クロマトグラ
フィーなど） 基礎生化学実験１ 酵素反応の速度論的解析 基礎生化学実験２

表面プラズモン共鳴を利用した
相互作用解析 基礎生化学実３ ELISA 基礎生化学実験４

SDS-PAGE、ウエスタンブロッ
ティングなど 基礎分子生物学実験１

大腸菌の培養とプラスミド精製
など 基礎分子生物学実験２ 遺伝子導入など 基礎分子生物学実験３

組換え体タンパク質の発現•精製
など 基礎分子生物学実験４ PCRを用いた変異導入など 結果のまとめ１ 文献検索 結果のまとめ２ プレゼンテーション資料作成 結果のまとめ３ 研究成果報告 実験•セミナー形式

実験への取り組み姿勢、実験技

術の理解•習得度、実験結果の解
析能力、関連分野の知識の習熟

度、成果のまとめ方、プレゼン

テーションの仕方を総合的に評
価する。

関連科目：病態解析科学特論。

本科目で学ぶ知識、実験手技は

病態解析科学特殊研究IIを履修す
る上で必須である。

2017 761019 病態解析科学特殊研究Ⅰ
Advanced Reseach in Molecular and

Cellular Pathogenesis Science Ⅰ 早川　伸樹(HAYAKAWA Nobuki)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

解剖学、生理学、生化学、分子

生物学、免疫学に基づいた内科

学の内容を十分に理解しておく
こと。

疾患の原因となる生体変化や疾患に特有の生体変化を生理学

的、生化学的、分子生物学的に的確に評価する。診断・治療技

術への応用に関する研究を行い、疾患の原因究明と診断・治療
法の開発に貢献することを研究目標とする。

担当患者のカルテ、インタビューなどから患者の情報を抽出し

て、その疾患における生体変化を把握できる。個々の患者にお

ける薬物療法の適正使用について評価し、処方提案を加えるこ
とができる。 臨床医学研究1

2型糖尿病について個々の症例を
担当し、その病態を理解する。

また薬物療法における適正使用

について評価して処方提案を加
える。 臨床医学研究2

1型糖尿病について個々の症例を
担当し、その病態を理解する。

また薬物療法における適正使用

について評価して処方提案を加
える。 臨床医学研究3

脂質異常症について個々の症例
を担当し、その病態を理解す

る。また薬物療法における適正

使用について評価して処方提案
を加える。 臨床医学研究4

甲状腺機能亢進症について個々
の症例を担当し、その病態を理

解する。また薬物療法における

適正使用について評価して処方
提案を加える。 臨床医学研究5

甲状腺機能低下症について個々
の症例を担当し、その病態を理

解する。また薬物療法における

適正使用について評価して処方
提案を加える。 医療薬学研究1

「臨床医学研究」における2型糖

尿病症例に対する治療薬に分子

生物学的な機序の解明を加え
る。 医療薬学研究1

「臨床医学研究」における甲状

腺機能亢進症症例に対する治療

薬に分子生物学的な機序の解明
を加える。 臨床調査研究1

「臨床医学研究」および「医療

薬学研究」と共に2型糖尿病にお
ける臨床調査（薬剤の適正使用

に関する調査研究、服薬アドヒ

アランスに関する調査研究な
ど）を共同で実施する。 臨床調査研究2

「臨床医学研究」および「医療

薬学研究」と共に甲状腺機能亢
進症における臨床調査（薬剤の

適正使用に関する調査研究、服

薬アドヒアランスに関する調査
研究など）を共同で実施する。 担当患者に関する症例検討会1

2型糖尿病について症例検討会を

開催し、問題点を抽出して病態
の理解を深める。 担当患者に関する症例検討会2

甲状腺機能亢進症について症例

検討会を開催し、問題点を抽出
して病態の理解を深める。 文献検索1

2型糖尿病の病態および治療に係
る知見を深める。 文献検索2

甲状腺機能亢進症の病態および
治療に係る知見を深める。 発表スキル

セミナーおよび関連学会での発

表を通し、資料作成能力および

プレゼンテーション能力を高め
る。 研究成果報告

研究成果のまとめを発表し、質
疑応答を加える。 実地研修、オムニバス講義

研修態度、レポートおよび研修

内容の理解度より総合的に評価
する。

2017 761020 薬物治療科学特殊研究Ⅰ
Advanced Reseach in

Pharmacotherapeutic Science Ⅰ 能勢　充彦(NOSE　Mitsuhiko)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

薬用植物学、生薬学、天然物化

学、漢方医学（伝統医学）、食
品機能化学などへの一般的な理

解と、それらに纏わる諸問題を

科学的に解析し、評価するため
の目的意識をもつこと。

疾患の予防や治療のために、漢方医学をはじめとする伝統医

学、さらには民間療法などの有用性を科学的に解析・評価し、
セルフメディケーションならびに新たな治療法として提案する

ことを目的に研究活動を行う。 「歴史の伝承」を背負い、「創

薬や育薬の先端」を受け持つ学問分野から、国民の健康の維
持・増進に寄与することを目的とする。

薬物治療科学特殊研究Ｉでは、伝統医薬品などの有用性評価や

その解析に関する一般的な基礎理論を習得し、問題抽出能力を
養うことを第一の到達目標とする。そのためには、文献や

フィールド調査など、問題抽出のために必要な情報収集力を養

い、それぞれの問題を解決するための手法の効果的な選択など
への組み立てに関し、論理的な思考を身につけるようにする。

現代医療におけるアンメット・
ニーズの調査と解析 （その１）

現在の医療現場において、未だ

解決されていない課題（アン
メット・メディカル・ニーズ）

が存在する。それらの課題につ

いて文献などを通じて理解す
る。

現代医療におけるアンメット・
ニーズの調査と解析 （その２）

現在の医療現場において、未だ

解決されていない課題（アン
メット・メディカル・ニーズ）

が存在する。それらの課題につ

いて文献などを通じて理解す
る。

伝統医学の理論的背景やその薬
物療法の理解 （その１）

漢方医学など、世界の伝統医学
の理論的背景や薬物療法につい

ての基礎的な理解を文献調査や

フィールドワークを通じて深め
る。

伝統医学の理論的背景やその薬
物療法の理解 （その２）

漢方医学など、世界の伝統医学
の理論的背景や薬物療法につい

ての基礎的な理解を文献調査や

フィールドワークを通じて深め
る。

民間療法や食品（含機能性食

品）の背景やその効能効果ある

いは機能についての理解（その
１）

民間療法に用いられる素材や一
般食品・健康食品（含機能性食

品）の使用法や開発の経緯につ

いて、文献調査やフィールド
ワークを通じて理解する。

民間療法や食品（含機能性食

品）の背景やその効能効果ある

いは機能についての理解（その
２）

民間療法に用いられる素材や一
般食品・健康食品（含機能性食

品）の使用法や開発の経緯につ

いて、文献調査やフィールド
ワークを通じて理解する。

伝統医薬品や民間療法などの化
学的分析法 （その１）

伝統医薬品や民間療法の素材な
どについての化学的性状の分析

ならびにそれらの品質管理に関

する考え方や基礎的技術を身に
つける。

伝統医薬品や民間療法などの化
学的分析法 （その２）

伝統医薬品や民間療法の素材に

含まれる有効成分の抽出・単

離・構造決定に関する基礎理論
や基礎的技術を身につける。

伝統医薬品や民間療法などの薬
理学的解析法 （その１）

伝統医薬品や民間療法の薬理学
的基盤をより明確にするため、

その作用機序を解析するため

の、細胞生物学的な基礎的技術
を身につける。

伝統医薬品や民間療法などの作
用機序解析法 （その１）

伝統医薬品や民間療法の薬理学
的基盤をより明確にするため、

その作用機序を解析するため

の、細胞生物学的な基礎的技術
を身につける。

伝統医薬品や民間療法などの作
用機序解析法 （その２）

伝統医薬品や民間療法の薬理学
的基盤をより明確にするため、

その作用機序を解析するため

の、生化学的・分子生物学的な
基礎的技術を身につける。

伝統医薬品や民間療法などの作
用機序解析法 （その３）

伝統医薬品や民間療法の薬理学

的基盤をより明確にするため、

薬物動態学・製剤学・薬剤学的
な基礎的技術を身につける。

伝統医薬品や民間療法などの適

正使用を目的としたレギュラト
リーサイエンス（その１）

伝統医薬品や民間療法の適正使
用法の確立を目的とした、統合

的な体系化を目指す方法論を開

発するための基礎を身につけ
る。 発表スキル

研究室内セミナーもしくは関連

学会での研究成果発表を通し、

資料作成手法およびプレゼン
テーション能力を身につける。 研究成果報告

年度末研究成果発表会で研究成
果を報告する。 調査・実験・実習・セミナー

調査・実験・実習・セミナーへ

の取り組み態度、研究成果、年

度末研究成果発表会の内容を総
合的に評価する。 薬物治療学特論。

2017 761021 薬物治療科学特殊研究Ⅰ

Advanced Reseach in

Pharmacotherapeutic Science Ⅰ 小島　良二(KOJIMA　Ryoji)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

臨床現場における医薬品などの

薬効の評価・解析に関する基礎

理論と解析手法および医薬品な

どの細胞応答機能に関する基礎
理論と実験手法に関わる用語の

理解や実際の特殊研究の遂行の

ため、特に分子・細胞生物学的
技術の原理についての準備学習

に努めてほしい。

薬物治療科学特殊研究Ⅰでは、医薬品や伝統薬の治療上の有効

性・安全性を疫学的・科学的に評価・再評価し、その適用拡大

と副作用の抑制を探ることにより「育薬」に貢献するために以
下の研究課題を実施する。そこで、分子・細胞レベルから個体

レベルまで幅広く評価できる技術と研究能力、あるいは医療現

場での実学レベルにおいて薬物治療上の有効性や安全性を科学
的に検証することができる技術と研究能力を養い、自律的かつ

先導的に研究を遂行できる能力を身につける。

医薬品の薬効の評価や解析に関する一般的な基礎理論と実験手
法を習得する。また、医薬品の薬効の評価や解析に関する論文

情報を収集する技術を身につける。

哺乳類細胞の培養に関する基礎

的技術 (1) 細胞生物学的技術の習得

哺乳類細胞の培養に関する基礎

的技術 (2) 細胞生物学的技術の習得

医薬品の培養哺乳類細胞への処

置法 細胞生物学的技術の習得

Western blot分析に関する基礎的

技術 (1) タンパク質の電気泳動分析

Western blot分析に関する基礎的

技術 (2) タンパク質の検出

Real-time PCRに関する基礎的技術

(1) RNA分子の単離

Real-time PCRに関する基礎的技術

(2) cDNAの合成

Real-time PCRに関する基礎的技術

(3) PCR装置の使用と解析

大腸菌の培養に関する基礎的技

術 (1) 分子生物学的技術の習得

大腸菌の培養に関する基礎的技

術 (2) 分子生物学的技術の習得

プラスミドの精製に関する基礎

的技術 (1) 分子生物学的技術の習得

プラスミドの精製に関する基礎

的技術 (2) 分子生物学的技術の習得

遺伝子組換えに関する基礎的技

術 (1) 分子生物学的技術の習得

遺伝子組換えに関する基礎的技

術 (2) 分子生物学的技術の習得

遺伝子組換えに関する基礎的技

術 (3) 分子生物学的技術の習得

臨床現場における医薬品などの
薬効の評価・解析に関する基礎

理論と解析手法についての研究

指導、およびそれらに関する論

文情報を収集する技術の指導を
行う。また、医薬品などの細胞

応答機能に関する基礎理論と実

験手法についての研究指導補
助、およびそれらに関する論文

情報を収集する技術の補助指導

学会での研究発表並びに論文発

表にて評価する。

2017 761022 薬物治療科学特殊研究Ⅰ

Advanced Reseach in

Pharmacotherapeutic Science Ⅰ 野田　幸裕(NODA　Yukihiro)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

この分野では、薬物と生体の相

互作用を細胞レベルから個体レ

ベルまで幅広く評価する研究領
域、医薬品の薬理作用を分子レ

ベルから個体レベルで再評価す

る研究領域、医療現場での実学
レベルでの薬物療法を検証する

研究領域などから構成していま

す。そのため、薬理学・薬物治
療学および臨床病態学などが学

問の基盤となります。

医薬品やその関連薬物の治療上の有効性・安全性を疫学的・科

学的に評価・再評価し、その適用拡大と副作用の抑制を探るこ

とにより「育薬」に貢献するための研究を実施する。そのため
には、分子・細胞レベルから個体レベルまで幅広く評価できる

技術と研究能力、あるいは医療現場での実学レベルにおいて薬

物治療上の有効性や安全性を科学的に検証することができる技
術と研究能力を養い、自律的かつ先導的に研究を遂行できる能

力を身につける。

医薬品やその関連薬物の薬効の評価や解析に関する一般的な基

礎理論と調査手技や実験手法を習得する。また、医薬品やその
関連薬物の薬効の評価や解析に関する論文情報を収集する技術

を身につける。

研究課題に関連したアンメッ
ト・メディカル・ ニーズ調査

（1）

未だ有効な治療方法がない・治

療薬による副作用が看過できな

い疾患に対する医療ニーズにつ
いて文献調査を通じて理解す

る。

研究課題に関連したアンメッ
ト・メディカル・ ニーズ調査

（2）

未だ有効な治療方法がない・治

療薬による副作用が看過できな

い疾患に対する医療ニーズにつ
いて学会・研究会、講演会の参

加を通じて理解する。 薬理作用の評価（1）

生体における医薬品の薬理作用

の評価方法を習得する。 薬理作用の評価（2）

生体における医薬品の副作用の

評価方法を習得する。 薬理作用の評価（3）

医療現場での医薬品の薬物療法
の効果に関する評価方法を習得

する。 薬理作用の評価（4）

医療現場での医薬品の薬物療法
の副作用に関する評価方法を習

得する。 薬理作用の評価（5）

医薬品などの薬効・薬理作用の

再評価方法について習得する。 薬理作用の評価（6）

医薬品などの薬効・薬理作用の
再評価によって適用拡大できる

評価方法を習得する。 実験動物実験（1）

薬物の治療上の有効性・安全性

を患者背景に基づいて解析・評
価し、実験動物で評価できる方

法を習得する。 実験動物実験（2）

生命システムとしての細胞を用
いた実験系の理論あるいは技術

を習得する。 実験動物実験（3）

細胞再生機能の観点から薬物の
適用拡大や副作用を抑制する方

法論あるいは技術を習得する。 統計解析（1）

得られたデーターの統計処理法

を習得する。 統計解析（2）

得られたデーターを図表にして
描写する方法などの技術を習得

する。 プレゼンテーション

定期的に開催される部門内セミ

ナー、関連学会での研究成果の

発表を通じて、プレゼンテー
ション技術、その資料作成技術

を習得する。 研究成果報告

年度末に開催される研究成果発
表会など、学内・学外に成果を

報告する。

薬物の効果や副作用の評価や解

析に関する一般的な基礎理論と
調査・実験手法について解説し

ながら指導する。また、それら

に関する論文情報を収集する技
術の指導をする。セミナーでの

データー発表、文献紹介などを

通じて進捗状況や文献収集の技
術を確認し、必要に応じて解説

などを加えながら指導する。

定期的なデーターセミナー、年
度末研究成果発表会などを通じ

て総合的に評価する。

薬物治療科学特論、病態解析科

学、医療情報科学など

2017 761023 薬物治療科学特殊研究Ⅰ

Advanced Reseach in

Pharmacotherapeutic Science Ⅰ 脇田　康志(WAKIDA Yasushi)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

基礎医学に基づく内科学を十分

に理解しておくこと。 学んだ内
容を、研究活動や、臨床に活か

せるよう復習しておくこと。 

疾患の病態生理を十分に理解したうえで、的確な診断・治療に

ついての最新の研究ができるようになることを目的とする。 

臨床の現場で患者と向き合い、そこから正しい情報を得、その

情報をもとに疾患の病態解明、診断、治療に利用できる研究目

標を設定し、データ集めが正しくできる。 薬剤師として、臨床
で経験している問題点を解決するべく、研究方法を学ぶことが

求められる。 臨床医学研究1

循環器疾患患者を担当し、疾患

の特徴と基本的な治療法を学

ぶ。 到達目標：循環器疾患の病
態、治療法を述べることができ

る。  臨床医学研究2

虚血性心疾患の症例を担当し、
病態を理解し、薬物療法におけ

る適正使用につき評価し提案す

る。 到達目標：虚血性心疾患の
病態を理解し、治療法を選択で

きる。  臨床医学研究3

不整脈疾患の症例を担当し、病

態を理解し、薬物療法における

適正使用につき評価し提案す
る。 到達目標：不整脈の病態を

理解し、治療法を選択できる。 臨床医学研究4

心不全の症例を担当し、病態を

理解し、薬物療法における適正

使用につき評価し提案する。 到
達目標：心不全の病態を理解

し、治療法を選択できる。  臨床医学研究5

高血圧症の症例を担当し、病態

を理解し、薬物療法における適

正使用につき評価し提案する。
到達目標：高血圧の病態を理解

し、治療法を選択できる。  医療薬学研究1 

臨床医学研究で担当した虚血性
心疾患症例に対する薬物治療に

分子生物学的な機序の解明を加

える。 到達目標：虚血性心疾患
の分子生物学的機序を理解す

る。 医療薬学研究2 

臨床医学研究で担当した心不全

症例に対する薬物治療に分子生

物学的な機序の解明を加える。
到達目標：心不全の分子生物学

的機序を理解する。  臨床調査研究1 

循環器疾患における薬物治療の

実態について調査研究をおこな
う。 到達目標：臨床研究調査法

を知り、実践できる。  臨床調査研究2 

循環器疾患における薬物治療の

実態に基づいた治療効果に関し

て調査研究をおこなう。 到達目
標：臨床研究調査法を知り、実

践できる。 症例検討会1 

担当した症例1に対して症例検討
会を開催し、問題点を抽出して

病態理解と薬物治療の原理を理

解する。 到達目標：症例の病態
を理解したうえで、治療法を選

択できる。  症例検討会2 

担当した症例2に対して症例検討
会を開催し、問題点を抽出して

病態理解と薬物治療の原理を理

解する。 到達目標：症例の病態
を理解したうえで、治療法を選

択できる。  文献調査1 

循環器疾患に関して担当した疾

患について最新の文献的考察を

おこない，知見を深める。 到達
目標：必要な文献を効率よく検

索できる。  文献調査2 

文献調査1からさらに今後の調

査・研究の必要性があるかを文

献的考察から考える。 到達目
標：文献を読みこなし、考えを

発展できる。 発表スキル 

セミナーや学会、研究会での研

究成果発表を通し、プレゼン

テーション能力を身につける。
到達目標：効率よくプレゼン

テーションができる。  研究成果発表報告 

研究成果を発表し、質疑応答を
おこなう。 到達目標：研究内容

について他の人と論議できる。  実地研究、オムニバス講義

研修態度、発表内容、レポート
等に基づいて総合的に評価す

る。 特になし 

2017 761024 薬物動態科学特殊研究Ⅰ

Advanced Reseach in

Pharmacokinetics and Drug Delivery

Science Ⅰ 岡本　浩一(OKAMOTO　Hirokazu)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

準備学習：機器の使用方法につ

いて取扱説明書や成書を参考に

調べること。研究室内にある専

門誌に日ごろ目を通すこと。 事
後学習：機器が正しく使えたか

を検証すること．入手した論文

の内容を整理すること。

薬物の体内動態解析および製剤設計に関する一般的な基礎理論

と実験手法を習得する。また、薬物の体内動態解析および製剤

設計に関する論文情報を収集する技術を身につける。

小動物を用いた経肺吸収実験および噴霧急速凍結乾燥法、超低
温ナノ粉砕法、湿式ナノ粉砕法、超臨界二酸化炭素晶析法など

による微粒子調製ができる。吸入療法および粒子設計理論につ

いて、文献収集できる。 吸入療法

吸入療法について文献調査を通

して理解を深める。 遺伝子治療

遺伝子治療について文献調査を

通して理解を深める。 微粒子調製技術

微粒子調製技術について文献調

査を通して理解を深める。 経肺投与実験法

マウスおよびラットの肺に薬物

溶液および粉末を投与する手技

を身につける。 薬物濃度測定法

液体クロマトグラフ法などによ

り薬物濃度を測定する手技を身

につける。 培養細胞実験法

細胞培養法を学び、培養細胞を
用いて薬物透過性および遺伝子

発現を評価する手技を身につけ

る。 遺伝子発現実験法

小動物にルシフェラーゼ発現遺

伝子を投与し，発現したルシ
フェラーゼ活性をIVISにより定

量，可視化する手技を身につけ

る。 遺伝子製剤物性測定法

ゼータサイザー法、電気泳動
法、エチジウムブロマイド法な

どで遺伝子製剤の基礎物性を評

価する手技を身につける。 噴霧急速凍結乾燥法

噴霧急速凍結乾燥法による微粒

子調製手技を身につける。 ピエゾ式ナノ噴霧乾燥法

ピエゾ式ナノ噴霧乾燥法による

微粒子調製手技を身につける。 超臨界二酸化炭素晶析法

超臨界二酸化炭素晶析法による

微粒子調製手技を身につける。 微粒子製剤物性測定法

カスケードインパクタ法、ツイ

ンインピンジャ法、粉末X線回折
法、DSC法、電子顕微鏡法などで

微粒子製剤の基礎物性を評価す

る手技を身につける。 微粒子吸入製剤の評価

遺伝子などの微粒子製剤を調製

し、小動物でその有用性を評価

する。 発表スキル

研究室内セミナーもしくは関連
学会での研究成果発表を通し、

資料作成手技およびプレゼン

テーション能力を身につける。 研究成果報告

年度末研究成果発表会で研究成

果を報告する。 実験・実習

実験・実習への取り組み態度、

研究成果、年度末研究成果発表

会の内容を総合的に評価する。

薬物動態科学特論、薬物動態科

学特殊研究Ⅱ。本科目で学ぶ知
識，実験手技は、薬物動態科学

特殊研究Ⅱを履修する上で必須

である。

2017 761025 薬物動態科学特殊研究Ⅰ

Advanced Reseach in

Pharmacokinetics and Drug Delivery

Science Ⅰ

原　脩(HARA　Osamu).坂井　健

男(SAKAI　Takeo)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

薬物や化学物質の生体内変化を

有機化学をベースに理解出来る
よう準備する。また機器分析

データの解釈の基礎も確認をし

ておくこと。

物質の化学変化を有機化学的にとらえ、これに基づき、生体反

応を制御する方法や理論を身につけると同時に、有機化学的な

実験操作や分光学的測定法を習得する。

機能性分子合成にかかわる研究テーマの設定とその重要性、新

規性、妥当性を検討するとともに、研究テーマに関する実験技

術の習得に努める。 研究テーマに関する文献調査1

研究テーマの設定とそのテーマ

の重要性や新規性などを文献よ

り、客観的に評価する。 研究テーマに関する文献調査2

研究テーマの実験計画を文献情

報をもとに立案する。 研究テーマに関する文献調査3

研究テーマの設定と計画につい

て文献情報をもとに精査する。 文献セミナー１

関連する機能性分子分野に焦点

を絞り、関連する文献をまとめ

セミナーを行う。 研究テーマに関する予備実験1

文献調査の結果をもとに、研究

テーマの妥当性を判断するため

の予備実験を行う。 研究テーマに関する予備実験2

文献調査の結果をもとに、研究

テーマの妥当性を判断するため

の予備実験を行う。 研究テーマに関する予備実験3

文献調査の結果をもとに、研究

テーマの妥当性を判断するため

の予備実験を行う。 実験報告1

予備実験の結果のまとめを行

い、研究テーマ達成に向けての

妥当性を検証する。 文献調査

実験報告1までの研究内容を踏ま

え文献情報による研究テーマの

精査を進める｡ 研究テーマに関する予備実験4

実験報告後の研究テーマの精査
を受け、更なる予備実験を行う

とともに、関連した実験技術の

習得に努める。 研究テーマに関する予備実験5

実験報告後の研究テーマの精査
を受け、更なる予備実験を行う

とともに、関連した実験技術の

習得に努める。 研究テーマに関する予備実験6

実験報告後の研究テーマの精査
を受け、更なる予備実験を行う

とともに、関連した実験技術の

習得に努める。 文献セミナー2

関連する機能性分子分野に焦点

を絞り、関連する文献をまとめ

セミナーを行う。 実験報告2

予備実験の結果のまとめを行

い、研究テーマ達成に向けての

妥当性を検証する。 研究成果報告

年度末研究成果発表会で、進捗

状況を報告する。 実験及びセミナー

実験の取り組み状況：40％ セミ

ナー等での発表や質疑等の積極

性など：30％ 研究成果：30％ 特になし

2017 761026 薬物動態科学特殊研究Ⅰ

Advanced Reseach in

Pharmacokinetics and Drug Delivery

Science Ⅰ 灘井　雅行(NADAI　Masayuki)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

薬物動態学、分子生物学、臨床
医学についての広範囲な知識を

習得しておくこと。

薬物の体内動態解析に関する一般的な基礎理論と実験手法を習
得する。また、薬物の体内動態解析に関する論文情報を収集す

る技術を身につける。

薬物動態学的に重要かつ新規性のある研究テーマの設定と研究

計画の立案を試みる。研究を遂行するために必要な小動物を用
いた薬物体内動態解析法を修得するとともに、関連文献収集法

を指導する。

研究テーマに関する文献調査

（１）

研究テーマの設定とその重要
性、新規性について、文献調査

を行い評価する。

研究テーマに関する文献調査

（２）

研究テーマの実験計画を文献情

報をもとに立案する。

研究テーマに関する文献調査

（３）

研究テーマの設定と実験計画に

ついて精査する。 薬物体内動態解析法（１）

薬物体内動態解析法について、
文献調査を通して理解を深め

る。 薬物体内動態解析法（２）

文献調査の結果を基に、薬物体
内動態解析法についてまとめ、

セミナーを行う。 薬物濃度測定法（１）

液体クロマトグラフ法により薬
物濃度を測定する手技を身につ

ける。 薬物濃度測定法（２）

LC-MS/MSにより薬物濃度を測定

する手技を身につける。

小動物を用いた薬物体内動態解

析法（１）

マウスおよびラットにカニュー

レを用いて薬物溶液を投与する
手技ならびに血液や胆汁、尿採

取方法を身につける。

小動物を用いた薬物体内動態解

析法（２）

マウスおよびラットの血液、尿

中、胆汁中薬物濃度から、コン

パートモデルを用いた薬物動態
学パラメーターの算出方法を身

につける。

核酸抽出ならびに遺伝子発現量

の定量法

臓器や培養細胞から核酸を抽出

する手技を身につける。また、

リアルタイムPCRを用いたTaqMan

法やインターカレーター法など
でmRNAを定量する手技を身につ

ける。 タンパク質定量法

SDS-PAGE/ウェスタンブロット分

析により、臓器や培養細胞に発

現する薬物動態関連因子のタン
パク質を定量する手技を身につ

ける。 酵素反応の速度論的解析法

酵素反応の速度論的解析法につ
いて、文献調査を通して理解を

深める。 酵素反応の速度論的解析法

ミクロソームやサイトゾルなど

の細胞画分の調製法を習得し、
それらを用いて酵素反応の速度

論的解析法を身につける。 発表スキル

研究室内セミナーもしくは関連

学会での研究成果発表を通し、
資料作成手技およびプレゼン

テーション能力を身につける。 研究成果報告

年度末研究成果発表会で研究成

果を報告する。 実験・実習

実験・実習への取り組み態度、
研究成果、年度末研究成果発表

会の内容を総合的に評価する。

薬物動態科学特論、薬物動態科

学特殊研究Ⅱ。本科目で学ぶ知

識，実験手技は、薬物動態科学
特殊研究Ⅱを履修する上で必須

である。

2017 761027 薬物動態科学特殊研究Ⅰ

Advanced Reseach in

Pharmacokinetics and Drug Delivery

Science Ⅰ 加藤　美紀(KATOH　Miki)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

薬物動態学、分子生物学、臨床

医学についての広範囲な知識を

習得しておくこと。

薬物の体内動態解析に関する一般的な基礎理論と実験手法を習

得する。また、薬物の体内動態解析に関する論文情報を収集す

る技術を身につける。

薬物動態学的に重要かつ新規性のある研究テーマの設定と研究
計画の立案を試みる。研究を遂行するために必要な小動物を用

いた薬物体内動態解析法を修得するとともに、関連文献収集法

を指導する。

研究テーマに関する文献調査

（１）

研究テーマの設定とその重要

性、新規性について、文献調査

を行い評価する。

研究テーマに関する文献調査

（２）

研究テーマの実験計画を文献情

報をもとに立案する。

研究テーマに関する文献調査

（３）

研究テーマの設定と実験計画に

ついて精査する。 薬物体内動態解析法（１）

薬物体内動態解析法について、

文献調査を通して理解を深め

る。 薬物体内動態解析法（２）

文献調査の結果を基に、薬物体

内動態解析法についてまとめ、

セミナーを行う。 薬物濃度測定法（１）

液体クロマトグラフ法により薬

物濃度を測定する手技を身につ

ける。 薬物濃度測定法（２）

LC-MS/MSにより薬物濃度を測定

する手技を身につける。

小動物を用いた薬物体内動態解

析法（１）

マウスおよびラットにカニュー
レを用いて薬物溶液を投与する

手技ならびに血液や胆汁、尿採

取方法を身につける。

小動物を用いた薬物体内動態解

析法（２）

マウスおよびラットの血液、尿

中、胆汁中薬物濃度から、コン
パートモデルを用いた薬物動態

学パラメーターの算出方法を身

につける。

核酸抽出ならびに遺伝子発現量

の定量法

臓器や培養細胞から核酸を抽出

する手技を身につける。また、

リアルタイムPCRを用いたTaqMan

法やインターカレーター法など

でmRNAを定量する手技を身につ

ける。 タンパク質定量法

SDS-PAGE/ウェスタンブロット分

析により、臓器や培養細胞に発
現する薬物動態関連因子のタン

パク質を定量する手技を身につ

ける。 酵素反応の速度論的解析法

酵素反応の速度論的解析法につ

いて、文献調査を通して理解を

深める。 酵素反応の速度論的解析法

ミクロソームやサイトゾルなど
の細胞画分の調製法を習得し、

それらを用いて酵素反応の速度

論的解析法を身につける。 発表スキル

研究室内セミナーもしくは関連
学会での研究成果発表を通し、

資料作成手技およびプレゼン

テーション能力を身につける。 研究成果報告

年度末研究成果発表会で研究成

果を報告する。 実験・実習

実験・実習への取り組み態度、

研究成果、年度末研究成果発表

会の内容を総合的に評価する。

薬物動態科学特論、薬物動態科

学特殊研究Ⅱ。本科目で学ぶ知
識，実験手技は、薬物動態科学

特殊研究Ⅱを履修する上で必須

である。

2017 761028 薬物動態科学特殊研究Ⅰ

Advanced Reseach in

Pharmacokinetics and Drug Delivery

Science Ⅰ 北垣　伸治(KITAGAKI Shinji)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

有機化学や天然物化学、構造解

析に関連する学部の科目群の復

習をしておくこと。

本研究は、DDS開発のアプローチの一つである薬物のプロドラッ
グ化を念頭に置いた医薬品の創製を目的とする。開発研究の第

一段階として、標的化合物である医薬品候補化合物本体を設定

し、合成ルートを考案、必要な基礎的実験手法を習得する。

注目を集めている疾患、作用機序、化学構造、活性強度等を考

慮し医薬品候補化合物を設定する。多成分連結反応やワンポッ
ト反応、有機分子触媒を用いる反応等、グリーンケミストリー

を駆使した効率的合成ルートを考案する。合成実験に必要な基

礎的知識および技術を修得する。 医薬品候補化合物の設定１

文献調査を通して疾患や作用機

序の観点から候補化合物を絞

る。 医薬品候補化合物の設定２

文献調査を通して化学構造や活

性の強さの観点から候補化合物

を絞る。 合成ルートの考案１

触媒的な連続反応や多成分連結

反応の利用を基盤とするルート

を考案する 合成ルートの考案２

SciFinder等を利用して具体的な合

成法を調査する 予備実験

モデル実験により必要な実験手

技を修得する 基礎的技術の確認

反応の実施、後処理、精製、ス

ペクトル測定、データ解析 実際の合成実験１

小スケールで反応の進行を確認

する 実際の合成実験２

所望の反応が進行する条件を見

出す 実際の合成実験３ 最適条件を見極める 実際の合成実験４

スケールアップし、合成を進め

る 文献セミナー

研究テーマに関連した文献につ

いて紹介する 報告書の作成１

行った実験についてまとめた報

告書を作成する 報告書の作成２ 実験の妥当性を検証する 発表スキル

研究室内で成果を発表し資料作

成手技およびプレゼンテーショ

ン能力を身につける。 研究成果報告

年度末研究成果発表会で研究成

果を報告する。 実験•実習

実験•実習への取り組み態度、研

究成果、年度末研究成果発表会

の内容を総合的に評価する。

薬物動態科学特論、薬物動態科

学特殊研究II。本科目で学ぶ知
識、実験手技は、薬物動態科学

特殊研究IIを履修する上で必須で

ある。

2017 761029 薬物治療科学特殊研究Ⅰ

Advanced Reseach in

Pharmacotherapeutic Science Ⅰ

平松　正行(HIRAMATSU

Masayuki).間宮　隆吉(MAMIYA

Takayoshi)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

薬理系、薬物治療系の関連科目
の知識を整理、復習しておくこ

と。

生体は外界からの情報に対し、神経系や免疫系を介して情報を
取込み、またこれらの系と内分泌系を外界の変化に適応させる

ため、生体内の情報ネットワークを巧妙に調節することによ

り、高次生命機能の発現やその制御・処理を行っている。薬物
治療科学特殊研究では、これらの基本原理を理解し、自然や社

会との関わりあいを通した生体機能制御について、モデル動物
などを用い、高次生命機能の発現とその制御・処理機構につい

て考究していく。知識を活かし、個々の患者にあった薬物治療

を積極的に実践できるように、自ら学ぶ高い学習意欲と基礎学
力を身につけ、患者中心の医療を実践できる「くすりの専門

家」として貢献できる能力を身につける。

与えられた課題について、関連文献を調査・収集し、仮説、実
験計画をたて、仮説を検証するための実験を遂行できる。　ま

た、得られた結果を纏め、学会発表できる。 関連文献の調査・収集

先行研究の結果を調査し、情報

を整理できる。 検証のための仮説と実験計画

得られた情報から、仮説をた
て、検証するための実験計画を

立てることができる。 行動薬理学的試験（１）

カニュレーション手術を含む、
種々の薬物投与手法を用い、仮

説の検証実験を行える。 行動薬理学的試験（２）

学習・記憶機能に関連する簡単

行動薬理学的手法を用い、仮説
の検証実験を行うことができ

る。 行動薬理学的試験（３）

その他の行動薬理学的手法を用
い、仮説の検証実験を行うこと

ができる。 生化学的試験（１）

脳内の神経伝達物質量の変動

を、高速液体クロマトグラフ法

により測定することにより、仮
説の検証実験を行うことができ

る。 生化学的試験（２）

脳内微量透析法を用い、仮説の

検証実験を行うことができる。 生化学的試験（３）

その他の基礎的な生化学的手法
を用い、仮説の検証実験を行う

ことができる。 分子生物学的試験（１）

核酸の抽出、および関連する遺

伝子発現量を リアルタイムRT-

PCR法などにより解析することが

できる。 分子生物学的試験（２）

関連タンパク質をウエスタンブ
ロット分析などにより解析する

ことができる。 組織化学的試験（１）

関連タンパク質を、免疫組織化
学的手法により解析することが

できる。 組織化学的試験（２）

その他の分子との相互作用を免
疫組織化学的手法により解析す

ることができる。

発表スライド作成、プレゼン

テーションスキルの習熟（１）

研究室内におけるセミナー等

で、進捗状況を逐次、中間発表
するとともに、関連学会で纏

まった研究成果を発表できる。

欧文学術雑誌への研究成果の投

稿

査読がある欧文学術雑誌に、纏
めた研究成果を学術論文として

投稿する準備ができる。 研究論文発表

研究成果を纏めて学会などに発

表できる。

実験・演習を中心に、セミナー

でのデータ発表、文献紹介など

に対する指導、研究に関連する
情報収集、論文作成などの指導

を行う。

実験・演習への取り組み態度、

研究成果発表、学術論文への投

稿、博士論文とその発表（公聴
会）、主査・副査による最終諮

問を総合的に評価する。

薬理系、神経科学系、薬物治療

系の関連科目を取得し、応用可
能な充分な知識を有しているこ

と。

2017 761030 薬物動態科学特殊研究Ⅰ

Advanced Reseach in

Pharmacokinetics and Drug Delivery

Science Ⅰ 丹羽　敏幸(NIWA　Toshiyuki)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

製剤学（Ⅰ，Ⅱ），薬物動態

学，製剤設計学の内容を十分理
解しておくこと．

薬物の製剤設計および各種物性評価に関する一般的な基礎理論
と実験手法を習得する．また，薬物の製剤設計および物理化学

的な特性解析に関する論文情報を収集し，その内容を読みこな
す技能を身につける．

原薬粒子や医薬品製剤の物理化学的特性を評価する製剤分析技

術を習得し，評価結果に基づき問題点や障害を考察する技能を
養う．また医薬品製剤として持つべき特性を抽出し，それを具

現化するための製剤化アプローチを提案できる能力を身につけ
ることを到達目標とする． 難溶性薬物の溶解性改善

難溶性薬物の溶解性改善のため

の各種手法について文献調査を
通して理解を深める． 溶出と吸収（IVIVC）

製剤からのin vitro溶出性とin vivo

吸収性の相関（correlation）につ

いて文献調査を通して理解を深
める． 粒度分布

粉体の粒度分布測定，特にサブ
ミクロン粒子の粒度分布測定の

ための各種方法について文献調
査を通して理解を深める． コロイド性粒子の物性

ゼータサイザー法，電気泳動
法，動的光散乱法などでコロイ

ド性粒子について文献調査を通
して理解を深める． 粉体物性評価

粉体物性（流動性・充填性・付
着凝集性）の測定のための各種

方法について文献調査を通して
理解を深める． 結晶特性

医薬品結晶の結晶多形・結晶化
度を評価するための測定技術や

手法について文献調査を通して
理解を深める． 溶解性の評価法

溶解度，溶解速度の測定につい

て文献調査を通して理解を深め
る． 粒子観察と測定

光学顕微鏡や電子顕微鏡などを

用いた設計した粒子を観察する
ための手技，及びレーザー回折

法にて粒度分布を測定する手技
を身につける． 粉体物性測定法

粉体の二次物性（流動性・充填

性・ぬれ性）を評価する手技を
身につける． 微粒子の製剤特性の解析

医薬品粒子の粒度分布や粉体物
性を統計学的に解析し，製剤化

する上での問題点を指摘する技
能を身につける． 微粒子製剤物性測定法

粉末X線回折法，DSC・TG/DTA

法，カスケードインパクタ法な

どで微粒子製剤の基礎物性を評
価する手技を身につける． 薬物濃度測定法

液体クロマトグラフ法などによ

り薬物濃度を測定する手技を身
につける． 溶解性評価法

薬物の溶解度や製剤からの溶出

挙動を測定する手技を身につけ
る． 発表スキル

研究室内セミナーもしくは関連
学会での研究成果発表を通し，

資料作成手技およびプレゼン
テーション能力を身につける． 研究成果報告

年度末研究成果発表会で研究成
果を報告する． 実験・実習

実験・実習への取り組み態度，

研究成果，年度末研究成果発表
の内容を総合的に評価する．

薬物動態科学特論．本科目で学
ぶ知識と実験手技は，薬物動態

科学特殊研究Ⅱを履修する上で
必須である．

2017 761031 病態解析科学特殊研究Ⅰ
Advanced Reseach in Molecular and

Cellular Pathogenesis Science Ⅰ
小田　彰史(ODA Akifumi).栗本
英治(KURIMOTO　Eiji)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

物理化学、生化学等で学んだ内
容をよく復習しておくこと。

生体関連分子を扱うための計算化学手法について基本的な技術

を習得し、それを応用させることでタンパク質の立体構造と機
能の関係を明らかにする。また、実験的な解析の困難な生体高

分子に対して計算手法を用いることで、その構造や物性を予測

する。研究を行うに際して必要な文献検索および読解に関する
能力についても習得する。

生体高分子のための計算手法を必要に応じて適切に使用できる

ようになることを目標とする。また、生体分子の立体構造を情

報学的に扱う構造バイオインフォマティクスについても理解す
る。 UNIX操作法1 UNIXマシンの設定 UNIX操作法2 コマンドラインでの基本操作 UNIX操作法3 UNIX上でのテキストファイル処理 UNIX操作法4 シェルスクリプト

タンパク質立体構造データベー
ス1

Protein Data Bankへのアクセスお
よび基本的な使用法

タンパク質立体構造データベー
ス2 データ検索および絞り込み

タンパク質立体構造データベー
ス3 立体構造の可視化 分子シミュレーション1

古典力学的手法による分子シ
ミュレーションの概説 分子シミュレーション2

構造の準備からシミュレーショ

ン結果の解析までのチュートリ
アル 分子シミュレーション3

一般的なアミノ酸のみからなる
タンパク質のシミュレーション 分子シミュレーション4

特殊な分子を含むタンパク質の
シミュレーション 分子シミュレーション5 計算結果の解析法 文献調査 文献調査法の概説と実施 プレゼンテーション資料作成

資料作成およびプレゼンテー
ション技術の習得 研究成果報告 研究成果発表および質疑応答 実験・セミナー形式

研究に取り組む態度および技術

の習熟度と、成果報告の内容か
ら評価する。

病態解析科学特論、病態解析科
学特殊研究Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ。

2017 761004 海外臨床研修
International Clinical Pharmacy

Clerkship

飯田　耕太郎(IIDA　Kotaro).田口

忠緒(TAGUCHI　Tadao).伊東　亜

紀雄(ITOH　Akio).黒野　俊介
(KURONO　Shunsuke)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 集中 2.0

学内で開催される海外臨床研修
報告会に出席し、内容を理解す

るとともに、医療現場で頻出す

る専門用語などの英単語を習得
しておく。

日本の臨床現場において新しい薬剤師職能の開発ができる専門

性の高い臨床薬剤師となるために、先進的な臨床薬学教育が展

開されている海外との交流を行う。そこで米国の学術協定校に
おいて、２週間の海外臨床研修を行う。

先進的な臨床薬学教育が展開されている海外との交流を通し

て、薬剤師の業務や医療制度に関する先進的な知識・技能・態
度を修得する。 事前講義（１）

事前講義（学内）：海外臨床研
修の目的について 事前講義（２）

事前講義（学内）：海外臨床研
修の概要について 海外臨床研修（１）

講義：プログラムオリエンテー
ション・米国における臨床薬学

教育・米国における医療制度・

薬剤師免許と国（州）資格試験
について 海外臨床研修（２）

講義：米国における薬剤師業務

について、実務研修機関訪問：

地域薬局・メールオーダ薬局、
グループ討論 海外臨床研修（３）

医療情報センターの概要と視

察、実務研修機関訪問：老人介
護施設、グループ討論 海外臨床研修（４）

講義：臨床報告とカルテの記載

方法について、実務研修機関訪

問：抗凝固療法専門クリニッ
ク、グループ討論 海外臨床研修（５）

講義：問診のとり方について、

実務研修機関訪問：薬剤師専門

外来（糖尿病など）、グループ
討論 海外臨床研修（６）

講義：米国薬剤師の治験管理に

ついて、実務研修機関訪問：公

的病院（外来、病棟）、グルー
プ討論 海外臨床研修（７）

講義：循環器疾患について、実

務研修機関訪問：メディカルセ

ンター（外来、病棟）、グルー
プ討論 海外臨床研修（８）

講義：臨床薬剤師と臨床研究に

ついて、実務研修機関訪問：専
門医療施設、グループ討論 海外臨床研修（９）

講義：がん、感染症について、

実務研修機関訪問：小児専門病

院（外来、病棟）、グループ討
論 海外臨床研修（１０）

講義：内分泌疾患について、グ
ループ討論、プログラム評価 研修のまとめ（１）

帰国後、研修のまとめ（グルー
プ学習）、研修レポート作成 研修のまとめ（２）

研修報告会の資料作成（グルー
プ学習） 研修報告

海外臨床研修報告会（学内）で
の研修報告

主な海外臨床研修として、各研
修先で開講される薬物治療学関

連講義の聴講、各研修先の薬学
生やレジデントが行う臨床研修

への同行、各研修先の薬学生が
行う症例検討会や文献紹介への

参加、各研修先で自身が経験し

た症例のレポート作成と症例検
討会での発表などを行う。

海外臨床研修への取り組み態

度、帰国後の研修報告会および

研修レポートの内容等を総合的
に評価する。 医療英語特論。

2017 762003 環境衛生科学特殊研究Ⅱ

Advanced Reseach in Environmental

Hygiene Science Ⅱ 神野　透人(JINNO Hideto)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

環境衛生科学特論と環境衛生科

学特殊研究Iで習得した基礎知識
および実験手技を身につけてい

ること。

環境中あるいは食品中の化学物質によるホメオスタシスの破綻
について、標的となる生体分子を同定し、発症に至る分子機構

を解明することを研究目標とする。環境衛生科学特殊研究IIで

は、特殊研究Iで習得した生体指標や細胞内シグナル伝達に関す
る基礎理論と実験手法を基に、具体的な研究テーマを設定して

研究計画を立案し、遂行する。

設定した研究テーマに関して予備的な実験を行い、研究テーマ
および研究計画の妥当性を検証する。関連する論文情報を収集

し、科学的かつ論理的に評価できる能力を習得する。 文献調査･文献セミナー(I)

収集した論文情報を基に研究

テーマを設定し、研究計画を立
案する。論文情報をまとめてセ

ミナーで発表する。 個別テーマに関する予備実験(I)

研究テーマおよび研究計画の妥
当性を検証するための予備実験

を行う。 個別テーマに関する予備実験(II)

研究テーマおよび研究計画の妥
当性を検証するための予備実験

を行う。 個別テーマに関する予備実験(III)

研究テーマおよび研究計画の妥
当性を検証するための予備実験

を行う。 個別テーマに関する予備実験(IV)

研究テーマおよび研究計画の妥
当性を検証するための予備実験

を行う。 実験セミナー(I)

予備実験の結果をセミナーで報
告し、研究テーマおよび研究計

画の妥当性を評価する。 文献調査･文献セミナー(II)

実験セミナー(I)を踏まえて研究

テーマおよび研究計画の修正に

必要な文献調査を行い、論文情
報をまとめてセミナーで発表す

る。 個別テーマに関する予備実験(V)

修正した研究テーマおよび研究

計画について予備実験を行う。 個別テーマに関する予備実験(VI)

修正した研究テーマおよび研究

計画について予備実験を行う。 個別テーマに関する予備実験(VII)

修正した研究テーマおよび研究

計画について予備実験を行う。 個別テーマに関する予備実験(VIII)

修正した研究テーマおよび研究

計画について予備実験を行う。

12. 個別テーマに関する予備実験

(IX)

修正した研究テーマおよび研究

計画について予備実験を行う。 実験セミナー(II)

予備実験の結果をセミナーで報
告し、研究テーマおよび研究計

画を確定する。 発表スキル

関連学会での研究成果発表およ

び実験セミナー、文献セミナー

を通して、資料作成手技および
プレゼンテーション能力を身に

つける。 研究成果報告

年度末研究成果発表会で研究成

果を報告する。 実験およびセミナー

実験およびセミナーへの取り組

み態度、研究の進捗状況、年度
末研究成果発表会および学会の

発表内容を総合的に評価する。

関連科目： 環境衛生科学特論、

環境衛生科学特殊研究I、IIIおよび

IV。 本科目で学ぶ知識，実験手
技は環境衛生科学特殊研究IIIを履

修する上で必須である。

2017 762004 環境衛生科学特殊研究Ⅱ

Advanced Reseach in Environmental

Hygiene Science Ⅱ 高谷　芳明(TAKAYA　Yoshiaki)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

医薬資源化学、有機化学、生化

学、構造解析学など、関連する
学部の科目群の復習をし、内容

を十分に理解しておくこと。

本研究は、自然環境からの新規シーズ分子の探索研究から分子

標的薬の創製を目的とする。新規シーズ分子の探索研究の第二
段階として、生物活性を有する天然資源由来の生物活性シーズ

分子の立体構造決定およびがん細胞増殖抑制活性試験に関する
一般的な基礎理論と実験手法を習得する。また、関連の論文情

報を収集する技術を身につける。

天然資源由来の生物活性シーズ分子の絶対構造を決定するため

に各種機器測定を行い、データ解析ができる。 がん細胞増殖抑
制活性試験ができる。 がん細胞増殖抑制活性と化合物の構造と

の相間を解析できる。

天然資源由来の生物活性シーズ

分子の文献調査

平面構造を決定した天然資源由

来の生物活性シーズ分子につい
て、SciFinderを用いて文献調査を

行う。

天然資源由来の生物活性シーズ

分子の絶対構造

天然有機化合物の絶対構造決定
法について、文献、書籍を通し

て理解を深める。

天然資源由来の生物活性シーズ

分子の分析7

天然有機化合物の旋光度および

CDスペクトルを測定し、解析す
るための基礎的技術を習得す

る。

天然資源由来の生物活性シーズ

分子の分析8

単離した新規生物活性シーズ分
子の内、キラルな化合物につい

てキラルカラムを用いたHPLCに
よりエナンチオマーの純度を調

べる。

天然資源由来の新規生物活性

シーズ分子の絶対構造の決定1

単離した新規生物活性シーズ分

子の内、キラルな化合物につい
てCDスペクトルを用いて絶対構

造の決定を試みる。

天然資源由来の新規生物活性

シーズ分子の絶対構造の決定2

単離した新規生物活性シーズ分

子の内、キラルな化合物につい
て新Mosher法を用いて絶対構造

の決定を試みる。

天然資源由来の新規生物活性

シーズ分子の絶対構造の決定3

単離した新規生物活性シーズ分

子の内、キラルな化合物につい
て単結晶X線回折を用いて絶対構

造の決定を試みる。

天然資源由来の生物活性シーズ

分子のがん細胞増殖抑制活性1

天然資源由来の生物活性シーズ

分子のがん細胞増殖抑制活性に
ついて文献、書籍を通して理解

を深める。

天然資源由来の生物活性シーズ

分子のがん細胞増殖抑制活性2

天然資源由来の生物活性シーズ
分子のがん細胞増殖抑制活性試

験の基礎的技術を習得する。

天然資源由来の生物活性シーズ
分子のがん細胞増殖抑制活性評

価

天然資源由来の構造活性相関を
検討するための基礎的技術を習

得する。

天然資源由来の生物活性シーズ
分子のがん細胞増殖抑制活性試

験・評価

天然資源から単離した各成分に

ついてがん細胞増殖抑制活性試
験を行い、構造活性相関を含め

た活性評価を行う。

統合計算化学ソフトMOEを用いた
ファーマコフォア3次元モデルの

構築1

統合計算化学ソフトMOEを用いた
ファーマコフォア3次元モデルの

構築について文献、書籍を通し
て理解を深め、基礎的技術を習

得する。

統合計算化学ソフトMOEを用いた
ファーマコフォア3次元モデルの

構築2

各種化合物の活性試験の結果を

基に、統合計算化学ソフトMOEを
用い、ファーマコフォア3次元モ

デルを構築する。 発表スキル

研究室内セミナーもしくは関連

学会での研究成果発表を通し、
資料作成手技およびプレゼン

テーション能力を身につける。 研究成果報告

年度末研究成果発表会で研究成

果を報告する。 実験•実習

実験•実習への取り組み態度、研
究成果、年度末研究成果発表会

の内容を総合的に評価する。

環境衛生科学特論、環境衛生科
学特殊研究Ⅲ。本科目で学ぶ知

識、実験手技は、環境衛生科学
特殊研究Ⅲを履修する上で必須

である。

2017 762005 環境衛生科学特殊研究Ⅱ

Advanced Reseach in Environmental

Hygiene Science Ⅱ

井藤　千裕(ITO　Chihiro).高谷

芳明(TAKAYA　Yoshiaki)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

医薬資源化学、有機化学、生化

学、構造解析学など、関連する
学部の科目群の復習をし、内容

を十分に理解しておくこと。

本研究は、自然環境からの新規シーズ分子の探索研究から分子
標的薬の創製を目的とする。新規シーズ分子の探索研究の第二

段階として、生物活性を有する天然資源由来の生物活性シーズ

分子の立体構造決定およびがん細胞増殖抑制活性試験に関する
一般的な基礎理論と実験手法を習得する。また、関連の論文情

報を収集する技術を身につける。

天然資源由来の生物活性シーズ分子の絶対構造を決定するため

に各種機器測定を行い、データ解析ができる。 がん細胞増殖抑
制活性試験ができる。 がん細胞増殖抑制活性と化合物の構造と

の相間を解析できる。

天然資源由来の生物活性シーズ

分子の文献調査

平面構造を決定した天然資源由

来の生物活性シーズ分子につい
て、SciFinderを用いて文献調査を

行う。

天然資源由来の生物活性シーズ

分子の絶対構造

天然有機化合物の絶対構造決定
法について、文献、書籍を通し

て理解を深める。

天然資源由来の生物活性シーズ

分子の分析7

天然有機化合物の旋光度および

CDスペクトルを測定し、解析す
るための基礎的技術を習得す

る。

天然資源由来の生物活性シーズ

分子の分析8

単離した新規生物活性シーズ分

子の内、キラルな化合物につい

てキラルカラムを用いたHPLCに
よりエナンチオマーの純度を調

べる。

天然資源由来の新規生物活性

シーズ分子の絶対構造の決定1

単離した新規生物活性シーズ分

子の内、キラルな化合物につい
てCDスペクトルを用いて絶対構

造の決定を試みる。

天然資源由来の新規生物活性

シーズ分子の絶対構造の決定2

単離した新規生物活性シーズ分

子の内、キラルな化合物につい
て新Mosher法を用いて絶対構造

の決定を試みる。

天然資源由来の新規生物活性

シーズ分子の絶対構造の決定3

単離した新規生物活性シーズ分

子の内、キラルな化合物につい
て単結晶X線回折を用いて絶対構

造の決定を試みる。

天然資源由来の生物活性シーズ

分子のがん細胞増殖抑制活性1

天然資源由来の生物活性シーズ

分子のがん細胞増殖抑制活性に
ついて文献、書籍を通して理解

を深める。

天然資源由来の生物活性シーズ

分子のがん細胞増殖抑制活性2

天然資源由来の生物活性シーズ
分子のがん細胞増殖抑制活性試

験の基礎的技術を習得する。

天然資源由来の生物活性シーズ
分子のがん細胞増殖抑制活性評

価

天然資源由来の構造活性相関を
検討するための基礎的技術を習

得する。

天然資源由来の生物活性シーズ
分子のがん細胞増殖抑制活性試

験・評価

天然資源から単離した各成分に

ついてがん細胞増殖抑制活性試
験を行い、構造活性相関を含め

た活性評価を行う。

統合計算化学ソフトMOEを用いた
ファーマコフォア3次元モデルの

構築1

統合計算化学ソフトMOEを用いた

ファーマコフォア3次元モデルの

構築について文献、書籍を通し
て理解を深め、基礎的技術を習

得する。

統合計算化学ソフトMOEを用いた
ファーマコフォア3次元モデルの

構築2

各種化合物の活性試験の結果を

基に、統合計算化学ソフトMOEを
用い、ファーマコフォア3次元モ

デルを構築する。 発表スキル

研究室内セミナーもしくは関連

学会での研究成果発表を通し、
資料作成手技およびプレゼン

テーション能力を身につける。 研究成果報告

年度末研究成果発表会で研究成

果を報告する。 実験•実習

実験•実習への取り組み態度、研
究成果、年度末研究成果発表会

の内容を総合的に評価する。

環境衛生科学特論、環境衛生科

学特殊研究Ⅲ。本科目で学ぶ知

識、実験手技は、環境衛生科学
特殊研究Ⅲを履修する上で必須

である。

2017 762006 環境衛生科学特殊研究Ⅱ

Advanced Reseach in Environmental

Hygiene Science Ⅱ 二改　俊章(NIKAI　Toshiaki)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

微生物学、免疫学、臨床微生物

学、タンパク質化学の内容を理
解する。真菌学及び生化学の内

容を十分に理解しておくこと。

病原細菌、病原真菌及び蛇毒の産生する毒素、酵素など生理活
性物質の産生性、病理及び動物実験等に関する実験手法を修得

する。また、論文情報の収集能力を身につける。

病原細菌、病原真菌の取り扱い、培養法、保存法の取り扱い技

術、微生物学または蛇毒より精製した生理活性物質の生物学的
性質、解析方法を修得する。また、それらの理論について文献

を通して理解する。 病原因子の構造決定

タンパク質の化学修飾法につい

ての手技を身につける。 病原細菌の保存方法（1）

病原細菌の各種保存方法につい

ての手技を身につける。 病原細菌の復元方法（2）

病原細菌の復元方法についての

手技を身につける。 病原真菌の保存方法（1）

病原真菌の各種保存方法につい

ての手技を身につける。 病原真菌の復元方法（2）

病原真菌の復元方法についての

手技を身につける。 病原微生物の滅菌及び消毒方法

各種滅菌方法及び消毒法の手技

を身につける。

病原細菌由来の生理活性物質の

産生性の検討

病原細菌の産生する生理活性物

質の最適な条件を決定する。

病原真菌由来の生理活性物質の

産生性の検討

病原真菌の産生する生理活性物

質の最適な条件を決定する。 動物実験における倫理

動物実験を行うにあたり、倫理

観について習得する。 病原微生物感染実験方法 感染実験の手法を身につける。 動物実験手技

様々な投与方法の手技を身につ

ける。 病理組織の作成方法

病理組織切片の作成方法の手技

を身につける。 病理組織切片の解析方法

病理組織切片の解析法におつい

て習得する。 発表スキル

研究室セミナーもしくは関連学

会での研究成果発表を通し、資
料作成手技およびプレゼンテー

ション能力を身につける。 研究成果報告

年度末研究成果発表会で研究成

果を報告する。 実験・実習

実験・実習の取り組み態度、研
究成果、年度末研究成果発表会

の内容を総合的に判断する。

環境衛生科学特論、環境衛生化

学特殊研究Ⅱ。本科目で学ぶ知
識・実験手法は、環境衛生化学

特殊研究Ⅱを履修する上で必須

2017 762007 環境衛生科学特殊研究Ⅱ
Advanced Reseach in Environmental

Hygiene Science Ⅱ 打矢　恵一(UCHIYA　Keiichi)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

微生物学、免疫学の内容を十分
理解しておくこと。

環境衛生科学分野における一般的な理論と実験手法、また、論
文情報を収集する技術を身につける。

病原真菌の取り扱い方法や培養法、ならびに病原真菌から病原
遺伝子や病原因子の調整およびその精製法の技術を習得する。 病原真菌の取り扱い法

病原真菌の培養法などの取り扱
い手技を身につける。 病原真菌の同定法

病原真菌の染色法などの同定手
技を身につける。

病原真菌からの核酸の調整法
（Ⅰ）

病原真菌からの染色体DNAの調整
手技を身につける。

病原真菌からの核酸の調整法
（Ⅱ）

病原真菌からのRNAの調整手技を
身につける。

病原真菌からの核酸の調整法
（Ⅲ）

DNAおよびRNAのアガロース電気

泳動による検出手技を身につけ
る。

真菌の病原遺伝子のクローニン
グ法（Ⅰ）

PCRによる病原遺伝子の増幅技術
を身につける。

真菌の病原遺伝子のクローニン
グ法（Ⅱ）

病原遺伝子の特殊ベクター

（pUSA）を用いたクローニング
の技術を身につける。

真菌の病原因子の高発現法
（Ⅰ）

病原遺伝子をクローニングした

特殊ベクターの真菌への形質転
換法を身につける。

真菌の病原因子の高発現法
（Ⅱ）

形質転換株の病原遺伝子の高発
現法の技術を身につける。

真菌からの病原因子の検出法
（Ⅰ）

病原真菌の培養上清からのタン
パクの調整方法

真菌からの病原因子の検出法
（Ⅱ）

病原真菌の菌体内からのタンパ
クの調整方法 病原因子の精製法（Ⅰ）

ゲル濾過クロマトグラフィーを
用いた精製法を身につける。 病原因子の精製法（Ⅱ）

イオンカラムクロマトグラ

フィーを用いた精製法を身につ
ける。 病原因子の精製法（Ⅲ）

HPLCを用いた精製法を身につけ
る。 研究成果報告

年度末研究成果発表会で研究成
果を報告する。 実験・実習

実験・実習への取り組み態度、

研究成果、年度末研究成果発表
会の内容を総合的に評価する。

環境衛生科学特論、環境衛生科

学特殊研究Ⅱ。本科目で学ぶ知

識・実験手技は、環境衛生科学
特殊研究Ⅲを履修する上で必須

2017 762008 環境衛生科学特殊研究Ⅱ
Advanced Reseach in Environmental

Hygiene Science Ⅱ 小森　由美子(KOMORI　Yumiko)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

微生物の取り扱い、無菌操作、

統計学的手法について習熟して
おくこと。

微生物やその遺伝子、産生する酵素や毒素に関する様々な実験
手法を活用して、培養、遺伝子解析、産生物質の単離精製等を

行う。また微生物、感染症、疫学情報などに関する論文情報を

収集して内容を理解し、まとめてセミナー等で発表できるよう
にする。

各種実験技術を実際のタンパク質・ペプチドの精製、分析に応

用する。また感染症とその治療に関する最新情報について、文
献を通じて理解する。 文献調査、疫学情報の解釈

研究に必要な文献や情報を収集

して、内容を理解し、セミナー

等で発表するスキルを身につけ
る。 統計学的手法の応用

収集したデータの統計学的処

理、解析法を自分のデータ解析
に応用する。 微生物培養(1)

実験目的に適合する菌株を収集
する。 微生物培養(2)

目的とする微生物別に、適切な
条件で培養条件を検討する。 微生物培養(3)

目的とする微生物別に、最も適
切な条件で培養を行う。 各種タンパク質、毒素の精製(1)

微生物の産生する毒素、タンパ

ク質を各種クロマトグラフィー
により精製する。 各種タンパク質、毒素の精製(2)

微生物の産生する毒素、タンパ
ク質をHPLCにより精製する。 タンパク質の物性の解析(1)

精製したタンパク質、ペプチド

について、分子量をTOF-MSで測
定する。 タンパク質の物性の解析(2)

精製したタンパク質、ペプチド

について、アミノ酸配列分析を
実施する。 タンパク質の生理活性の解析(1)

精製したタンパク質、ペプチド

について、酵素活性を測定す
る。 タンパク質の生理活性の解析(2)

精製したタンパク質、ペプチド

について、動物に対する作用を
調べる。 タンパク質の生理活性の解析(3)

精製したタンパク質、ペプチド

について、培養細胞に対する作
用を調べる。 タンパク質の生理活性の解析(4)

精製したタンパク質、ペプチド

について、培養細胞に対する作
用を顕微鏡で観察する。 発表スキル

研究室内セミナー、関連学会で

の研究発表などを通じて資料作

成法やプレゼンテーション能力
を身につける。 研究成果報告会

年度末研究成果発表会で研究成
果を報告する。 実験・実習

実験・実習への取り組み態度、

研究成果、年度末研究成果発表
会の内容を総合的に評価する。

生化学、分子生物学に関する知
識が必要である。

2017 762009 医療情報科学特殊研究Ⅱ
Advanced Reseach in Health Care

Information Science Ⅱ
亀井　浩行(KAMEI　Hiroyuki).半谷
眞七子(HANYA　Manako)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

薬物治療法の開発・確立のため

の一般的な基礎理論を十分理解
しておくこと。

科学的かつ理論的に研究を推進するための考え方を学ぶととも

に、解明すべき研究内容を具体的に定め、そのために必要な研

究手法を立案する。また、医療情報科学に関して収集した論文
情報を科学的かつ理論的に評価できる能力を習得する。

薬物治療法の開発・確立のために、科学的かつ理論的に研究を

推進できる考え方の習得、研究内容を具体化し、そのために必

要な研究手法の立案や収集した論文情報を科学的に評価できる
能力の習得について研究指導を行う。 臨床試験の倫理規範

臨床試験に係る倫理指針の理解
をさらに深める。 臨床試験の立案１

独創的な臨床試験の立案に着手
する。 臨床試験の立案２

立案する臨床試験の独創性、新
規性を検討する。 臨床試験の立案３

立案する臨床試験の方法を作成
するための調査を行う。 臨床試験の立案４

立案する臨床試験の方法論の妥
当性を検証する。 臨床試験の立案５

立案する臨床試験の方法を具体
化する。 臨床試験の立案６

立案する臨床試験の解析法を調
査する。 臨床試験の立案７

立案する臨床試験の解析法を検
証する。 臨床試験の立案８

立案する臨床試験の同意説明文
書を作成する。 臨床試験の立案９

立案する臨床試験の作成した同
意説明文書を検証する。 臨床試験の立案10

立案する臨床試験の同意書を検
討する。 臨床試験の立案11

立案する臨床試験の被験者にお

けるメリット、デメリットを再
考する。 臨床試験の立案12

立案する臨床試験のプロトコー

ル全般において、文献調査を含
めた評価を行う。 発表スキル

研究室内セミナーもしくは関連

学会での研究成果発表を通し、

資料作成手技およびプレゼン
テーション能力を身につける。 研究成果報告

年度末研究成果発表会で研究成
果を報告する。 実習

実習への取り組み態度、研究成

果、年度末研究成果発表会の内
容を総合的に評価する。

医療情報科学特論、医療情報科

学特殊研究Ⅲ。 本科目で学ぶ知

識、手技は医療情報科学特殊研
究Ⅲを履修する上で必須であ

2017 762010 医療情報科学特殊研究Ⅱ

Advanced Reseach in Health Care

Information Science Ⅱ

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

医療情報科学特殊研究Ⅰで学ん
だ内容を十分に理解しておくこ

と。

医療情報科学特殊研究Ⅰで学んだ基本的な能力をもとに、医療
情報に基づいて、薬物治療を臨床薬理学的・薬剤疫学的に評価

する研究を自律的かつ先導的に立案する。

医療情報科学特殊研究Ⅰで身につけた能力を基に、薬物治療の
適正化を推進するため、その有効性・安全性・経済性の評価に

関する一般的な基礎理論と研究手法を実践的に応用し、当該研

究課題に対する研究計画を立案できる。また、身につけた医療
情報科学に関する論文情報を収集能力を駆使して、当該研究課

題に関する網羅的な文献検索を実施し、先行研究の評価・分析 医薬品情報データベース

医薬品情報データベースの特

徴、構造をふまえ網羅的な文献
検索を実施し、先行研究等のの

評価・分析を行う。

医薬品のベネフィット・リスク

バランス

医薬品のベネフィットとリスク
について具体的な実例において

評価を実践してみる。 医薬品の治療リスク管理

当該研究課題において、医薬品

のベネフィットとリスクのバラ

ンスを最適に保つための治療リ
スク管理について評価方法の開

発に取り組む。 副作用のタイプ

当該研究課題において、医薬品
副作用の分類方法について評価

検討を行う。 副作用のと因果関係評価

当該研究課題における個別症例

における医薬品と生じた副作用

との因果関係評価を行うことの
意義とその評価方法の構築に取

り組む。

安全性個別症例報告（症例報

告、論文）について

安全性情報のエビデンスレベル
を考慮して評価や分類に取り組

む。 安全性情報の収集

重篤な副作用の最小化のための
代表的なツール・方策に関する

情報収集を行う。 リスク最小化方策

リスク最小化の具体的な方策を

探索する。

薬剤疫学で用いられる研究デザ

イン

集積された安全性個別症例報告

を評価するための研究デザイン
やその関連領域での研究手法の

立案に取り組む。 薬剤疫学的評価方法

当該研究課題における最適な疫

学的評価指標を探索する。 実習・調査・演習

実習・調査への取り組み態度、
研究成果、年度末成果発表会の

内容を総合的に評価する。

医療情報科学特論、医療情報科

学特殊研究Ⅱ。本科目で学ぶ知
識は、医療情報科学特殊研究Ⅲ

を履修する上で必須である。

2017 762011 医療情報科学特殊研究Ⅱ

Advanced Reseach in Health Care

Information Science Ⅱ 大津　史子(OTSU　Fumiko)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

医療情報科学特殊研究Ⅰで学ん
だ内容を十分に理解しておくこ

と。

医療情報科学特殊研究Ⅰで学んだ基本的な能力をもとに、医療
情報に基づいて、薬物治療を臨床薬理学的・薬剤疫学的に評価

する研究を自律的かつ先導的に立案する。

医療情報科学特殊研究Ⅰで身につけた能力を基に、薬物治療の
適正化を推進するため、その有効性・安全性・経済性の評価に

関する一般的な基礎理論と研究手法を実践的に応用し、当該研

究課題に対する研究計画を立案できる。また、身につけた医療
情報科学に関する論文情報を収集能力を駆使して、当該研究課

題に関する網羅的な文献検索を実施し、先行研究の評価・分析 医薬品情報データベース

医薬品情報データベースの特

徴、構造をふまえ網羅的な文献
検索を実施し、先行研究等のの

評価・分析を行う。

医薬品のベネフィット・リスク

バランス

医薬品のベネフィットとリスク
について具体的な実例において

評価を実践してみる。 医薬品の治療リスク管理

当該研究課題において、医薬品

のベネフィットとリスクのバラ

ンスを最適に保つための治療リ
スク管理について評価方法の開

発に取り組む。 副作用のタイプ

当該研究課題において、医薬品
副作用の分類方法について評価

検討を行う。 副作用のと因果関係評価

当該研究課題における個別症例

における医薬品と生じた副作用

との因果関係評価を行うことの
意義とその評価方法の構築に取

り組む。

安全性個別症例報告（症例報

告、論文）について

安全性情報のエビデンスレベル
を考慮して評価や分類に取り組

む。 安全性情報の収集

重篤な副作用の最小化のための
代表的なツール・方策に関する

情報収集を行う。 リスク最小化方策

リスク最小化の具体的な方策を

探索する。

薬剤疫学で用いられる研究デザ

イン

集積された安全性個別症例報告

を評価するための研究デザイン
やその関連領域での研究手法の

立案に取り組む。 薬剤疫学的評価方法

当該研究課題における最適な疫

学的評価指標を探索する。 実習・調査・演習

実習・調査への取り組み態度、
研究成果、年度末成果発表会の

内容を総合的に評価する。

医療情報科学特論、医療情報科

学特殊研究Ⅱ。本科目で学ぶ知
識は、医療情報科学特殊研究Ⅲ

を履修する上で必須である。

2017 762012 医療情報科学特殊研究Ⅱ
Advanced Reseach in Health Care

Information Science Ⅱ 永松　正(NAGAMATSU　Tadashi)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

医薬品情報学特殊研究Ⅰの内容
を理解しておく。

メサンギウム細胞を用いて、コレステロール糖化凝集タンパク

質の分解過程を明らかにする。糖尿病性腎症の発症メカニズム
を明らかにして創薬につなげる。

マウスアルブミンの抽出精製ができる。マウスメサンギウム細
胞を作成できる。

マウスアルブミンの抽出精製
（１）

マウス血清アルブミンについて

の文献調査 アルブミン精製方法
の調査

マウスアルブミンの抽出精製
（２）

マウス血清から塩析法でアルブ

ミンを精製する。タンパク質量
の測定。

マウスアルブミンの抽出精製
（３）

塩析したマウスアルブミンの透

析、タンパク質量の測定、電気

泳動法、w estern blottingによる解
析

マウスアルブミンの抽出精製
（４）

アフィニティカラムクロマトに

よるマウスアルブミンの精製、

タンパク質量の定量、w estern

blottingによる解析
リコンビナントアルブミンの調
製（１）

マウスアルブミンの遺伝子の調
査、作製

リコンビナントアルブミンの調
製（２）

遺伝子導入のためのベクターの

調査、大腸菌や昆虫細胞への遺
伝子ベクターの挿入

リコンビナントアルブミンの調
製（３）

培養液からのリコンビナントア

ルブミンの回収・精製。リコン

ビナントアルブミンの純度、タ
ンパク質量の測定 凝集タンパク質の調製

プロトコールに従いAGE-コレス

テロール凝集マウスアルブミン
の調製・確認 凝集タンパク質での実験（１）

プロトコールに正常マウスに
AGE-コレステロール凝集マウス

アルブミンを静脈注射して糸球

体を単離後、糸球体でのサイト
カインの発現を調べる。 凝集タンパク質での実験（２）

AGE-コレステロール凝集マウス

アルブミンによるマウスメサン

ギウムでのmRNAの網羅的発現実
験（ジーンチップ） 凝集タンパク質での実験（３）

AGE-コレステロール凝集マウス

アルブミンによるマウスでの腎
障害の検討

AGE-コレステロール凝集マウス

アルブミンによるマウスメサン

ギウム細胞での薬理学的実験
（１） 阻害剤を用いた実験

AGE-コレステロール凝集マウス

アルブミンによるマウスメサン

ギウム細胞での薬理学的実験
（２） 細胞生物学的実験 研究成果の整理とまとめ 研究成果の学会等での発表

ディスカッション・セミナー・
プレゼンテーション

研究態度・研究成果・学会等の

質疑応答・セミナー内容などに

より評価する。 評価基準は、合
計で６０％以上とする。 特になし

2017 762013 病態解析科学特殊研究Ⅱ

Advanced Reseach in Molecular and

Cellular Pathogenesis Science Ⅱ

金田　典雄(KANEDA　Norio).村田

富保(MURATA　Tomiyasu)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

病態解析科学特論の内容と特殊

研究Iで習得した手技を正しく理

解しておくこと。

特殊研究IIでは特殊研究Iで習得した実験手技に加え、さらに高度

な実験手技の習得を目指す。学位論文のための研究テーマを絞

り込むため、いくつかのパイロット実験を行う。さらに関連す

る研究論文を収集し、批判的に読解する能力を養う。

より高度な遺伝子操作法、細胞培養法、タンパク質実験法など

の実験操作を的確に行なえること。いくつかのパイロット実験

を自ら計画、遂行し、得られた結果について正しい評価ができ

ること。 遺伝子操作実験法１ 各種発現ベクターの計画と作成 遺伝子操作実験法２ PCRによる部位特異的変異導入法 細胞培養実験法１

培養細胞への遺伝子導入と安定

形質転換株の単離 細胞培養実験法２

共焦点レーザー蛍光顕微鏡（倒

立型、正立型） 細胞培養実験法３

セルソーターによる発現細胞の

解析と分取 タンパク質実験法１

免疫沈降法による発現タンパク

質の解析 タンパク質実験法２

細胞抽出液の調製と各種酵素活

性の定量 タンパク質実験法３

抗リン酸化抗体によるウェスタ

ンブロット 個別基礎実験１

個別研究テーマによるパイロッ

ト実験 個別基礎実験２

個別研究テーマによるパイロッ

ト実験 個別基礎実験３

個別研究テーマによるパイロッ

ト実験 個別基礎実験４

個別研究テーマによるパイロッ

ト実験 個別基礎実験５

個別研究テーマによるパイロッ

ト実験 英文論文読解

PubMed等による関連論文の収集

と批判的読解 研究成果報告

研究成果のまとめと発表ならび

に質疑応答 実験・セミナー形式

実験に取り組む姿勢、態度、技
術の修得度、関連分野の勉学態

度とその内容、研究室セミナー

における実験結果の報告と討議

内容を総合的に評価する。

関連科目：病態解析科学特論、
病態解析科学特殊研究I 本科目で

学ぶ知識、実験手技は病態解析

科学特殊研究IIIを履修する上で必

須である。

2017 762014 病態解析科学特殊研究Ⅱ

Advanced Reseach in Molecular and

Cellular Pathogenesis Science Ⅱ 湯川　和典(YUKAWA　Kazunori)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

解剖学、生理学、生化学、分子
生物学、免疫学の内容を十分に

理解しておくこと。

病態解析科学特殊研究では、疾患の原因となる生体変化や疾病

に特有の生体変化の生理学的・生化学的・分子生物学的な評価
と診断・治療技術への応用に関する研究を行い、疾患の原因究

明と診断・治療法の開発に貢献することを研究目標とする。

研究課題について解明すべき研究内容の決定と研究手法を立案

できる。研究課題に関連する論文情報を科学的に評価できる。 研究課題における問題点の探索1

研究課題関連の情報を論文や学

会等で収集する。 研究課題における問題点の探索2

収集した情報を研究室内で紹介

し討議する。 研究課題における問題点の探索3

研究室内での討議を踏まえて、
意味のある仮説を立て研究テー

マを決定する。 研究計画の立案

研究テーマの目的を達成するた

めの研究計画を立案する。 研究計画の発表・討論

立案した研究計画を研究室内で

発表し討議する。 研究計画の決定

立案した研究計画についての討
議を踏まえて研究計画を決定す

る。 実験系の確立1

実験に使う系の有効性を確認す

る。 実験系の確立2

実験の際の対照、ネガティブ対

照、系の有効性確認のためのポ
ジティブ対照、感度の対照を考

慮し基礎実験を行う。 実験をデザインする1

実験の方法を決め、それをもと
に繰り返し実験の方法を決め

る。 実験をデザインする2

データを集めて分析し、実験の

解釈を行う。 構造生物学の実践1

研究計画に関連するタンパク質

のアミノ酸配列を得て、ドメイ
ン構成とファミリー分類の結果

を得る。 構造生物学の実践2

研究計画に関連するタンパク質
の細胞内局在化シグナルと局在

部位の相互的な予測を行う。 構造生物学の実践3

研究計画に関連するタンパク質

の立体構造情報を得る。 発表スキル

研究室内セミナーや関連学会で

の研究成果発表を通し、資料作
成手技とプレゼンテーション能

力の向上を図る。 研究成果報告

年度末研究成果発表会で研究成

果を報告する。 実験・実習

実験・実習への取り組み態度、
研究成果、年度末研究成果発表

会の内容を総合的に評価する。

病態解析科学特論、病態解析科

学特殊研究III。本科目で学ぶ知

識、実験手技は、病態解析科学
特殊研究IIIを履修するうえで必須

である。

2017 762015 病態解析科学特殊研究Ⅱ

Advanced Reseach in Molecular and

Cellular Pathogenesis Science Ⅱ

山田　修平(YAMADA Shuhei).豊田

行康(TOYODA　Yukiyasu)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

分析化学、生化学、分子生物学

等で学んだ内容を十分理解して

おくこと。また、得られた実験
結果について、よく考察するこ

と。

研究課題について科学的かつ理論的に研究を推進するための考

え方を学ぶとともに、解明すべき研究内容を具体的に定め、そ

のために必要な研究手法を立案する。また、病態解析科学に関
して収集した論文情報を科学的かつ理論的に評価できる能力を

習得する。 細胞、さらには生体の機能発現において、タンパク

質のみならず糖鎖の働きが不可欠であることが明らかになって
きている。糖鎖は、タンパク質、核酸に次いで、第３の生命鎖

として注目されており、糖鎖の合成•分解の不全が、様々な疾患

の原因となることが知られている。また、栄養素としても糖質
は重要であり、糖尿病を代表とする糖質代謝に関連する疾患も

多い。本研究では、病態解析科学特殊研究Iに引き続き、様々な

細胞培養実験等を通して、実験技術、実験計画の立て方などを
習得し、実験の基礎を身につける。そして、糖および関連酵素

の生体内における役割や働きについての応用研究を立案、開始

する。病態解析科学特殊研究Iに引き続き、関連文献を検索し、
研究成果をまとめる能力を修得する。 なお、連携・関連医療施

設にて臨床研修を実践しながら研究を実施することがある。

病態解析科学に関する一般的な基礎理論と実験手法を習得す
る。また、病態解析科学に関する論文情報を収集する技術を身

につける。 細胞生物学基礎実験１ 細胞培養の基礎 細胞生物学基礎実験２ 免疫染色などによる解析 細胞生物学基礎実験３

細胞の増殖能•移動能•浸潤能など

の評価 応用実験１

糖代謝および糖質関連疾患の病
態解明と治療法の開発を目指す

実験１ 応用実験２

糖代謝および糖質関連疾患の病
態解明と治療法の開発を目指す

実験２ 応用実験３

糖代謝および糖質関連疾患の病
態解明と治療法の開発を目指す

実験３ 応用実験４

糖代謝および糖質関連疾患の病
態解明と治療法の開発を目指す

実験４ 応用実験５

糖代謝および糖質関連疾患の病
態解明と治療法の開発を目指す

実験５ 応用実験６

糖代謝および糖質関連疾患の病
態解明と治療法の開発を目指す

実験６ 応用実験７

糖代謝および糖質関連疾患の病
態解明と治療法の開発を目指す

実験７ 応用実験８

糖代謝および糖質関連疾患の病
態解明と治療法の開発を目指す

実験８ 応用実験９

糖代謝および糖質関連疾患の病
態解明と治療法の開発を目指す

実験９ 応用実験１０

糖代謝および糖質関連疾患の病
態解明と治療法の開発を目指す

実験１０ 結果のまとめ１ プレゼンテーション資料作成 結果のまとめ２ 研究成果報告 実験•セミナー形式

実験への取り組み姿勢、実験技
術の理解•習得度、実験結果の解

析能力、関連分野の知識の習熟

度、成果のまとめ方、プレゼン
テーションの仕方を総合的に評

価する。

関連科目：病態解析科学特論、

病態解析科学特殊研究I。本科目

で学ぶ知識、実験手技は病態解
析科学特殊研究IIIを履修する上で

必須である。

2017 762016 病態解析科学特殊研究Ⅱ

Advanced Reseach in Molecular and

Cellular Pathogenesis Science Ⅱ 早川　伸樹(HAYAKAWA Nobuki)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

解剖学、生理学、生化学、分子

生物学、免疫学に基づいた内科
学の内容を十分に理解しておく

こと。

疾患の原因となる生体変化や疾患に特有の生体変化を生理学

的、生化学的、分子生物学的に的確に評価する。診断・治療技
術への応用に関する研究を行い、疾患の原因究明と診断・治療

法の開発に貢献することを研究目標とする。

担当患者のカルテ、インタビューなどから患者の情報を抽出し

て、その疾患における生体変化を把握できる。個々の患者にお
ける薬物療法の適正使用について評価し、処方提案を加えるこ

とができる。 臨床医学研究1

2型糖尿病について個々の症例を

担当し、その病態を理解する。

また薬物療法における適正使用
について評価して処方提案を加

える。 臨床医学研究2

1型糖尿病について個々の症例を

担当し、その病態を理解する。

また薬物療法における適正使用
について評価して処方提案を加

える。 臨床医学研究3

高尿酸血症について個々の症例

を担当し、その病態を理解す

る。また薬物療法における適正
使用について評価して処方提案

を加える。 臨床医学研究4

副甲状腺機能亢進症について

個々の症例を担当し、その病態

を理解する。また薬物療法にお
ける適正使用について評価して

処方提案を加える。 臨床医学研究5

副甲状腺機能低下症について

個々の症例を担当し、その病態

を理解する。また薬物療法にお
ける適正使用について評価して

処方提案を加える。 医療薬学研究1

「臨床医学研究」における1型糖

尿病症例に対する治療薬に分子
生物学的な機序の解明を加え

る。 医療薬学研究2

「臨床医学研究」における甲状

腺機能低下症症例に対する治療
薬に分子生物学的な機序の解明

を加える。 臨床調査研究1

「臨床医学研究」および「医療

薬学研究」と共に1型糖尿病にお

ける臨床調査（薬剤の適正使用

に関する調査研究、服薬アドヒ
アランスに関する調査研究な

ど）を共同で実施する。 臨床調査研究2

「臨床医学研究」および「医療

薬学研究」と共に甲状腺機能低

下症における臨床調査（薬剤の

適正使用に関する調査研究、服
薬アドヒアランスに関する調査

研究など）を共同で実施する。 担当患者に関する症例検討会1

1型糖尿病について症例検討会を
開催し、問題点を抽出して病態

の理解を深める。 担当患者に関する症例検討会2

甲状腺機能低下症について症例
検討会を開催し、問題点を抽出

して病態の理解を深める。 文献検索1

1型糖尿病の病態および治療に係

る知見を深める。 文献検索2

甲状腺機能低下症の病態および

治療に係る知見を深める。 発表スキル

セミナーおよび関連学会での発

表を通し、資料作成能力および
プレゼンテーション能力を高め

る。 研究成果報告

研究成果のまとめを発表し、質

疑応答を加える。 実地研修、オムニバス講義

研修態度、レポートおよび研修
内容の理解度より総合的に評価

する。

2017 762017 薬物治療科学特殊研究Ⅱ

Advanced Reseach in

Pharmacotherapeutic Science Ⅱ 能勢　充彦(NOSE　Mitsuhiko)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

薬用植物学、生薬学、天然物化
学、漢方医学（伝統医学）、食

品機能化学などへの一般的な理
解と、それらに纏わる諸問題を

科学的に解析し、評価するため

の目的意識をもつこと。

疾患の予防や治療のために、漢方医学をはじめとする伝統医
学、さらには民間療法などの有用性を科学的に解析・評価し、

セルフメディケーションならびに新たな治療法として提案する
ことを目的に研究活動を行う。 「歴史の伝承」を背負い、「創

薬や育薬の先端」を受け持つ学問分野から、国民の健康の維

持・増進に寄与することを目的とする。

薬物治療科学特殊研究Ｉでは、伝統医薬品などの有用性評価や
その解析に関する一般的な基礎理論を習得し、問題抽出能力を

養うことを第一の到達目標とする。そのためには、文献や
フィールド調査など、問題抽出のために必要な情報収集力を養

い、それぞれの問題を解決するための手法の効果的な選択など

への組み立てに関し、論理的な思考を身につけるようにする。

現代医療におけるアンメット・

ニーズの調査と解析 （その３）

現在の医療現場において、未だ
解決されていない課題（アン

メット・メディカル・ニーズ）
が存在する。それらの課題につ

いて文献などを通じて理解す

る。

現代医療におけるアンメット・

ニーズの調査と解析 （その４）

現在の医療現場において、未だ
解決されていない課題（アン

メット・メディカル・ニーズ）
が存在する。それらの課題につ

いて文献などを通じて理解す

る。

伝統医学の理論的背景やその薬

物療法の理解 （その３）

漢方医学など、世界の伝統医学

の理論的背景や薬物療法につい
ての基礎的な理解を文献調査や

フィールドワークを通じて深め

る。

伝統医学の理論的背景やその薬

物療法の理解 （その４）

漢方医学など、世界の伝統医学

の理論的背景や薬物療法につい
ての基礎的な理解を文献調査や

フィールドワークを通じて深め

る。

民間療法や食品（含機能性食
品）の背景やその効能効果ある

いは機能についての理解（その

３）

民間療法に用いられる素材や一

般食品・健康食品（含機能性食
品）の使用法や開発の経緯につ

いて、文献調査やフィールド

ワークを通じて理解する。

民間療法や食品（含機能性食
品）の背景やその効能効果ある

いは機能についての理解（その

４）

民間療法に用いられる素材や一

般食品・健康食品（含機能性食
品）の使用法や開発の経緯につ

いて、文献調査やフィールド

ワークを通じて理解する。

伝統医薬品や民間療法などの化

学的分析法 （その３）

伝統医薬品や民間療法の素材な

どについての化学的性状の分析
ならびにそれらの品質管理に関

する考え方や基礎的技術を身に

つける。

伝統医薬品や民間療法などの化

学的分析法 （その４）

伝統医薬品や民間療法の素材な

どについての化学的性状の分析
ならびにそれらの品質管理に関

する考え方や基礎的技術を身に

つける。

伝統医薬品や民間療法などの薬

理学的解析法 （その２）

伝統医薬品や民間療法の使用法

についての薬理学的基盤を整備
するため、伝承に基づいた効果

効能の実験科学的な基礎的技術

を身につける。

伝統医薬品や民間療法などの薬

理学的解析法 （その３）

伝統医薬品や民間療法の使用法

についての薬理学的基盤を整備
するため、伝承に基づいた効果

効能の実験科学的な基礎的技術

を身につける。

伝統医薬品や民間療法などの作

用機序解析法 （その４）

伝統医薬品や民間療法の薬理学
的基盤をより明確にするため、

薬物動態学・製剤学・薬剤学的

な基礎的技術を身につける。

伝統医薬品や民間療法などの作

用機序解析法 （その５）

伝統医薬品や民間療法の薬理学
的基盤をより明確にするため、

薬物動態学・製剤学・薬剤学的

な基礎的技術を身につける。

伝統医薬品や民間療法などの適

正使用を目的としたレギュラト

リーサイエンス（その２）

伝統医薬品や民間療法の適正使

用法の確立を目的とした、統合
的な体系化を目指す方法論を開

発するための基礎を身につけ

る。 発表スキル

研究室内セミナーもしくは関連
学会での研究成果発表を通し、

資料作成手法およびプレゼン

テーション能力を身につける。 研究成果報告

年度末研究成果発表会で研究成

果を報告する。 調査・実験・実習・セミナー

調査・実験・実習・セミナーへ
の取り組み態度、研究成果、年

度末研究成果発表会の内容を総

合的に評価する。

調査・実験・実習・セミナーへ
の取り組み態度、研究成果、年

度末研究成果発表会の内容を総

合的に評価する。

2017 762018 薬物治療科学特殊研究Ⅱ

Advanced Reseach in

Pharmacotherapeutic Science Ⅱ 小島　良二(KOJIMA　Ryoji)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

臨床現場における医薬品などの
薬効の評価・解析に関する基礎

理論と解析手法および医薬品な

どの細胞応答機能に関する基礎
理論と実験手法に関わる用語の

理解や実際の特殊研究の遂行の

ため、準備学習として、これら
に関する適切な論文情報の収集

に努めてほしい。

薬物治療科学特殊研究Ⅱでは、医薬品や伝統薬の治療上の有効

性・安全性を疫学的・科学的に評価・再評価し、その適用拡大

と副作用の抑制を探ることにより「育薬」に貢献する。そこ
で、分子・細胞レベルから個体レベルまで幅広く評価できる技

術と研究能力、あるいは医療現場での実学レベルにおいて薬物

治療上の有効性や安全性を科学的に検証することができる技術
と研究能力を養い、自律的かつ先導的に研究を遂行できる能力

を身につける。

医薬品などの薬物療法や分子・細胞薬理学的応答機能を科学的

に評価・解析するために、適切な論文情報を収集し、論文を批

判的かつ理論的に評価できるようにする。また、収集した論文
情報を基に研究内容を具体的に立案し、遂行できるようにす

る。

刺激に対する哺乳類細胞の分子

応答 (1)

浸透圧ストレスにおける有機浸

透圧性物質の機能について

刺激に対する哺乳類細胞の分子

応答 (2)

熱ストレスにおける分子シャペ

ロン群の機能について

刺激に対する哺乳類細胞の分子

応答 (3)

血清・増殖因子に対する細胞内

応答機構について

刺激に対する哺乳類細胞の分子

応答 (4)

栄養・飢餓におけるAkt―mTOR経

路の機能について

刺激に対する哺乳類細胞の分子

応答 (5)

細胞内変性タンパク質に対する
ubiquitin―proteasome経路の機能に

ついて

刺激に対する哺乳類細胞の分子

応答 (6)

胞内変性タンパク質に対する
autophagy―lysosome 経路の機能

について

高ホモシステイン血症治療薬、
べタインに対する哺乳類細胞の

分子応答

ベタインの有機浸透圧性物質と

しての機能について

抗潰瘍薬、ゲラニ―ルゲラニ―ル
アセトン(GGA)に対する哺乳類細

胞の分子応答

GGAによる分子シャペロンの発

現調節について

プロテアソーム阻害薬、ボルテ
ゾ二ブ/MG132に対する哺乳類細

胞の分子応答

ubiquitin―proteasome経路阻害につ

いて

抗マラリア薬、クロロキンに対

する哺乳類細胞の分子応答

autophagy―lysosome融合阻害に

ついて

アミノ酸に対する哺乳類細胞の

分子応答

特定アミノ酸によるmTOR活性化

について 刺激―細胞応答生物モデルの確立

特定の刺激(医薬品/ストレス)に対
する特定の細胞応答の関係を立

案する。

刺激―細胞応答の分子・細胞生物

学的解析法

　12. で立案した特定刺激に対す

る細胞応答に関して、「特殊研

究I」の知識・技術を基に、分
子・細胞生物学的解析法を考案

する。 刺激―細胞応答の分子機構の解析

13. で考案した分子・細胞生物学
的解析法を用いて研究を遂行す

る。 刺激―細胞応答の分子機構の考察

14. で得られた結果に基づき、刺
激―細胞応答の分子機構を考察す

る。

　臨床現場における医薬品など

の薬効を科学的に評価・解析す
るために、適切な論文情報を収

集し、論文を批判的かつ理論的
に評価できるように指導する。

また、収集した論文情報を基に
研究内容を具体的に立案し、遂

行できるように研究指導を行

う。また、医薬品などの分子・
細胞薬理学的応答機能に関する

論文情報を批判的かつ理論的に

評価できるように指導補助を行
い、論文情報に基づき研究内容

を具体的に立案し、遂行できる

学会での研究発表並びに論文発

表にて評価する。

2017 762019 薬物治療科学特殊研究Ⅱ

Advanced Reseach in

Pharmacotherapeutic Science Ⅱ 野田　幸裕(NODA　Yukihiro)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

この分野では、薬物と生体の相

互作用を細胞レベルから個体レ

ベルまで幅広く評価する研究領

域、医薬品の薬理作用を分子レ
ベルから個体レベルで再評価す

る研究領域、医療現場での実学

レベルでの薬物療法を検証する
研究領域などから構成していま

す。そのため、薬理学・薬物治
療学および臨床病態学などが学

問の基盤となります。

医薬品やその関連薬物の治療上の有効性・安全性を疫学的・科
学的に評価・再評価し、その適用拡大と副作用の抑制を探るこ

とにより「育薬」に貢献するための研究を実施する。そのため

には、分子・細胞レベルから個体レベルまで幅広く評価できる
技術と研究能力、あるいは医療現場での実学レベルにおいて薬

物治療上の有効性や安全性を科学的に検証することができる技
術と研究能力を養い、自律的かつ先導的に研究を遂行できる能

力を身につける。

研究課題について科学的かつ論理的に研究を推進するための考
え方を学ぶとともに、解明すべき研究内容を具体的に定め、そ

のために必要な研究を立案・遂行する。また、医薬品やその関
連薬物の薬効の評価や解析に関して収集した論文情報を批判的

かつ理論的に評価できる能力を習得する。

研究課題に関連したアンメッ

ト・メディカル・ ニーズ調査

未だ有効な治療方法がない・治
療薬による副作用が看過できな

い疾患に対する医療ニーズにつ
いて文献調査、学会等を通じて

理解する。 薬理作用の評価（1）

生体における医薬品やその関連

薬物の薬理作用を評価する。 薬理作用の評価（2）

生体における医薬品やその関連

薬物の副作用を評価する。 薬理作用の評価（3）

医療現場での医薬品やその関連
薬物の薬物療法の効果に関する

評価を実践する。 薬理作用の評価（4）

医療現場での医薬品やその関連
薬物の薬物療法の副作用に関す

る評価を実践する。 薬理作用の評価（5）

医薬品やその関連薬物の薬効・

薬理作用を再評価する。 薬理作用の評価（6）

医薬品やその関連薬物の薬効・
薬理作用を再評価し、適用拡大

できるかどうか判断する。 実験動物実験（1）

薬物の治療上の有効性・安全性
を患者背景に基づいて解析・評

価し、実験動物で評価する。 実験動物実験（2）

生命システムとしての細胞を用

いた実験系にて、医薬品やその
関連薬物の生理作用を評価す

る。 実験動物実験（3）

細胞再生機能の観点から薬物の
適用拡大や副作用を抑制する方

法を用いて評価する。 統計解析（1）

得られたデーターを統計処理す

る。 統計解析（2）

得られたデーターを描写する方
法などの技術を用いて図表にす

る。 プレゼンテーション（1）

定期的に開催される部門内セミ

ナーの発表を通じて、プレゼン
テーション技術、その資料作成

技術を習得する。 プレゼンテーション（2）

関連学会での研究成果の発表を

通じて、プレゼンテーション技
術、その資料作成技術を習得す

る。 研究成果報告

年度末に開催される研究成果発
表会など、学内・学外に成果を

報告する。

薬物の効果や副作用の評価や解

析に関する実験手法を確認しな

がら指導する。また、それらに
関する論文情報を収集する技術

の指導をする。セミナーでの

データー発表、文献紹介などを
通じて進捗状況や文献収集の技

術、プレゼンテーション技術を
確認し、必要に応じて解説など

を加えながら指導する。

定期的なデーターセミナー、年
度末研究成果発表会などを通じ

て総合的に評価する。

薬物治療科学特論、病態解析科

学、医療情報科学など

2017 762020 薬物治療科学特殊研究Ⅱ
Advanced Reseach in

Pharmacotherapeutic Science Ⅱ 脇田　康志(WAKIDA Yasushi)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

薬物治療科学特殊研究Ⅰで学ん

だ知識を整理し、充分に理解し
ておくこと。 講義内容を、自身

の研究に活かすための復習をし
ておくこと。 

薬物治療学特殊研究Ⅰで学んだ知識を応用し、臨床研究のプロ

トコール作成、データ収集方法並びに解析方法を学ぶことを目
的とする。 

臨床研究のプロトコールを作成し、倫理委員会およびYUMIN研究

登録も意義を理解しデータ管理、解析ができる。 臨床で学んだ
ことを、研究へと発展させる具体的な取り組みとなる。  臨床医学・薬学研究1 

循環器疾患患者を担当しつつ、

薬物治療に関する研究プロト
コール作成法を学ぶ（1）。 到達

目標：臨床研究のプロトコール
を作成できる。  臨床医学・薬学研究2

循環器疾患患者を担当しつつ、

薬物治療に関する研究プロト

コール作成法を学ぶ（2）。 到達
目標：循環器疾患の薬物治療に

関するプロトコールを作成でき
る。  臨床医学・薬学研究3

倫理委員会の意義について学

び、実践として自分が作成した

プロトコールを提出したうえで

プロトコールの正しい作成法を
学ぶ。 到達目標：倫理委員会に

対する対処法を学び、研究の倫
理性を検討できる。  臨床医学・薬学研究4 

プロトコールを登録する意義に
ついて学ぶ。またデータ収集法

について学ぶ。 到達目標：臨床
研究登録ができる。  臨床医学・薬学研究5

臨床データの統計解析法につい
て学ぶ（1）。 到達目標：臨床

データの統計解析法を選択でき
る。  臨床医学・薬学研究6

臨床データの統計解析法につい

て学ぶ（2）。 到達目標：臨床
データの統計解析ができる。  研究成果発表報告（1） 

得られたデータの中間解析結果

についてプレゼンテーションを
行い、質疑応答を行う。 到達目

標：研究内容をまとめプレゼン
テーションができる。 学会・研究会研修（1） 

関連する研究が発表される学
会・研究会に参加し、質疑応答

を行う。 到達目標：学会で発表
ができる。  学会・研究会研修（2） 

関連する研究が発表される学
会・研究会に参加し、質疑応答

を行う。 到達目標：学会で質疑
応答ができる。  研修結果報告 

参加した学会・研究会で学んだ
ことをまとめ、発表する。 到達

目標：学んだことを人に伝える
ことができる。 循環器疾患治療の最前線 

講義形式で最新の治療法に関す
る知識を広める。 到達目標：最

新の循環器疾患に対する考え方
を述べることができる。  文献調査1 

自分の研究テーマに関連した重
要な文献を検索し知見を広める

（1）。 到達目標：必要な文献を
効率よく検索できる。  文献調査2 

自分の研究テーマに関連した重
要な文献を検索し知見を広める

（2）。 到達目標：必要な文献を
効率よく検索できる。  文献調査3

特に重要と思われる文献2～3編

に関してプレゼンテーションを
行う。 到達目標：収集した文献

を効率よく吟味でき、発表する
ことができる。  研究成果発表報告（2） 

本年度に行った研究成果を発表
し、質疑応答を行う。 到達目

標：自身が行った研究を批判的
に考察できる。 

臨床研究のプロトコール作成方
法や倫理委員会提出書類の作

成、統計解析方法など具体的な

作法に関して、実践を通して解

説しながら指導する。また、一
部講義形式で最新の知識をあた

える。文献検索方法の具体的な
手法、発表方法など解説をしな

主に発表・プレゼンテーション

の結果から評価する。また、作
成されたプロトコール、倫理委

員会書類なども評価の対象とす
る。 

薬物治療科学特殊研究Ⅰを終了
していること。 

2017 762021 薬物動態科学特殊研究Ⅱ

Advanced Reseach in

Pharmacokinetics and Drug Delivery

Science Ⅱ 岡本　浩一(OKAMOTO　Hirokazu)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

準備学習：実験目的に沿って実

験計画を提案すること。関連論
文を自主的に収集すること。 事

後学習：実験結果を理論的に考

察し、次の実験計画立案につな
げること。論文から得られた情

報を実験計画立案に生かすこ

研究課題について科学的かつ理論的に研究を推進するための考

え方を学ぶとともに、解明すべき研究内容を具体的に定め、そ

のために必要な研究を立案・遂行する。また、薬物の体内動態
解析および製剤設計に関して収集した論文情報を科学的かつ理

論的に評価できる能力を習得する。

教員の指導の下，実験計画を立案し、遂行できる。教員の指導
の下、実験結果を解析・考察できる。論文の内容をまとめ、自

分の実験結果と比較検討できる。 吸入療法

吸入療法について文献調査し、
現在の吸入療法の問題点を抽出

する。 遺伝子治療

遺伝子治療について文献調査
し、現在の遺伝子治療の問題点

を抽出する。 微粒子調製技術

微粒子調製技術について文献調
査し、現在の微粒子調製法の問

題点を抽出する。 研究計画立案

研究テーマに従い、適切な研究
計画を立案し、プロトコールを

作成する。 遺伝子体内動態実験法

ＩＶＩＳを用いた遺伝子の体内
発現および動態の追跡を習得す

る。 遺伝子微粒子調製１

噴霧急速凍結乾燥法その他の適
切な手法で遺伝子微粒子を調製

する。 遺伝子発現実験１

小動物に遺伝子微粒子を投与
し、ＩＶＩＳを用て遺伝子の体

内発現および動態を追跡する。 遺伝子発現実験２

培養細胞を用いて遺伝子発現を

評価する。 遺伝子微粒子調製２

発現実験結果に基づき、遺伝子

微粒子の組成を改良する。 微粒子製剤物性測定

カスケードインパクタ法、ツイ

ンインピンジャ法、粉末X線回折

法、DSC法、電子顕微鏡法などで
微粒子製剤の基礎物性を評価す

る。 遺伝子微粒子調製３

基礎物性評価結果に基づき、遺

伝子微粒子の組成を改良する。 遺伝子発現実験２

改良された製剤の遺伝子発現能

を評価する。 発表スキル１

投稿論文を作成するために必要
な報告書作成法、図表の作成法

を身につける。 発表スキル２

研究室内セミナーもしくは関連

学会での研究成果発表を通し、
資料作成手技およびプレゼン

テーション能力をのばす。 研究成果報告

年度末研究成果発表会で研究成

果を報告する。 実験・実習

実験・実習への取り組み態度、
研究成果、年度末研究成果発表

会の内容を総合的に評価する。

薬物動態科学特論、薬物動態科

学特殊研究Ⅲ。本科目で学ぶ知
識、実験手技は、薬物動態科学

特殊研究Ⅲを履修する上で必須

である。薬物動態科学特殊研究
Ⅰを履修し単位を取得している

こと。

2017 762022 薬物動態科学特殊研究Ⅱ

Advanced Reseach in

Pharmacokinetics and Drug Delivery

Science Ⅱ
原　脩(HARA　Osamu).坂井　健
男(SAKAI　Takeo)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

薬物や化学物質の生体内変化を

有機化学をベースに理解出来る
よう準備する。また機器分析

データの解釈の基礎も確認をし
ておくこと。

物質の化学変化を有機化学的にとらえ、これに基づき、生体反

応を制御する方法や理論を身につけると同時に、有機化学的な
実験操作や分光学的測定法を習得する。

機能性分子合成にかかわる研究テーマの設定とその重要性、新

規性、妥当性を検討するとともに、研究テーマに関する実験技
術の習得に努める。 研究テーマに関する文献調査1

予備実験からのデータより研究
テーマの設定とそのテーマの重

要性や新規性などを文献より、
客観的に再評価する。 研究テーマに関する文献調査2

予備実験からのデータを踏まえ

研究テーマの実験計画を文献情
報をもとに確認する。 研究テーマに関する文献調査3

予備実験からのデータを踏まえ

研究テーマの設定と計画につい
て文献情報をもとに精査する。 文献セミナー１

関連する機能性分子分野に焦点

を絞り、関連する文献をまとめ
セミナーを行う。 研究テーマに関する実験1

予備実験からのデータを踏まえ

研究テーマの妥当性を判断する
ための実験を行う。 研究テーマに関する実験2

予備実験からのデータを踏まえ

研究テーマの妥当性を判断する
ための実験を行う。。 研究テーマに関する実験3

予備実験からのデータを踏まえ

研究テーマの妥当性を判断する
ための実験を行う。 実験報告1

実験の結果のまとめを行い、研

究テーマ達成に向けての妥当性
を検証する。 文献調査

実験報告1までの研究内容を踏ま

え文献情報による研究テーマの
精査を進める｡ 研究テーマに関する実験4

実験報告後の研究テーマの精査

を受け、実験上の問題点の解決
を図る。 研究テーマに関する実験5

実験報告後の研究テーマの精査

を受け、実験上の問題点の解決
を図る。 研究テーマに関する実験6

実験報告後の研究テーマの精査

を受け、実験上の問題点の解決
を図る。 文献セミナー2

関連する機能性分子分野に焦点

を絞り、関連する文献をまとめ
セミナーを行う。 実験報告2

実験の結果のまとめを行い、研

究テーマ達成に向けての妥当性
を検証する。 研究成果報告

年度末研究成果発表会で、進捗
状況を報告する。 実験及びセミナー

実験の取り組み状況：40％ セミ

ナー等での発表や質疑等の積極
性など：30％ 研究成果：30％ 特になし

2017 762023 薬物動態科学特殊研究Ⅱ

Advanced Reseach in

Pharmacokinetics and Drug Delivery

Science Ⅱ 灘井　雅行(NADAI　Masayuki)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

薬物動態学、分子生物学、臨床

医学についての広範囲な知識を
習得しておくこと。

薬物動態解析に関連する研究テーマや実験計画の設定およびそ

の妥当性を、予備検討を実施することで評価する方法を身につ
ける。また、データ解析に必要な統計学的処理法を習得する。

薬物動態解析に関わる研究テーマの設定とその重要性、妥当性
を自ら考察できるように指導する。また、研究テーマに関する

予備実験を行い、その結果から実験計画を再考する能力の習得
に努める。 統計学的処理法（１）

薬物動態解析に用いる統計学的
処理法について文献調査する。 統計学的処理法（２）

薬物動態科学特殊研究Ⅰで習得

した実験方法で得られる結果に
ついて統計学的な解析を行い、

妥当な統計学的処理法について
考察する。

研究テーマに関する文献調査
（１）

文献情報をもとに、研究テーマ
の設定、実験計画、実験手技、

実験結果解析法などを検討、修
正する。

研究テーマに関する予備実験
（１）

研究テーマの妥当性を判断する
ための予備実験を行う。

研究テーマに関する予備実験
（２）

研究テーマの妥当性を判断する
ための予備実験を行う。

研究テーマに関する予備実験
（３）

研究テーマの妥当性を判断する
ための予備実験を行う。

研究テーマに関する予備実験
（４）

研究テーマの妥当性を判断する
ための予備実験を行う。 実験報告（１）

予備実験結果をまとめ、研究

テーマおよび実験計画の妥当性
について考察する。

研究テーマに関する文献調査
（２）

実験報告（１）をふまえ、研究

テーマおよび実験計画の修正に
必要な文献調査を行う。 研究テーマに関する実験（１）

予備実験結果をふまえて、実際
に実験計画を遂行する。 研究テーマに関する実験（２） 実際に実験計画を遂行する。 研究テーマに関する実験（３）

実験結果をまとめ、解析、考察
する。 実験報告（２）

実験結果についてセミナーを行

い、実験結果について評価す
る。 文献セミナー

関連する薬物動態分野の最新の

文献をまとめてセミナーを行
う。 研究成果報告

年度末研究成果発表会で研究成
果を報告する。 実験・実習

実験・実習への取り組み態度、

研究成果、年度末研究成果発表
会の内容を総合的に評価する。

薬物動態科学特論、薬物動態科

学特殊研究Ⅲ。本科目で学ぶ知
識，実験手技は、薬物動態科学

特殊研究Ⅲを履修する上で必須
である。

2017 762024 薬物動態科学特殊研究Ⅱ

Advanced Reseach in

Pharmacokinetics and Drug Delivery

Science Ⅱ 加藤　美紀(KATOH　Miki)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

薬物動態学、分子生物学、臨床

医学についての広範囲な知識を

習得しておくこと。

薬物動態解析に関連する研究テーマや実験計画の設定およびそ

の妥当性を、予備検討を実施することで評価する方法を身につ

ける。また、データ解析に必要な統計学的処理法を習得する。

薬物動態解析に関わる研究テーマの設定とその重要性、妥当性
を自ら考察できるように指導する。また、研究テーマに関する

予備実験を行い、その結果から実験計画を再考する能力の習得

に努める。 統計学的処理法（１）

薬物動態解析に用いる統計学的

処理法について文献調査する。 統計学的処理法（２）

薬物動態科学特殊研究Ⅰで習得

した実験方法で得られる結果に
ついて統計学的な解析を行い、

妥当な統計学的処理法について

考察する。 研究テーマに関する調査（１）

文献情報をもとに、研究テーマ
の設定、実験計画、実験手技、

実験結果解析法などを検討、修

正する。

研究テーマに関する予備実験

（１）

研究テーマの妥当性を判断する

ための予備実験を行う。

研究テーマに関する予備実験

（２）

研究テーマの妥当性を判断する

ための予備実験を行う。

研究テーマに関する予備実験

（３）

予備実験結果をまとめ、研究

テーマおよび実験計画の妥当性

について考察する。 実験報告（１）

予備実験結果についてセミナー

を行い、研究テーマおよび実験

計画の妥当性を評価する。

研究テーマに関する文献調査

（２）

実験報告（１）をふまえ、研究

テーマおよび実験計画の修正に

必要な文献調査を行う。

研究テーマに関する予備実験

（４）

研究テーマおよび実験計画の修

正に応じて、必要な実験手技を

習得する。

研究テーマに関する予備実験

（５）

研究テーマおよび実験計画の修

正に応じて、予備検討を行う。

研究テーマに関する予備実験

（６）

研究テーマおよび実験計画の修

正に応じて、予備検討を行う。

研究テーマに関する予備実験

（７）

予備実験結果をまとめ、修正し

た研究テーマおよび実験計画の

妥当性について考察する。 実験報告（２）

予備実験結果についてセミナー
を行い、修正した研究テーマお

よび実験計画の妥当性を評価す

る。 文献セミナー

関連する薬物動態分野の最新の

文献をまとめてセミナーを行

う。 研究成果報告

年度末研究成果発表会で研究成

果を報告する。 実験・実習

実験・実習への取り組み態度、

研究成果、年度末研究成果発表

会の内容を総合的に評価する。

薬物動態科学特論、薬物動態科

学特殊研究Ⅲ。本科目で学ぶ知
識，実験手技は、薬物動態科学

特殊研究Ⅲを履修する上で必須

である。

2017 762025 薬物動態科学特殊研究Ⅱ

Advanced Reseach in

Pharmacokinetics and Drug Delivery

Science Ⅱ 北垣　伸治(KITAGAKI Shinji)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

有機化学や天然物化学、構造解

析に関連する学部の科目群の復
習をしておくこと。

本研究は、DDS開発のアプローチの一つである薬物のプロドラッ
グ化を念頭に置いた医薬品の創製を目的とする。開発研究の第

二段階として、新たな触媒反応や合成手法の開発を行い，合成
ルートの効率化を図る。

より効率的な合成手法を開発するために文献調査し，実験計画
を立てる。小スケールでの反応の最適化ができる。 新たな合成ルートの考案１

より効率的な合成ルートを考案
すべく文献調査を行う。 新たな合成ルートの考案２

SciFinder等を利用して具体的な合
成法を調査する 予備実験

モデル実験により必要な実験手
技を修得する 実際の合成実験１

小スケールで反応の進行を確認

し所望の反応が進行する条件を
見出す 実際の合成実験２ 最適条件を見極める 報告書の作成

行った実験についてまとめた報

告書を作成し実験の妥当性を検
証する 文献セミナー

研究テーマに関連した文献につ
いて紹介する 新たな合成ルートの考案

より効率的な合成ルートを考案
すべく文献調査を行う。 予備実験

モデル実験により必要な実験手
技を修得する 実際の合成実験１

小スケールで反応の進行を確認
する 実際の合成実験２

所望の反応が進行する条件を見
出す 実際の合成実験３ 最適条件を見極める 報告書の作成

行った実験についてまとめた報

告書を作成し実験の妥当性を検
証する 発表スキル

研究室内セミナーもしくは関連
学会での研究成果発表を通し、

資料作成手技およびプレゼン
テーション能力を身につける 研究成果報告

年度末研究成果発表会で研究成
果を報告する。 実験•実習

実験•実習への取り組み態度、研

究成果、年度末研究成果発表会
の内容を総合的に評価する。

薬物動態科学特論、薬物動態科
学特殊研究III。本科目で学ぶ知

識、実験手技は、薬物動態科学
特殊研究IIIを履修する上で必須で

2017 762026 薬物治療科学特殊研究Ⅱ

Advanced Reseach in

Pharmacotherapeutic Science Ⅱ

平松　正行(HIRAMATSU

Masayuki).間宮　隆吉(MAMIYA

Takayoshi)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

特殊研究 I で学んだこと、また、

関連科目の知識を整理、復習し

ておくこと。

生体は外界からの情報に対し、神経系や免疫系を介して情報を

取込み、またこれらの系と内分泌系を外界の変化に適応させる
ため、生体内の情報ネットワークを巧妙に調節することによ

り、高次生命機能の発現やその制御・処理を行っている。薬物

治療科学特殊研究では、これらの基本原理を理解し、自然や社
会との関わりあいを通した生体機能制御について、モデル動物

などを用い、高次生命機能の発現とその制御・処理機構につい

て考究していく。今まで学んだ知識を活かし、個々の患者に
あった薬物治療を積極的に実践できるように、自ら学ぶ高い学

習意欲と基礎学力を身につけ、患者中心の医療を実践できる

「くすりの専門家」として貢献できる能力を身につける。

与えられた課題について、関連文献を調査・収集し、仮説、実
験計画をたて、仮説を検証するための実験を遂行できる。　ま

た、得られた結果を纏め、学会発表および、欧文専門雑誌に投

稿できる。 関連文献の調査・収集

先行研究の結果を調査し、情報

を整理できる。 検証のための仮説と実験計画

得られた情報から、仮説をた

て、検証するための実験計画を

立てることができる。 行動薬理学的試験（４）

カニュレーション手術を含む、

種々の薬物投与手法を用い、仮

説の検証実験を行える。 行動薬理学的試験（５）

学習・記憶機能に関連する行動

薬理学的手法を用い、仮説の検

証実験を行うことができる。 行動薬理学的試験（６）

その他の行動薬理学的手法を用

い、仮説の検証実験を行うこと

ができる。 生化学的試験（４）

脳内の神経伝達物質量の変動

を、高速液体クロマトグラフ法
により測定することにより、仮

説の検証実験を行うことができ

る。 生化学的試験（５）

脳内微量透析法を用い、仮説の

検証実験を行うことができる。 生化学的試験（６）

その他の生化学的手法を用い、

仮説の検証実験を行うことがで

きる。 分子生物学的試験（３）

核酸の抽出、および関連する遺
伝子発現量を リアルタイムRT-

PCR法などにより解析することが

できる。 分子生物学的試験（４）

関連タンパク質をウエスタンブ

ロット分析などにより解析する

ことができる。 組織化学的試験（３）

関連タンパク質を、免疫組織化

学的手法により解析することが

できる。 組織化学的試験（４）

その他の分子との相互作用を免

疫組織化学的手法により解析す

ることができる。

発表スライド作成、プレゼン

テーションスキルの習熟（２）

研究室内におけるセミナー等
で、進捗状況を逐次、中間発表

するとともに、関連学会で纏

まった研究成果を発表できる。

欧文学術雑誌への研究成果の投

稿

査読がある欧文学術雑誌に、纏

めた研究成果を学術論文として

投稿することができる。 研究論文発表

研究成果を専門学会にを発表

し、討論できる。

実験・演習を中心に、セミナー

でのデータ発表、文献紹介など
に対する指導、研究に関連する

情報収集、論文作成などの指導

を行う。

実験・演習への取り組み態度、

研究成果発表、学術論文への投
稿、博士論文とその発表（公聴

会）、主査・副査による最終諮

問を総合的に評価する。

薬理系、神経科学系、薬物治療
系の関連科目を取得し、応用可

能な充分な知識を有しているこ

と。

2017 762027 薬物動態科学特殊研究Ⅱ

Advanced Reseach in

Pharmacokinetics and Drug Delivery

Science Ⅱ 丹羽　敏幸(NIWA　Toshiyuki)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

「薬物動態科学特殊研究Ⅰ」の

知識と技能を身につけておくこ
と．

難溶性医薬品の溶解性改善，および放出制御製剤（徐放性，腸

溶性，苦味マスキング）や口腔内速崩壊錠（OD錠）といった付
加価値製剤の設計のための研究室独自の製剤化技術を習得す

る．また製薬産業にて実用化する上での障害を把握し，それを
解決するための技術改良や新規技術の構築を行う．

超低温ナノ粉砕法，湿式媒体粉砕法，噴霧乾燥法，噴霧急速凍

結乾燥法，乾式複合化法など最新の微粒子調製技術を習得す

る．また，粒子設計理論および得られた微粒子の粉体物性，結
晶特性，薬剤的特性（分散性，溶出性）について評価し，評価

結果に基づき，処方や製造条件の最適化を図り，これらの技術
を体系化する． 微粒子調製技術

微粒子，特にサブミクロン粒子

の設計技術について文献調査を
通して理解を深める． 超低温ナノ粉砕法

超低温ナノ粉砕法による微粒子
調製手技，並びにナノ粒子を物

理化学的・薬剤的観点から評価
する技能を身につける． 超低温ナノ粉砕法の技術改良

超低温ナノ粉砕法の実用化へ向

けた課題を抽出し，技術の改良
を図る． 湿式ナノ粉砕法

湿式ナノ粉砕法による微粒子調
製手技，並びにナノ粒子を物理

化学的・薬剤的観点から評価す
る技能を身につける． 湿式ナノ粉砕法の技術改良

湿式ナノ粉砕法の実用化へ向け

た課題を抽出し，技術の改良を
図る． 噴霧乾燥法（SD法）

噴霧乾燥法による微粒子調製手
技，並びにナノ粒子を物理化学

的・薬剤的観点から評価する技
能を身につける．

ナノ粉砕技術と噴霧乾燥技術の
融合

粉砕されたナノ粒子懸濁液を噴
霧乾燥法にて粉末化する． 噴霧急速凍結乾燥法（SFD法）

噴霧急速凍結乾燥法による微粒
子調製手技，並びにナノ粒子を

物理化学的・薬剤的観点から評
価する技能を身につける．

ナノ粉砕技術と噴霧乾燥技術の
融合

粉砕されたナノ粒子懸濁液を噴
霧凍結乾燥法にて粉末化する． 乾式複合化法

乾式複合化法による微粒子化工
手技，並びにナノ粒子を物理化

学的・薬剤的観点から評価する
技能を身につける．

ナノ粉砕技術と乾式複合化技術
の融合

上記各種方法にて得たナノ粒子
粉末を核粒子表面に被覆（複合

化）し，医薬品製剤化へ向けた
粒子設計を図る． 微粒子の薬剤的評価法

上記にて得られたナノ粒子粉体
の薬剤的特性を評価するための

新規な液中分散法，薬物溶出試
験法を構築する．

技術革新のための上方スパイラ
ル形成

微粒子設計とその評価を繰り返
し，設計技術の融合や改善，更

には革新的な製剤技術の構築へ
向け，更なる進化を図る． 投稿論文の執筆

専門学術誌への投稿を目指し，
研究成果のまとめを開始する． 研究成果報告

製剤分野での学会あるいはシン
ポジウムにて研究成果を発表す

る．加えて，年度末研究成果発
表会で研究成果を報告する． 実験・実習

実験・実習への取り組み態度，
研究成果，学会発表，年度末研

究成果発表の内容を総合的に評
価する．

薬物動態科学特論，薬物動態科

学特殊研究Ⅰ．本科目で学ぶ知
識と実験手技は，薬物動態科学

特殊研究Ⅲを履修する上で必須
である．

2017 762028 病態解析科学特殊研究Ⅱ

Advanced Reseach in Molecular and

Cellular Pathogenesis Science Ⅱ

小田　彰史(ODA Akifumi).栗本

英治(KURIMOTO　Eiji)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

病態解析科学特殊研究Ⅰの内容

をよく復習しておくこと。

病態解析科学特殊研究Ⅰに加え、計算化学に関する他の手法に

ついても習得する。研究テーマを自ら設定するために必要な予
備計算を行ったり、扱う系および手法に関する文献を収集した

りすることで、研究対象についての幅広い知見を得る。

様々な計算化学手法を習得することを目標とする。また、研究

テーマの設定に必要な知見を得るために必要な作業も行う。

タンパク質－リガンドドッキン

グ1

タンパク質－リガンド複合体構

造予測法の概説

タンパク質－リガンドドッキン

グ2

簡単な系を用いたチュートリア

ル

タンパク質－リガンドドッキン

グ3

得られた複合体構造を評価する

ためのスコアリング関数 量子化学計算1 量子化学計算手法の概説 量子化学計算2 一点計算および構造最適化 量子化学計算3 物性予測 Ligand-based drug design 1 Ligand-based drug designの概説 Ligand-based drug design 2

低分子化合物の構造の準備と配

座探索 Ligand-based drug design 3

配座重ね合わせおよびファーマ

コフォア抽出 Ligand-based drug design 4 定量的構造活性相関 個別研究

研究テーマ設定のための予備計

算 個別研究

研究テーマ設定のための予備計

算 個別研究

研究テーマ設定のための予備計

算 文献調査

研究テーマに関連した文献の調

査および読解 研究成果報告 研究成果発表および質疑応答 実験・セミナー形式

研究に取り組む態度および技術
の習熟度と、成果報告の内容か

ら評価する。

病態解析科学特論、病態解析科

学特殊研究Ⅰ、Ⅲ、Ⅳ。

2017 763003 環境衛生科学特殊研究Ⅲ
Advanced Reseach in Environmental

Hygiene Science Ⅲ 神野　透人(JINNO Hideto)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

環境衛生科学特論と環境衛生科
学特殊研究IおよびIIで習得した基

礎知識および実験手技を身につ
けていること。

環境中あるいは食品中の化学物質によるホメオスタシスの破綻

について、標的となる生体分子を同定し、発症に至る分子機構
を解明することを研究目標とする。環境衛生科学特殊研究IIIで

は、特殊研究IIで設定した研究テーマについて、立案した研究計
画を基に実験を遂行する。

設定した研究テーマについて研究計画を基に実験を遂行し、得
られた結果を解析して科学的かつ論理的に考察する。 文献セミナー

環境衛生科学特殊研究IIで設定し
た研究テーマに関連する最新の

文献をまとめてセミナーを行
う。 個別テーマに関する研究(I)

研究計画にしたがって個別の研
究テーマに関する実験を行う。 個別テーマに関する研究(II)

研究計画にしたがって個別の研
究テーマに関する実験を行う。 個別テーマに関する研究(III)

研究計画にしたがって個別の研
究テーマに関する実験を行う。 個別テーマに関する研究(IV)

研究計画にしたがって個別の研
究テーマに関する実験を行う。 個別テーマに関する研究(V)

研究計画にしたがって個別の研
究テーマに関する実験を行う。 実験セミナー(I)

研究の進捗をセミナーで報告

し、実験結果について評価す
る。 個別テーマに関する研究(VI)

研究計画にしたがって個別の研
究テーマに関する実験を行う。 個別テーマに関する研究(VII)

研究計画にしたがって個別の研
究テーマに関する実験を行う。 個別テーマに関する研究(VIII)

研究計画にしたがって個別の研
究テーマに関する実験を行う。 個別テーマに関する研究(IX)

研究計画にしたがって個別の研
究テーマに関する実験を行う。 個別テーマに関する研究(X)

研究計画にしたがって個別の研
究テーマに関する実験を行う。 実験セミナー(II)

研究の進捗をセミナーで報告

し、実験結果について評価す
る。 発表スキル

関連学会での研究成果発表およ

び実験セミナー、文献セミナー
を通して、資料作成手技および

プレゼンテーション能力を身に
つける。 研究成果報告

年度末研究成果発表会で研究成
果を報告する。 実験およびセミナー

実験およびセミナーへの取り組
み態度、研究の進捗状況、年度

末研究成果発表会および学会の
発表内容を総合的に評価する。

関連科目： 環境衛生科学特論、

環境衛生科学特殊研究I、IIおよび
IV。 本科目で学ぶ知識，実験手

技は環境衛生科学特殊研究IVを履
修する上で必須である。

2017 763004 環境衛生科学特殊研究Ⅲ

Advanced Reseach in Environmental

Hygiene Science Ⅲ

井藤　千裕(ITO　Chihiro).高谷

芳明(TAKAYA　Yoshiaki)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

医薬資源化学、有機化学、生化
学、構造解析学など、関連する

学部の科目群の復習をし、内容

を十分に理解しておくこと。

本研究は、自然環境からの新規シーズ分子の探索研究から分子

標的薬の創製を目的とする。新規シーズ分子の探索研究の第三
段階として、構築したファーマコフォア3次元モデルを用いた

ファーマコフォア検索および生物活性を有する天然資源由来の
生物活性シーズ分子のp38MAPK経路抑制活性試験に関する一般的

な基礎理論と実験手法を習得する。また、関連の論文情報を収

集する技術を身につける。

p38MAPK経路抑制活性試験ができる。 p38MAPK経路抑制活性と
化合物の構造との相間を解析できる。 活性試験の結果を基に

ファーマコフォア3次元モデルの構築ができる。 ファーマコフォ

ア3次元モデルを用いたファーマコフォア検索ができる。

統合計算化学ソフトMOEを用いた

ファーマコフォア3次元モデルの

構築3

構築したファーマコフォア3次元
モデルを用い、オリジナル天然

有機化合物データベースの

ファーマコフォア検索

統合計算化学ソフトMOEを用いた

ファーマコフォア3次元モデルの

構築4

ファーマコフォア検索により得
られたヒット化合物の活性試験

の結果を基にファーマコフォア3

次元モデルの検証

統合計算化学ソフトMOEを用いた

ファーマコフォア3次元モデルの

構築5

ファーマコフォア検索により得
られたヒット化合物の活性試験

の結果を基に精度の高いファー

マコフォア3次元モデルの再構築

天然資源由来の生物活性シーズ

分子のp38MAPK経路抑制活性1

天然資源由来の生物活性シーズ
分子のp38MAPK経路抑制活性につ

いて文献、書籍を通して理解を

深める。

天然資源由来の生物活性シーズ

分子のp38MAPK経路抑制活性2

天然資源由来の生物活性シーズ

分子のp38MAPK経路抑制活性試験

の基礎的技術を習得する。

天然資源由来の生物活性シーズ

分子のp38MAPK経路抑制活性評価

天然資源由来の構造活性相関を

検討する基礎的技術を習得す

る。

天然資源由来の生物活性シーズ

分子のp38MAPK経路抑制活性試

験・評価

天然資源から単離した各成分に
ついてp38MAPK経路抑制活性試験

を行い、構造活性相関を含めた

活性評価を行う。

統合計算化学ソフトMOEを用いた

ファーマコフォア3次元モデルの

構築1

統合計算化学ソフトMOEを用いた

ファーマコフォア3次元モデルの
構築について文献、書籍を通し

て理解を深め、基礎的技術を習

得する。

統合計算化学ソフトMOEを用いた

ファーマコフォア3次元モデルの

構築2

各種化合物のp38MAPK経路抑制活

性試験の結果を基に、統合計算
化学ソフトMOEを用いたファーマ

コフォア3次元モデルの構築す

る。

統合計算化学ソフトMOEを用いた

ファーマコフォア3次元モデルの

構築3

構築したファーマコフォア3次元
モデルを用いたオリジナル天然

有機化合物データベースの

ファーマコフォア検索

統合計算化学ソフトMOEを用いた

ファーマコフォア3次元モデルの

構築4

ファーマコフォア検索により得
られたヒット化合物の活性試験

の結果を基にファーマコフォア3

次元モデルの検証

統合計算化学ソフトMOEを用いた

ファーマコフォア3次元モデルの

構築5

ファーマコフォア検索により得
られたヒット化合物の活性試験

の結果を基に精度の高いファー

マコフォア3次元モデルの再構築

統合計算化学ソフトMOEを用いた

ファーマコフォア3次元モデルの

構築6

再構築した精度の高いファーマ
コフォア3次元モデルを用いた既

存データベースのファーマコ

フォア検索 発表スキル

研究室内セミナーもしくは関連
学会での研究成果発表を通し、

資料作成手技およびプレゼン

テーション能力を身につける。 研究成果報告

年度末研究成果発表会で研究成

果を報告する。 実験•実習

実験•実習への取り組み態度、研

究成果、年度末研究成果発表会

の内容を総合的に評価する。

環境衛生科学特論、環境衛生科

学特殊研究Ⅳ。本科目で学ぶ知
識、実験手技は、環境衛生科学

特殊研究Ⅳを履修する上で必須

である。

2017 763005 環境衛生科学特殊研究Ⅲ

Advanced Reseach in Environmental

Hygiene Science Ⅲ 二改　俊章(NIKAI　Toshiaki)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

微生物学、免疫学、臨床微生物
学、タンパク質化学の内容を理

解する。真菌学及び生化学の内

容を十分に理解しておくこと。

病原細菌、病原真菌及び蛇毒の産生する毒素、酵素など生理活

性物質の産生性、病理及び動物実験等に関する実験手法を修得

する。また、論文情報の収集能力を身につける。

病原細菌、病原真菌の取り扱い、培養法、保存法の取り扱い技
術、微生物学または蛇毒より精製した生理活性物質の生物学的

性質、解析方法を修得する。また、それらの理論について文献

を通して理解する。

真菌由来生理活性物質の生物学

的性質（1）

熱安定性、pH安定性、各種阻害

剤による性質を調べる手法を身

につける。

真菌由来生理活性物質の生物学

的性質（2）

阻害形式の測定法を身につけ

る。

真菌由来生理活性物質の生物学

的性質（3）

高速液体クロマトグラフィーの

手法を身につける。

真菌由来生理活性物質の生物学

的性質（4）

結晶化の手法を身につける。そ

の1

真菌由来生理活性物質の生物学

的性質（5）

結晶化の手法を身につける。そ

の2

真菌由来生理活性物質の生物学

的性質（6）

結晶構造解析の手法を身につけ

る。その1

真菌由来生理活性物質の生物学

的性質（7）

結晶構造解析の手法を身につけ

る。その2

真菌由来生理活性物質の生物学

的性質（8）

結晶構造解析の手法を身につけ

る。その3

真菌由来生理活性物質の生物学

的性質（9）

真菌の感染実験の手法を身につ

ける。 真菌感染症の治療研究（1）

病態モデル動物の作成方法を身

につける。その1 真菌感染症の治療研究（2）

病態モデル動物の作成方法を身

につける。その2 真菌感染症の治療研究（3） 感染実験の手法を身につける。 病理組織切片の解析方法

免疫抑制剤の最適な投与時期の

方法を身につける。 発表スキル

研究室セミナーもしくは関連学
会での研究成果発表を通し、資

料作成手技およびプレゼンテー

ション能力を身につける。 研究成果報告

年度末研究成果発表会で研究成

果を報告する。 実験・実習

実験・実習の取り組み態度、研

究成果、年度末研究成果発表会

の内容を総合的に判断する。

環境衛生科学特論、環境衛生化
学特殊研究Ⅱ。本科目で学ぶ知

識・実験手法は、環境衛生化学

特殊研究Ⅱを履修する上で必須

2017 763006 環境衛生科学特殊研究Ⅲ

Advanced Reseach in Environmental

Hygiene Science Ⅲ 高谷　芳明(TAKAYA　Yoshiaki)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

医薬資源化学、有機化学、生化

学、構造解析学など、関連する
学部の科目群の復習をし、内容

を十分に理解しておくこと。

本研究は、自然環境からの新規シーズ分子の探索研究から分子

標的薬の創製を目的とする。新規シーズ分子の探索研究の第三

段階として、構築したファーマコフォア3次元モデルを用いた
ファーマコフォア検索および生物活性を有する天然資源由来の

生物活性シーズ分子のp38MAPK経路抑制活性試験に関する一般的
な基礎理論と実験手法を習得する。また、関連の論文情報を収

集する技術を身につける。

p38MAPK経路抑制活性試験ができる。 p38MAPK経路抑制活性と

化合物の構造との相間を解析できる。 活性試験の結果を基に
ファーマコフォア3次元モデルの構築ができる。 ファーマコフォ

ア3次元モデルを用いたファーマコフォア検索ができる。

統合計算化学ソフトMOEを用いた
ファーマコフォア3次元モデルの

構築3

構築したファーマコフォア3次元

モデルを用い、オリジナル天然
有機化合物データベースの

ファーマコフォア検索

統合計算化学ソフトMOEを用いた
ファーマコフォア3次元モデルの

構築4

ファーマコフォア検索により得

られたヒット化合物の活性試験
の結果を基にファーマコフォア3

次元モデルの検証

統合計算化学ソフトMOEを用いた
ファーマコフォア3次元モデルの

構築5

ファーマコフォア検索により得

られたヒット化合物の活性試験
の結果を基に精度の高いファー

マコフォア3次元モデルの再構築

天然資源由来の生物活性シーズ

分子のp38MAPK経路抑制活性1

天然資源由来の生物活性シーズ

分子のp38MAPK経路抑制活性につ
いて文献、書籍を通して理解を

深める。

天然資源由来の生物活性シーズ

分子のp38MAPK経路抑制活性2

天然資源由来の生物活性シーズ
分子のp38MAPK経路抑制活性試験

の基礎的技術を習得する。

天然資源由来の生物活性シーズ

分子のp38MAPK経路抑制活性評価

天然資源由来の構造活性相関を
検討する基礎的技術を習得す

る。

天然資源由来の生物活性シーズ
分子のp38MAPK経路抑制活性試

験・評価

天然資源から単離した各成分に

ついてp38MAPK経路抑制活性試験
を行い、構造活性相関を含めた

活性評価を行う。

統合計算化学ソフトMOEを用いた
ファーマコフォア3次元モデルの

構築1

統合計算化学ソフトMOEを用いた
ファーマコフォア3次元モデルの

構築について文献、書籍を通し
て理解を深め、基礎的技術を習

得する。

統合計算化学ソフトMOEを用いた
ファーマコフォア3次元モデルの

構築2

各種化合物のp38MAPK経路抑制活
性試験の結果を基に、統合計算

化学ソフトMOEを用いたファーマ
コフォア3次元モデルの構築す

る。

統合計算化学ソフトMOEを用いた
ファーマコフォア3次元モデルの

構築3

構築したファーマコフォア3次元

モデルを用いたオリジナル天然
有機化合物データベースの

ファーマコフォア検索

統合計算化学ソフトMOEを用いた
ファーマコフォア3次元モデルの

構築4

ファーマコフォア検索により得

られたヒット化合物の活性試験
の結果を基にファーマコフォア3

次元モデルの検証

統合計算化学ソフトMOEを用いた
ファーマコフォア3次元モデルの

構築5

ファーマコフォア検索により得

られたヒット化合物の活性試験
の結果を基に精度の高いファー

マコフォア3次元モデルの再構築

統合計算化学ソフトMOEを用いた
ファーマコフォア3次元モデルの

構築6

再構築した精度の高いファーマ

コフォア3次元モデルを用いた既
存データベースのファーマコ

フォア検索 発表スキル

研究室内セミナーもしくは関連

学会での研究成果発表を通し、
資料作成手技およびプレゼン

テーション能力を身につける。 研究成果報告

年度末研究成果発表会で研究成

果を報告する。 実験•実習

実験•実習への取り組み態度、研
究成果、年度末研究成果発表会

の内容を総合的に評価する。

環境衛生科学特論、環境衛生科
学特殊研究Ⅳ。本科目で学ぶ知

識、実験手技は、環境衛生科学
特殊研究Ⅳを履修する上で必須

である。

2017 763007 環境衛生科学特殊研究Ⅲ

Advanced Reseach in Environmental

Hygiene Science Ⅲ 打矢　恵一(UCHIYA　Keiichi)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

微生物学、免疫学の内容を十分

理解しておくこと。

環境衛生科学分野における一般的な理論と実験手法、また、論

文情報を収集する技術を身につける。

病原微生物（細菌および真菌）の病原因子の調整および機能解

析法の技術を習得する。 病原因子の調整法 （Ⅰ）

病原遺伝子の特殊ベクター
（pQE）を用いたクローニングの

技術を身につける。 病原因子の調整法 （Ⅱ）

大腸菌による病原因子の発現法

を身につける。 病原因子の調整法 （Ⅲ）

ニッケル・カラムクロマトグラ
フィーを用いた精製法を身につ

ける。 病原因子の調整法 （Ⅳ）

病原細菌からの鞭毛の抽出法を

身につける。 病原因子の調整法 （Ⅴ）

病原細菌からの線毛の抽出法を

身につける。 病原因子の調整法 （Ⅵ）

病原細菌からのリポ多糖（LPS）

の抽出法を身につける。 病原因子の機能解析 （Ⅰ）

病原遺伝子の欠失変異株の作製

技術を身につける。 病原因子の機能解析 （Ⅱ）

ウエスタンブロッティング法に
よる病原因子の機能解析技術を

身につける。 病原因子の機能解析 （Ⅲ）

サザンブロッティング法による
病原因子の機能解析技術を身に

つける。 病原因子の機能解析 （Ⅳ）

ノーザンブロッティング法によ
る病原因子の機能解析技術を身

につける。 病原因子の機能解析 （Ⅴ）

RT-PCR法による病原因子の機能

解析技術を身につける。 病原因子の機能解析 （Ⅵ）

培養細胞（マクロファージ等）
を用いた病原因子の機能解析技

術を身につける。 病原因子の機能解析 （Ⅶ）

共焦点レーザー顕微鏡を用いた
病原因子の機能解析技術を身に

つける。 病原因子の機能解析 （Ⅷ）

小動物（マウス等）を用いた病
原因子の機能解析技術を身につ

ける。 研究成果報告

年度末研究成果発表会で研究成

果を報告する。 実験・実習

実験・実習への取り組み態度、
研究成果、年度末研究成果発表

会の内容を総合的に評価する。

環境衛生科学特論、環境衛生科

学特殊研究Ⅱ。本科目で学ぶ知
識・実験手技は、環境衛生科学

特殊研究Ⅲを履修する上で必須



2017 763008 環境衛生科学特殊研究Ⅲ

Advanced Reseach in Environmental

Hygiene Science Ⅲ 小森　由美子(KOMORI　Yumiko)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

遺伝子解析の手法、タンパク質

の分析手法、実験動物の取り扱
いなどについて習熟しておくこ

と。

微生物やその遺伝子、産生する生理活性物質について、様々な

実験手法を活用して検索を行う。また微生物、感染症、疫学情
報などに関する論文情報を収集して内容を理解し、自身でも論

文作成ができるようにする。

各種実験技術を実際の遺伝子解析やタンパク質の分析に応用す
る。また感染症とその治療に関する最新情報について、文献を

通じて理解する。 文献調査、疫学情報の解析

研究に必要な文献や情報を収集

し、内容を正確に解釈し、学部
学生の指導ができるようにす

る。 生理活性物質の探索(1)

微生物の産生する生理活性物質
から得られた情報をもとに、類

似物質の探索を行う。 生理活性物質の分析(1)

各種生理活性物質の単離精製を

行う。 生理活性物質の分析(2)

各種生理活性物質の分子量を

TOF-MSにより測定する。 生理活性物質の分析(3)

各種生理活性物質の諸物性を、

機器分析する。 生理活性物質の分析(4)

各種生理活性物質の作用につい
て、実験動物を使用した検討を

行う。 生理活性物質の分析(5)

各種生理活性物質の作用につい
て、培養細胞を使用した検討を

行う。 遺伝子解析(1)

目的とする物質をコードする遺

伝子の抽出を試みる。 遺伝子解析(2)

目的とする物質の遺伝子の発現

状況について検討する。 遺伝子解析(3)

目的とする物質の遺伝子の発現

条件について検討する。 発表スキル(1)

研究室内セミナー、学部学生の

指導を行えるレベルの資料作成
法、プレゼンテーション能力を

身につける。 発表スキル(2)

関連学会での研究発表を行える
レベルの資料作成法やプレゼン

テーション能力を身につける。 論文作成(1)

研究成果を学術誌に投稿するた
め、日本語の論文としてまとめ

る。 論文作成(2)

研究成果を学術誌に投稿するた

め、英語論文としてまとめる。 研究成果報告会

年度末研究成果発表会で研究成

果を報告する。 実験・実習

実験・実習への取り組み態度、
研究成果、年度末研究成果発表

会の内容を総合的に評価する。

細胞培養、遺伝子の取り扱いに

関する知識が必要である。

2017 763009 医療情報科学特殊研究Ⅲ

Advanced Reseach in Health Care

Information Science Ⅲ

亀井　浩行(KAMEI　Hiroyuki).半谷

眞七子(HANYA　Manako)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

薬物治療法の開発・確立のため
の一般的な基礎理論を十分理解

しておくこと。

科学的かつ理論的に研究を推進するための考え方を学ぶととも

に、解明すべき研究内容を具体的に定め、そのために必要な研
究手法を立案する。また、医療情報科学に関して収集した論文

情報を科学的かつ理論的に評価できる能力を習得する。

薬物治療法の開発・確立のために、具体化した研究内容を自ら

立案した研究手法を用いて研究を推進すること、論文情報につ
いて評価した内容を自らの研究結果の検証に利用できる能力の

習得について研究指導を行う。 臨床試験の倫理規範

臨床試験に係る倫理指針の理解

を深め、検証する。 臨床試験の実施１

立案した臨床試験の実施に際

し、準備を行う。 臨床試験の実施２

立案した臨床試験の実施に際

し、手順を検証する。 臨床試験の実施３

立案した臨床試験の実施に際

し、実施体制を検証する。 臨床試験の実施４

立案した臨床試験を具体的に遂

行する。 臨床試験の実施５

立案した臨床試験を具体的に遂

行し、データ集計を行う。 臨床試験の実施６

立案した臨床試験を具体的に遂
行し、データ集計とともに中間

解析を行う。 臨床試験の実施７

立案した臨床試験を遂行し、症

例数を確保する。 臨床試験の実施８

立案した臨床試験を遂行し、症

例数の確保を継続する。 臨床試験の実施９

立案した臨床試験を具体的に遂
行し、症例数確保後、データ集

計を行う。 臨床試験の実施10

立案した臨床試験を具体的に遂
行し、症例数確保後、データ集

計、解析を行う。 臨床試験の実施11

立案した臨床試験を具体的に遂
行し、症例数確保後、データ集

計、解析を継続する。 臨床試験の実施12

立案した臨床試験を具体的に遂
行し、全データ集計、解析後の

検証を行う。 発表スキル

研究室内セミナーもしくは関連

学会での研究成果発表を通し、
資料作成手技およびプレゼン

テーション能力を身につける。 研究成果報告

年度末研究成果発表会で研究成

果を報告する。 実習

実習への取り組み態度、研究成
果、年度末研究成果発表会の内

容を総合的に評価する。

医療情報科学特論、医療情報科

学特殊研究Ⅳ。 本科目で学ぶ知
識、手技は医療情報科学特殊研

究Ⅳを履修する上で必須であ

2017 763010 医療情報科学特殊研究Ⅲ

Advanced Reseach in Health Care

Information Science Ⅲ

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

医療情報科学特殊研究IⅠで学ん

だ内容を十分に理解しておくこ

と。

医療情報科学特殊研究Ⅰ,IIで学んだ基本的な能力をもとに、医療

情報に基づいて、薬物治療を臨床薬理学的・薬剤疫学的に評価

する研究を立案し、具体的に実践する。

医療情報科学特殊研究IIで身につけた能力を基に、薬物治療の適

正化を推進するため、その有効性・安全性・経済性の評価に関

する一般的な基礎理論と研究手法を実践的に応用してたてた研
究計画を基に、研究を実践する。得られた研究結果を適正に評

価し、結論を導くことができる。また、結果に基づき、研究計

画自体の確認と検証ができる。 医薬品情報データベース

医薬品情報データベースの特

徴、構造をふまえ網羅的な文献

検索を実施し、先行研究等のの
評価・分析を行う。さらに、研

究結果の考察に必要な情報を新

たな視点で、調査を実践する。

医薬品のベネフィット・リスク

バランス

医薬品のベネフィットとリスク
について具体的な実例において

評価を実践し、適正に評価し考

察する。 医薬品の治療リスク管理

当該研究課題において、医薬品

のベネフィットとリスクのバラ
ンスを最適に保つための治療リ

スク管理について評価方法の開

発を実践する。 副作用のタイプ

当該研究課題において、医薬品
副作用の分類方法について評価

検討を行い、適正な分類を確立

する。 副作用のと因果関係評価

当該研究課題における個別症例

における医薬品と生じた副作用
との因果関係評価を行うことの

意義とその評価方法の構築に取

り組み、実践する。

安全性個別症例報告（症例報

告、論文）について

当該研究課題に関連する安全性
情報のエビデンスレベルを考慮

して評価や分類に取り組み、適

正な評価を実践する。 安全性情報の収集

当該研究課題に関連する重篤な

副作用の最小化のための代表的
なツール・方策に関する情報収

集を行い、研究課題に適応可能

かどうかを検討する。 リスク最小化方策

当該研究課題に関連するリスク

最小化の具体的な方策を探索

し、実践する。

薬剤疫学で用いられる研究デザ

イン

当該研究課題に関連する集積さ

れた安全性個別症例報告を評価
するための研究デザインやその

関連領域での研究手法を立案

し、実践する。 薬剤疫学的評価方法

当該研究課題における最適な疫

学的評価指標を探索し、実践す

る。 実習・調査・演習

実習・調査への取り組み態度、

研究成果、年度末成果発表会の

内容を総合的に評価する。

医療情報科学特論、医療情報科
学特殊研究III。本科目で学ぶ知識

は、医療情報科学特殊研究IVを履

修する上で必須である。

2017 763011 医療情報科学特殊研究Ⅲ

Advanced Reseach in Health Care

Information Science Ⅲ 大津　史子(OTSU　Fumiko)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

医療情報科学特殊研究IIで学んだ

内容を十分に理解しておくこ

と。

医療情報科学特殊研究Ⅰ,IIで学んだ基本的な能力をもとに、医療

情報に基づいて、薬物治療を臨床薬理学的・薬剤疫学的に評価

する研究を立案し、具体的に実践する。

医療情報科学特殊研究IIで身につけた能力を基に、薬物治療の適

正化を推進するため、その有効性・安全性・経済性の評価に関
する一般的な基礎理論と研究手法を実践的に応用してたてた研

究計画を基に、研究を実践する。得られた研究結果を適正に評

価し、結論を導くことができる。また、結果に基づき、研究計

画自体の確認と検証ができる。 医薬品情報データベース

医薬品情報データベースの特

徴、構造をふまえ網羅的な文献
検索を実施し、先行研究等のの

評価・分析を行う。さらに、研

究結果の考察に必要な情報を新

たな視点で、調査を実践する。

医薬品のベネフィット・リスク

バランス

医薬品のベネフィットとリスク

について具体的な実例において

評価を実践し、適正に評価し考

察する。 医薬品の治療リスク管理

当該研究課題において、医薬品
のベネフィットとリスクのバラ

ンスを最適に保つための治療リ

スク管理について評価方法の開

発を実践する。 副作用のタイプ

当該研究課題において、医薬品

副作用の分類方法について評価

検討を行い、適正な分類を確立

する。 副作用のと因果関係評価

当該研究課題における個別症例
における医薬品と生じた副作用

との因果関係評価を行うことの

意義とその評価方法の構築に取

り組み、実践する。

安全性個別症例報告（症例報

告、論文）について

当該研究課題に関連する安全性

情報のエビデンスレベルを考慮

して評価や分類に取り組み、適

正な評価を実践する。 安全性情報の収集

当該研究課題に関連する重篤な
副作用の最小化のための代表的

なツール・方策に関する情報収

集を行い、研究課題に適応可能

かどうかを検討する。 リスク最小化方策

当該研究課題に関連するリスク

最小化の具体的な方策を探索

し、実践する。

薬剤疫学で用いられる研究デザ

イン

当該研究課題に関連する集積さ
れた安全性個別症例報告を評価

するための研究デザインやその

関連領域での研究手法を立案

し、実践する。 薬剤疫学的評価方法

当該研究課題における最適な疫

学的評価指標を探索し、実践す

る。 実習・調査・演習

実習・調査への取り組み態度、

研究成果、年度末成果発表会の

内容を総合的に評価する。

医療情報科学特論、医療情報科

学特殊研究III。本科目で学ぶ知識

は、医療情報科学特殊研究IVを履

修する上で必須である。

2017 763012 医療情報科学特殊研究Ⅲ

Advanced Reseach in Health Care

Information Science Ⅲ 永松　正(NAGAMATSU　Tadashi)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

特殊研究Ⅰ、Ⅱをマスターして

おくこと

糖尿病性腎症の発症原因としてコレステロール存在下で作成し

た、AGE凝集タンパク質が重要な役割を演じることを証明する。

研究の目的を理解し、文献を調査し、仮説を立て、実験計画を

立案し、実験準備・前実験を行い、実験を実施し、データーを

解析し、統計学的処理ができる。 関係する学会で研究発表をす
る。 論文が書けるためのデーターの取得、解析、まとめを行

い、論文を投稿できる。

AGE-CHO-凝集タンパク質による
メサンギウム細胞の酸性化の実

証１

ヒトメサンギウム細胞の培養、

ヒト血清アルブミンによるAGE-

CHO-凝集タンパク質の調製。文

献講読と議論

AGE-CHO-凝集タンパク質による
メサンギウム細胞の酸性化の実

証２

メサンギウム細胞内pHの測定法
の検討、細胞培養液のpHの測定

法の検討

AGE-CHO-凝集タンパク質による
メサンギウム細胞の酸性化の実

証３

メサンギウム細胞にAGE-CHO-凝

集タンパク質を取り込ませたと
きの細胞内pHおよび培養液pHの

測定。

AGE-CHO-凝集タンパク質による
メサンギウム細胞の酸性化の実

証４

プレゼンテーションと議論、文

献調査

AGE-CHO-凝集タンパク質による
メサンギウム細胞の酸性化の実

証５

メサンギウム細胞にAGE-CHO-凝

集タンパク質を取り込ませたと
きの細胞内pHの変化をタイムラ

プスで観察

AGE-CHO-凝集タンパク質による

糸球体の酸性化の実証１

正常マウスの糸球体の単離方法

を検討する。

AGE-CHO-凝集タンパク質による

糸球体の酸性化の実証２

正常マウスの糸球体のpHの差億

艇方法を検討する。

AGE-CHO-凝集タンパク質による

糸球体の酸性化の実証３

正常マウスの糸球体にAGE-CHO-

凝集タンパク質を取り込ませ、
その時の糸球体のpHを測定す

る。

AGE-CHO-凝集タンパク質による

糸球体の酸性化の実証４

糖尿病マウスにおける糸球体と
凝集タンパク質を取り込んだ糸

球体でのpHを測定する。

酸性溶液によるメサンギウム細
胞での炎症性サイトカインの発

現増加の実証１

腎メサンギウム細胞で酸性溶液
よるIL-1βのmRNA産生について調

べる。

酸性溶液によるメサンギウム細
胞での炎症性サイトカインの発

現増加の実証２

腎メサンギウム細胞で酸性溶液
よるIL-6のmRNA産生について調

べる。

酸性溶液によるメサンギウム細
胞での炎症性サイトカインの発

現増加の実証３

腎メサンギウム細胞で酸性溶液
よるTNF-αのmRNA産生について調

べる。

酸性溶液によるメサンギウム細
胞での炎症性サイトカインの発

現増加の実証４

腎メサンギウム細胞で酸性溶液
よるMCP-1のmRNA産生について

調べる。

酸性溶液によるメサンギウム細
胞での炎症性サイトカインの発

現増加の実証５ 学会発表のプレゼンと討議

実験データーのまとめについて

の議論

AGE-CHO-凝集タンパク質による
腎糸球体障害性について総合的

な観点で議論する。

実験とディスカッション デー

ターのプレゼンテーション

研究室における技能態度40％ 学

会での研究発表での質疑応答の

内容・態度10％ 論文講読・学部
生の指導態度20％ 投稿論文内容

30％ 特になし

2017 763013 病態解析科学特殊研究Ⅲ

Advanced Reseach in Molecular and

Cellular Pathogenesis Science Ⅲ

金田　典雄(KANEDA　Norio).村田

富保(MURATA　Tomiyasu)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

病態解析科学特論の内容と特殊
研究IおよびIIで習得した手技を正

しく理解しておくこと。

特殊研究IIIではパイロット実験の中から、学位論文のための研究

テーマを絞り込み、より深く研究を遂行する。実験結果につい

ての討議を通して、科学的思考力を涵養する。また関連する研
究論文の読解し、自らの研究の位置づけを明らかにし、展望に

ついて考察する。

特殊研究IIで行ったいくつかのパイロット実験の中から、学位論
文となる研究テーマを絞り込む。実験を自ら計画、遂行し、得

られた結果について正しい評価ができること。 個別実験１ 個別研究テーマに関する実験 個別実験２ 個別研究テーマに関する実験 個別実験３ 個別研究テーマに関する実験 英文論文読解１

最新の関連英文論文の紹介と討

議 個別実験４ 個別研究テーマに関する実験 個別実験５ 個別研究テーマに関する実験 個別実験６ 個別研究テーマに関する実験 研究成果報告１

研究経過の中間まとめと質疑応

答 個別実験７ 個別研究テーマに関する実験 個別実験８ 個別研究テーマに関する実験 英文論文読解２

最新の関連英文論文の紹介と討

議 個別実験９ 個別研究テーマに関する実験 個別実験１０ 個別研究テーマに関する実験 個別実験１１ 個別研究テーマに関する実験 研究成果報告２ 研究経過のまとめと質疑応答 実験・セミナー形式

実験に取り組む姿勢、態度、技

術の修得度、関連分野の勉学態

度とその内容、研究室セミナー
における実験結果の報告と討議

内容を総合的に評価する。

関連科目：病態解析科学特論、

病態解析科学特殊研究IおよびII 本

科目で学ぶ知識、実験手技は病
態解析科学特殊研究IVを履修する

上で必須である。

2017 763014 病態解析科学特殊研究Ⅲ

Advanced Reseach in Molecular and

Cellular Pathogenesis Science Ⅲ 早川　伸樹(HAYAKAWA Nobuki)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

解剖学、生理学、生化学、分子

生物学、免疫学に基づいた内科
学の内容を十分に理解しておく

こと。

疾患の原因となる生体変化や疾患に特有の生体変化を生理学

的、生化学的、分子生物学的に的確に評価する。診断・治療技
術への応用に関する研究を行い、疾患の原因究明と診断・治療

法の開発に貢献することを研究目標とする。

担当患者のカルテ、インタビューなどから患者の情報を抽出し

て、その疾患における生体変化を把握できる。個々の患者にお
ける薬物療法の適正使用について評価し、処方提案を加えるこ

とができる。 臨床医学研究1

2型糖尿病について個々の症例を
担当し、その病態を理解する。

また薬物療法における適正使用
について評価して処方提案を加

える。 臨床医学研究2

1型糖尿病について個々の症例を
担当し、その病態を理解する。

また薬物療法における適正使用
について評価して処方提案を加

える。 臨床医学研究3

骨粗鬆症について個々の症例を
担当し、その病態を理解する。

また薬物療法における適正使用
について評価して処方提案を加

える。 臨床医学研究4

副腎皮質機能亢進症について
個々の症例を担当し、その病態

を理解する。また薬物療法にお
ける適正使用について評価して

処方提案を加える。 臨床医学研究5

副腎皮質機能低下症について
個々の症例を担当し、その病態

を理解する。また薬物療法にお
ける適正使用について評価して

処方提案を加える。 医療薬学研究1

「臨床医学研究」における骨粗

鬆症症例に対する治療薬に分子
生物学的な機序の解明を加え

る。 医療薬学研究2

「臨床医学研究」における副腎

皮質機能低下症症例に対する治
療薬に分子生物学的な機序の解

明を加える。 臨床調査研究1

「臨床医学研究」および「医療

薬学研究」と共に骨粗鬆症にお
ける臨床調査（薬剤の適正使用

に関する調査研究、服薬アドヒ
アランスに関する調査研究な

ど）を共同で実施する。 臨床調査研究2

「臨床医学研究」および「医療

薬学研究」と共に副腎皮質機能
低下症における臨床調査（薬剤

の適正使用に関する調査研究、
服薬アドヒアランスに関する調

査研究など）を共同で実施す 担当患者に関する症例検討会1

骨粗鬆症について症例検討会を
開催し、問題点を抽出して病態

の理解を深める。 担当患者に関する症例検討会2

副腎皮質機能低下症について症
例検討会を開催し、問題点を抽

出して病態の理解を深める。 文献検索1

骨粗鬆症の病態および治療に係

る知見を深める。 文献検索2

メタボリック症候群の病態およ

び治療に係る知見を深める。 発表スキル

セミナーおよび関連学会での発

表を通し、資料作成能力および
プレゼンテーション能力を高め

る。 研究成果報告

研究成果のまとめを発表し、質

疑応答を加える。 実地研修、オムニバス講義

研修態度、レポートおよび研修
内容の理解度より総合的に評価

する。

2017 763015 病態解析科学特殊研究Ⅲ
Advanced Reseach in Molecular and

Cellular Pathogenesis Science Ⅲ
山田　修平(YAMADA Shuhei).豊田
行康(TOYODA　Yukiyasu)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

分析化学、生化学、分子生物学

等で学んだ内容を十分理解して
おくこと。また、得られた実験

結果について、よく考察するこ
と。

病態解析科学特殊研究Ⅱで定めた、糖および関連酵素の生体内
における役割や働きについての具体的な研究内容について、立

案した研究手法を用いて研究を行う。また、必要に応じて研究

計画の修正を行う。そして、糖代謝および糖質関連疾患の病態
解明と治療法の開発を目指す。また、病態解析科学特殊研究I、II

に引き続き関連文献を検索し、論文情報について評価した内容
を、自らの研究結果の検証に利用できる能力を習得する。 な

お、連携・関連医療施設にて臨床研修を実践しながら研究を実
施することがある。

病態解析科学に関する一般的な基礎理論と実験手法を習得す

る。また、病態解析科学に関する論文情報を収集する技術を身
につける。 応用実験１

糖代謝および糖質関連疾患の病

態解明と治療法の開発を目指す
実験１ 応用実験２

糖代謝および糖質関連疾患の病

態解明と治療法の開発を目指す
実験２ 応用実験３

糖代謝および糖質関連疾患の病

態解明と治療法の開発を目指す
実験３ 応用実験４

糖代謝および糖質関連疾患の病

態解明と治療法の開発を目指す
実験４ 応用実験５

糖代謝および糖質関連疾患の病

態解明と治療法の開発を目指す
実験５ 応用実験６

糖代謝および糖質関連疾患の病

態解明と治療法の開発を目指す
実験６ 応用実験７

糖代謝および糖質関連疾患の病

態解明と治療法の開発を目指す
実験７ 応用実験８

糖代謝および糖質関連疾患の病

態解明と治療法の開発を目指す
実験８ 応用実験９

糖代謝および糖質関連疾患の病

態解明と治療法の開発を目指す
実験９ 応用実験１０

糖代謝および糖質関連疾患の病

態解明と治療法の開発を目指す
実験１０ 応用実験１１

糖代謝および糖質関連疾患の病

態解明と治療法の開発を目指す
実験１１ 応用実験１２

糖代謝および糖質関連疾患の病

態解明と治療法の開発を目指す
実験１２ 応用実験１３

糖代謝および糖質関連疾患の病

態解明と治療法の開発を目指す
実験１３ 結果のまとめ１ プレゼンテーション資料作成 結果のまとめ２ 研究成果報告 実験•セミナー形式

実験への取り組み姿勢、実験技
術の理解•習得度、実験結果の解

析能力、関連分野の知識の習熟
度、成果のまとめ方、プレゼン

テーションの仕方を総合的に評
価する。

関連科目：病態解析科学特論、

病態解析科学特殊研究I、II。本科
目で学ぶ知識、実験手技は病態

解析科学特殊研究IVを履修する上
で必須である。

2017 763016 病態解析科学特殊研究Ⅲ
Advanced Reseach in Molecular and

Cellular Pathogenesis Science Ⅲ 湯川　和典(YUKAWA　Kazunori)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

解剖学、生理学、生化学、分子

生物学、免疫学の内容を十分に
理解しておくこと。

病態解析科学特殊研究では、疾患の原因となる生体変化や疾病

に特有の生体変化の生理学的・生化学的・分子生物学的な評価

と診断・治療技術への応用に関する研究を行い、疾患の原因究
明と診断・治療法の開発に貢献することを研究目標とする。

特殊研究IIで自らが立案した研究計画を実践し、得られた実験

データを正しく解釈し再現性のある実験データを得ることを目
的とする。 統計学の利用

特殊研究IIで得た実験データの統

計処理を行い仮説と矛盾しない
かどうか確認する。 疑問点を明確にする1

仮説と実験データについて注意

深く考え、疑問点を明確にす
る。 疑問点を明確にする2

仮説と実験データについて研究

室内で討論を行い疑問点を明確
にする。 実験設計

実験変数、コントロール、資料
数を設定する。 実験の立ち上げ

自分で実験プロトコールを作成

し、試薬の準備と模擬実験を行
う。 実験の実行

実験を実行し結果と観察事項を
実験ノートに書き残す。 データの収集と解析

できるだけ早くすべてのデータ

を調べて解析し、研究室内で発
表し討議する。 実験の反復

実験を反復して、自分の結果の
信頼性を確認する。 実験結果の解釈1

実験結果を吟味して、実験が何
を意味するかを考える。 実験結果の解釈2

研究室のメンバーと討議して他
の研究者が実験結果を理解でき

るか確認し、実験結果を強固な

ものにするために実験を再度行
い、すべての疑問を解決する。 構造生物学の実践4

研究計画に関連する各種タンパ

ク質の発現ベクターをデザイン
し構築する。 構造生物学の実践5

発現ベクターを用いて組み換え
タンパク質を調製する。 構造生物学の実践6

研究計画に関連する各種タンパ

ク質の物理化学的性質を解析

し、機能解析およびその応用の
基盤となる情報を得る。 発表スキル

研究室内セミナーや関連学会で

の研究成果発表を通し、資料作

成手技とプレゼンテーション能
力の向上を図る。 研究成果報告

年度末研究成果発表会で研究成
果を報告する。 実験・実習

実験・実習への取り組み態度、

研究成果、年度末研究成果発表
会の内容を総合的に評価する。

病態解析科学特論、病態解析科
学特殊研究IV。本科目で学ぶ知

識、実験手技は、病態解析科学

特殊研究IVを履修するうえで必須
である。

2017 763017 薬物治療科学特殊研究Ⅲ

Advanced Reseach in

Pharmacotherapeutic Science Ⅲ 能勢　充彦(NOSE　Mitsuhiko)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

薬用植物学、生薬学、天然物化
学、漢方医学（伝統医学）、食

品機能化学などへの一般的な理

解と、それらに纏わる諸問題を
科学的に解析し、評価するため

の目的意識をもつこと。

疾患の予防や治療のために、漢方医学をはじめとする伝統医
学、さらには民間療法などの有用性を科学的に解析・評価し、

セルフメディケーションならびに新たな治療法として提案する

ことを目的に研究活動を行う。 「歴史の伝承」を背負い、「創
薬や育薬の先端」を受け持つ学問分野から、国民の健康の維

持・増進に寄与することを目的とする。

薬物治療科学特殊研究Ｉでは、伝統医薬品などの有用性評価や
その解析に関する一般的な基礎理論を習得し、問題抽出能力を

養うことを第一の到達目標とする。そのためには、文献や

フィールド調査など、問題抽出のために必要な情報収集力を養
い、それぞれの問題を解決するための手法の効果的な選択など

への組み立てに関し、論理的な思考を身につけるようにする。

現代医療におけるアンメット・

ニーズの調査と解析 （その５）

現在の医療現場において、未だ
解決されていない課題（アン

メット・メディカル・ニーズ）

が存在する。それらの課題につ
いて文献などを通じて理解す

る。

現代医療におけるアンメット・

ニーズの調査と解析 （その６）

現在の医療現場において、未だ
解決されていない課題（アン

メット・メディカル・ニーズ）

が存在する。それらの課題につ
いて文献などを通じて理解す

る。

伝統医学の理論的背景やその薬

物療法の理解 （その５）

漢方医学など、世界の伝統医学

の理論的背景や薬物療法につい

ての基礎的な理解を文献調査や
フィールドワークを通じて深め

る。

伝統医学の理論的背景やその薬

物療法の理解 （その６）

漢方医学など、世界の伝統医学

の理論的背景や薬物療法につい

ての基礎的な理解を文献調査や
フィールドワークを通じて深め

る。

民間療法や食品（含機能性食

品）の背景やその効能効果ある
いは機能についての理解（その

５）

民間療法に用いられる素材や一

般食品・健康食品（含機能性食

品）の使用法や開発の経緯につ
いて、文献調査やフィールド

ワークを通じて理解する。

民間療法や食品（含機能性食

品）の背景やその効能効果ある
いは機能についての理解（その

６）

民間療法に用いられる素材や一

般食品・健康食品（含機能性食

品）の使用法や開発の経緯につ
いて、文献調査やフィールド

ワークを通じて理解する。

伝統医薬品や民間療法などの化

学的分析法 （その５）

伝統医薬品や民間療法の素材な

どについての化学的性状の分析

ならびにそれらの品質管理に関
する考え方や基礎的技術を身に

つける。

伝統医薬品や民間療法などの化

学的分析法 （その６）

伝統医薬品や民間療法の素材な

どについての化学的性状の分析

ならびにそれらの品質管理に関
する考え方や基礎的技術を身に

つける。

伝統医薬品や民間療法などの薬

理学的解析法 （その４）

伝統医薬品や民間療法の使用法

についての薬理学的基盤を整備

するため、伝承に基づいた効果
効能の実験科学的な基礎的技術

を身につける。

伝統医薬品や民間療法などの薬

理学的解析法 （その５）

伝統医薬品や民間療法の使用法

についての薬理学的基盤を整備

するため、伝承に基づいた効果
効能の実験科学的な基礎的技術

を身につける。

伝統医薬品や民間療法などの作

用機序解析法 （その６）

伝統医薬品や民間療法の薬理学

的基盤をより明確にするため、
薬物動態学・製剤学・薬剤学的

な基礎的技術を身につける。

伝統医薬品や民間療法などの作

用機序解析法 （その７）

伝統医薬品や民間療法の薬理学

的基盤をより明確にするため、
薬物動態学・製剤学・薬剤学的

な基礎的技術を身につける。

伝統医薬品や民間療法などの適
正使用を目的としたレギュラト

リーサイエンス（その３）

伝統医薬品や民間療法の適正使

用法の確立を目的とした、統合

的な体系化を目指す方法論を開
発するための基礎を身につけ

る。 発表スキル

研究室内セミナーもしくは関連

学会での研究成果発表を通し、
資料作成手法およびプレゼン

テーション能力を身につける。 研究成果報告

年度末研究成果発表会で研究成

果を報告する。 調査・実験・実習・セミナー

調査・実験・実習・セミナーへ

の取り組み態度、研究成果、年
度末研究成果発表会の内容を総

合的に評価する。

調査・実験・実習・セミナーへ

の取り組み態度、研究成果、年
度末研究成果発表会の内容を総

合的に評価する。

2017 763018 薬物治療科学特殊研究Ⅲ
Advanced Reseach in

Pharmacotherapeutic Science Ⅲ 野田　幸裕(NODA　Yukihiro)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

この分野では、薬物と生体の相

互作用を細胞レベルから個体レ
ベルまで幅広く評価する研究領

域、医薬品の薬理作用を分子レ

ベルから個体レベルで再評価す
る研究領域、医療現場での実学

レベルでの薬物療法を検証する
研究領域などから構成していま

す。そのため、薬理学・薬物治

療学および臨床病態学などが学
問の基盤となります。

医薬品やその関連薬物の治療上の有効性・安全性を疫学的・科

学的に評価・再評価し、その適用拡大と副作用の抑制を探るこ
とにより「育薬」に貢献するための研究を実施する。そのため

には、分子・細胞レベルから個体レベルまで幅広く評価できる
技術と研究能力、あるいは医療現場での実学レベルにおいて薬

物治療上の有効性や安全性を科学的に検証することができる技

術と研究能力を養い、自律的かつ先導的に研究を遂行できる能
力を身につける。

研究課題について科学的かつ論理的に研究を推進しながら、解
明すべき研究内容を実践する。得られた結果を学会や論文とし

て発表する技術を身につける。また、医薬品やその関連薬物の

薬効の評価や解析に関して収集した論文情報を批判的かつ理論
的に評価する。

研究課題に関連したアンメッ
ト・メディカル・ ニーズ調査

未だ有効な治療方法がない・治
療薬による副作用が看過できな

い疾患に対する医療ニーズにつ

いて文献調査、学会・研究会、
講演会等を通じて理解する。 薬理作用の評価（1）

生体における医薬品やその関連

薬物の薬理作用・副作用を評価
する。 薬理作用の評価（2）

医療現場での医薬品やその関連

薬物の薬物療法の効果・副作用
に関する評価を実践する。 薬理作用の評価（3）

医薬品やその関連薬物の薬効・
薬理作用を再評価する。 薬理作用の評価（4）

医薬品やその関連薬物の薬効・

薬理作用を再評価し、適用拡大
できるかどうか判断する。 実験動物実験（1）

薬物の治療上の有効性・安全性

を患者背景に基づいて解析・評
価し、実験動物で評価する。 実験動物実験（2）

生命システムとしての細胞を用

いた実験系にて、医薬品やその

関連薬物の生理作用を評価す
る。 実験動物実験（3）

細胞再生機能の観点から薬物の

適用拡大や副作用を抑制する方
法を用いて評価する。 実験動物実験（4）

生体機能を遺伝的・薬理学的に

異常にする方法を用いて評価す
る。 統計解析（1）

得られたデーターを統計処理す
る。 統計解析（2）

得られたデーターを描写する方

法などの技術を用いて図表にす
る。 プレゼンテーション（1）

定期的に開催される部門内セミ

ナーの発表を通じて、プレゼン

テーション技術、その資料作成
技術を開発する。 プレゼンテーション（2）

関連学会での研究成果の発表を

通じて、プレゼンテーション技

術、その資料作成技術を習得す
る。 論文作成

研究成果を論文としてまとめ、
投稿する。 研究成果報告

年度末に開催される研究成果発

表会など、学内・学外に成果を
報告する。

薬物の効果や副作用の評価や解
析に関する実験手法を確認しな

がら指導する。また、それらに

関する論文情報を収集する技術
の指導をする。セミナーでの

データー発表、文献紹介などを
通じて進捗状況や文献収集の技

術、プレゼンテーション技術を

確認し、必要に応じて解説など
を加えながら指導する。

定期的なデーターセミナー、年

度末研究成果発表会などを通じ
て総合的に評価する。

薬物治療科学特論、病態解析科
学、医療情報科学など

2017 763019 薬物治療科学特殊研究Ⅲ

Advanced Reseach in

Pharmacotherapeutic Science Ⅲ 小島　良二(KOJIMA　Ryoji)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

薬物治療科学特殊研究Ⅲでは、
薬物治療科学特殊研究Ⅰ・Ⅱで

得られた基礎的な研究成果をそ
れまでに蓄積した論文情報に基

づいて検証し、関係学会で認め

られる高いレベルの研究を自ら
立案・遂行できるよう、これま

で学習した技術・論文情報・考
察力のさらなる向上に努めてほ

しい。

薬物治療科学特殊研究Ⅲでは、医薬品や伝統薬の治療上の有効

性・安全性を疫学的・科学的に評価・再評価して得られた結果

について関係学会にて発表できる能力を身につける。また、再
評価によって得られた結果から適応拡大の可能性を証明する研

究を立案・遂行できるようにする。そこで、分子・細胞レベル
から個体レベルまで幅広く評価できる技術(分子・細胞薬理学的

手法)を用いて、再評価した医薬品などの新規治療薬としての可

能性について証明する研究を自ら立案・遂行できる能力、ある
いは医療現場での実学レベルにおいて薬物治療上の有効性や安

全性を科学的に検証することができる技術・方法を用いて、研
究を自ら立案・遂行できる能力を身につけさせることを目的と

する。

医薬品や伝統薬の治療上の有効性・安全性を疫学的・科学的に

評価・再評価して得られた結果について関係学会にて発表でき
る能力を身につけ、再評価によって得られた結果から適応拡大

の可能性を証明する。そのためには、分子・細胞レベルから個
体レベルまで幅広く評価できる技術(分子・細胞薬理学的手法)を

用いて、再評価した医薬品などの新規治療薬としての可能性に

ついて証明する基礎研究を自ら立案・遂行できる能力、あるい
は医療現場での実学レベルにおいて薬物治療上の有効性や安全

性を科学的に検証することができる技術・方法を用いて、再評
価した医薬品などの新規治療薬としての可能性について証明す

る臨床研究を自ら立案・遂行できる能力を身につける。

浸透圧ストレスにおける有機浸

透圧性物質の役割

タンパク質シャペロンとケミカ
ルシャペロンとの機能相違につ

いて

熱ストレスにおける分子シャペ

ロン群の機能

熱変性タンパクの分解における
分子シャペロンの”triage”機能につ

いて

血清・増殖因子に対する細胞内

応答機構

Akt-mTOR経路を介した細胞周期

制御機能について

栄養・飢餓におけるAkt―mTOR経

路の機能意義

Akt―mTOR経路の活性化と
autophagy―lysosome 経路との相

関性について

細胞内変性タンパク質の分解に
対するubiquitin―proteasome経路の

機能意義

ボルテゾ二ブ/MG132誘発変性タ
ンパク質ストレスと細胞死につ

いて

細胞内変性タンパク質に対する
autophagy―lysosome 経路の機能

意義

Autophagy―lysosome 経路を介し

た分子シャペロンタンパク質の
変性タンパク質分解への関与に

ついて

In vivo における精神的ストレスに
対する高ホモシステイン血症治

療薬、ベタインの防御効果

核酸合成におけるベタインのde

novo合成促進作用の可能性につ

いて

分子シャペロンの発現増加を介
したin vivo における精神的ストレ

スに対する抗潰瘍薬、ゲラニ―ル
ゲラニ―ルアセトンGGAの防御効

果

小腸粘膜再生に対する分子シャ

ペロンの影響について

ボルテゾ二ブ/MG132誘発変性タ
ンパク質ストレスに対するベタ

インおよびGGAの影響

ベタインおよびGGAのケミカル
シャペロンとしての可能性につ

いて

抗マラリア薬、クロロキン誘発
autophagy―lysosome経路の破綻

に対する分子シャペロンの効果

Autophagy機能に関わる新規分子

シャペロンの探索について

栄養誘発性mTORで発現制御され

る細胞周期依存性分子の解析

プロテインホスファターゼ6を調
節する新規細胞周期依存性分子

の機能について 刺激―細胞応答生物モデルの確立

特殊研究Ⅱ」の結果を基に、特

定の刺激(医薬品/ストレス)に対す
る特定の細胞応答の関係を発展

的に考察する。

刺激―細胞応答の分子・細胞生物

学的解析法

12. における考察を基に、特定の
刺激に対する特定の細胞応答の

関係を証明するため、「特殊研

究I」および「特殊研究Ⅱ」の知
識・技術に加え、新たな分子・

細胞生物学的解析法を考案しな
がら、実験・研究を自ら立案す

る。 刺激―細胞応答の分子機構の解析

13. で立案した実験・研究内容を

自ら遂行する。 刺激―細胞応答の分子機構の考察

刺激―細胞応答の分子機構につい

て考察する。

臨床現場において医薬品などの

薬効を評価・再評価して得られ

た結果について関係学会にて発
表できるように、また、再評価

によって得られた結果から適応
拡大の可能性を証明する研究を

立案・遂行できるように研究指

導を行う。また、分子・細胞薬
理学的手法を用いて、再評価し

た医薬品などの新規治療薬とし
ての可能性について証明する研

究を自ら立案・遂行できるよう

学会での研究発表並びに論文発

表にて評価する。

2017 763020 薬物治療科学特殊研究Ⅲ
Advanced Reseach in

Pharmacotherapeutic Science Ⅲ 脇田　康志(WAKIDA Yasushi)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

薬物治療科学特殊研究Ⅰ・Ⅱで

学んだことを整理し、十分に理

解しておくこと。 学んだ内容

を、自身の研究に活かせるよう
に、復習しておくこと。 

薬物治療科学特殊研究Ⅱで作成した研究プロトコールに従っ

て、引き続きデータ収集方法ならびに解析方法を学び、その解
釈の方法を学ぶことを目的とする。

研究プロトコールに基づき、正しくデータを収集、解析し解釈
ができる。  臨床医学・薬学研究7 

循環器疾患患者を担当しつつ、

プロトコールに従ったデータ収

集法について学ぶ（1） 到達目

標：データを効率よく収集す
る。  臨床医学・薬学研究8 

循環器疾患患者を担当しつつ、

プロトコールに従ったデータ収

集法について学ぶ（2） 到達目

標：循環器疾患のデータを効率
よく収集する。  臨床医学・薬学研究9

得られたデータの統計解析法に

ついて学ぶ（1） 到達目標：統計
解析法を選択できる。  臨床医学・薬学研究10

得られたデータの統計解析法に

ついて学ぶ（2） 到達目標：統計
解析ができる。  臨床医学・薬学研究11

解析結果の解釈法について学ぶ

（1） 到達目標：統計解析の結果
を理解できる。  臨床医学・薬学研究12

解析結果の解釈法について学ぶ

（2） 到達目標：統計解析の結果
から、研究結果を吟味できる。  研究成果発表報告（2） 

得られたデータの中間解析結果

についてプレゼンテーションを

行い、質疑応答を行う。 到達目

標：研究内容を効率よくプレゼ
ンテーションできる。  学会・研究会研修（3） 

関連する学会・研究会に参加

し、発表可能なデータがあれば

発表し、質疑応答を行う。 到達
目標：学会発表ができる。  学会・研究会研修（4） 

関連する学会・研究会に参加

し、発表可能なデータがあれば

発表し、質疑応答を行う。 到達
目標：学会発表をする。 文献調査4 

自分の研究テーマに関連した文

献を検索し知見を広める。 到達

目標：研究結果に関連した文献
を理解する。  文献調査5 

自分の研究テーマに関連した文

献を検索し知見を広める。 到達

目標：研究結果に関連した文献
を理解する。  文献調査6 

自分の研究テーマに関連した文

献を検索し知見を広める。 到達

目標：研究結果に関連した文献
を理解する。  研究成果発表報告（3）

本年度に行った研究成果を発表

し、質疑応答を行う。 到達目

標：１年を振り返り、まとめる
ことができる。 

作成したプロトコールに従って
行う、データ収集方法、解析方

法および解釈方法などを実践を

通して解説しながら指導する。

また文献検索法、学会発表のテ
クニックなども実践的に指導し

主に学会・研究会発表結果と、

研究成果発表報告の内容から評

価する。また研究に対する態度
からの評価も加える。 

薬物治療科学特殊研究Ⅰおよび
Ⅱを終了していること。 

2017 763021 薬物動態科学特殊研究Ⅲ

Advanced Reseach in

Pharmacokinetics and Drug Delivery

Science Ⅲ 岡本　浩一(OKAMOTO　Hirokazu)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

準備学習：実験目的に沿って実
験計画を立すること。関連論文

を収集し内容をまとめること。

事後学習：実験結果を理論的に
考察し、次の実験計画を立案す

るること。複数の論文から得ら

れた情報をまとめ、自身の実験
結果と比較考察し、次の実験計

画立案に生かすこと。

研究課題について解明すべき研究内容を具体的に定め、これま

でに得られた自らの研究成果を論文情報に基づいて検証し、必
要な研究を立案・遂行する。また、これまでの研究成果を、学

会や専門誌を通し社会に公表する能力を身につける。

自ら実験計画を立案し、遂行できる。自ら実験結果を解析・考
察できる。複数の論文の内容をまとめ、自分の実験結果と比較

検討できる。 吸入療法

吸入療法について文献調査し、
望ましい吸入療法について自ら

の考えをまとめる。 遺伝子治療

遺伝子治療について文献調査
し、望ましい遺伝子治療につい

て自らの考えをまとめる。 微粒子調製技術

微粒子調製技術について文献調
査し、望ましい微粒子調製法に

ついて自らの考えをまとめる。 研究計画立案

研究テーマに従い、適切な研究
計画を自ら立案し、プロトコー

ルを作成する。 遺伝子微粒子調製１

噴霧急速凍結乾燥法その他の適
切な手法で遺伝子微粒子を調製

する。 遺伝子微粒子調製２

カスケードインパクタ法、ツイ

ンインピンジャ法、粉末X線回折

法、DSC法、電子顕微鏡法などで
微粒子製剤の基礎物性を評価

し、製剤改良を行う。 遺伝子発現実験１

小動物に遺伝子微粒子を投与
し，ＩＶＩＳを用て遺伝子の体

内発現および動態を追跡する。 遺伝子発現実験２

培養細胞を用いて遺伝子発現を

評価する。 遺伝子微粒子調製３

発現実験結果に基づき、製剤改

良を行う。 吸入特性評価１

改良製剤について、ヒト吸入パ
ターンシミュレータを用いて吸

入特性を評価する 吸入特性評価２

改良製剤について、異なる吸入
デバイスを用いて吸入特性を評

価する。 統計解析法

適切な統計解析法を適用して、

データ解析を行う。 発表スキル１

投稿論文を作成を通して、科学

論文の作成手技を修得する。 発表スキル２

研究室内セミナーもしくは関連

学会での研究成果発表を通し、
資料作成手技およびプレゼン

テーション力を修得する。 研究成果報告

年度末研究成果発表会で研究成

果を報告する。 実験・実習

実験・実習への取り組み態度、
研究成果、年度末研究成果発表

会の内容を総合的に評価する。

薬物動態科学特論、薬物動態科

学特殊研究Ⅳ。本科目で学ぶ知
識、実験手技、発表スキルは、

薬物動態科学特殊研究Ⅳを履修

する上で必須である。薬物動態
科学特殊研究Ⅰ、Ⅱを履修し単

位を取得していること。

2017 763022 薬物動態科学特殊研究Ⅲ

Advanced Reseach in

Pharmacokinetics and Drug Delivery

Science Ⅲ 北垣　伸治(KITAGAKI Shinji)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

有機化学や天然物化学、構造解

析に関連する学部の科目群の復

習をしておくこと。

本研究は、DDS開発のアプローチの一つである薬物のプロドラッ
グ化を念頭に置いた医薬品の創製を目的とする。開発研究の第

三段階として、これまでの反応開発を利用した標的化合物合成

を完了し。誘導体の合成へと展開する。

目的化合物の合成を完了する。誘導体を合成し構造活性相関研

究を行う。 合成実験１

これまで検討した新規反応を実

際の標的化合物合成に適用する 合成実験２ スケールアップをはかる 合成実験３ 標的化合物を合成する 合成実験４ スケールアップをはかる 報告書の作成

行った実験についてまとめた報

告書を作成し実験の妥当性を検

証する 文献セミナー

研究テーマに関連した文献につ

いて紹介する 誘導体合成１

既存の官能基の変換による誘導
体化を行うべく、変換可能な官

能基の種類やその変換法を調査

する。 誘導体合成２ 官能基変換を実施する 構造活性相間研究

得られた誘導体の活性を評価

し、構造活性相間研究を行う

誘導体合成と構造活性相間研究

２

新たな官能基の導入による誘導

体化を検討する

誘導体合成と構造活性相間研究

３

側鎖やリンカー部分の修飾によ

る誘導体化を検討する

誘導体合成と構造活性相間研究

４

骨格変換に基づく誘導体化を検

討する

誘導体合成と構造活性相間研究

５ 構造簡略化の可能性を探る 発表スキル

研究室内セミナーもしくは関連
学会での研究成果発表を通し、

資料作成手技およびプレゼン

テーション能力を身につける 研究成果報告

年度末研究成果発表会で研究成

果を報告する 実験•実習

実験•実習への取り組み態度、研

究成果、年度末研究成果発表会

の内容を総合的に評価する。

薬物動態科学特論、薬物動態科
学特殊研究IV。本科目で学ぶ知

識、実験手技は、薬物動態科学

特殊研究IVを履修する上で必須で

2017 763023 薬物動態科学特殊研究Ⅲ

Advanced Reseach in

Pharmacokinetics and Drug Delivery

Science Ⅲ 灘井　雅行(NADAI　Masayuki)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

薬物動態学、分子生物学、臨床

医学についての広範囲な知識を
習得しておくこと。

薬物動態解析に関連する研究テーマや実験について、薬物動態
科学特殊研究Ⅱにおける予備検討をふまえ、実施する。さらに

得られた結果を解析し、考察する。更に、得られた結果を元
に、実験を発展させる方法を身につける。

薬物動態解析に関わる研究テーマの実施と、その結果を科学的
に解析し、論理的に考察できるように指導する。また、得られ

た結果を元に、更に発展的な実験を展開する能力の習得に努め
る。 研究テーマに関する実験（１）

薬物動態科学特殊研究Ⅱにおけ
る予備実験および実験結果をふ

まえて、実際に実験計画を遂行
する。 研究テーマに関する実験（２） 実際に実験計画を遂行する。 研究テーマに関する実験（３）

実験結果をまとめ、解析、考察
する。 実験報告（１）

実験結果についてセミナーを行

い、実験結果について評価す
る。

研究テーマに関する文献調査
（１）

実験報告（１）をふまえ、研究

テーマの更なる解明に必要な文
献調査を行う。

研究テーマに関する予備実験
（１）

研究テーマに関する文献調査

（１）をふまえ、必要な実験手

技を習得する。また、予備実験
を行い、研究テーマの更なる解

明に必要な実験計画の妥当性に
ついて考察する。

研究テーマに関する予備実験
（２）

予備実験を行い、研究テーマの

更なる解明に必要な実験計画の
妥当性について考察する。

研究テーマに関する予備実験
（３）

予備実験結果をまとめ、修正し

た実験計画の妥当性について考
察する。 実験報告（２）

予備実験結果についてセミナー

を行い、実験結果について評価
する。 研究テーマに関する実験（４）

予備実験結果をふまえて、実際
に実験計画を遂行する。 研究テーマに関する実験（５） 実際に実験計画を遂行する。 研究テーマに関する実験（６）

実験結果をまとめ、解析、考察
する。 実験報告（３）

実験結果についてセミナーを行

い、実験結果について評価す
る。 文献セミナー

関連する薬物動態分野の最新の

文献をまとめてセミナーを行
う。 研究成果報告

年度末研究成果発表会で研究成
果を報告する。 実験・実習

実験・実習への取り組み態度、

研究成果、年度末研究成果発表
会の内容を総合的に評価する。

薬物動態科学特論、薬物動態科

学特殊研究Ⅳ。本科目で学ぶ知
識、実験手技は、薬物動態科学

特殊研究Ⅳを履修する上で必須
である。

2017 763024 薬物動態科学特殊研究Ⅲ

Advanced Reseach in

Pharmacokinetics and Drug Delivery

Science Ⅲ

原　脩(HARA　Osamu).坂井　健

男(SAKAI　Takeo)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

薬物や化学物質の生体内変化を

有機化学をベースに理解出来る

よう準備する。また機器分析
データの解釈の基礎も確認をし

ておくこと。

物質の化学変化を有機化学的にとらえ、これに基づき、生体反
応を制御する方法や理論を身につけると同時に、有機化学的な

実験操作や分光学的測定法を習得する。

機能性分子合成にかかわる研究テーマの設定とその重要性、新
規性、妥当性を検討するとともに、研究テーマに関する実験技

術の習得に努める。 研究テーマに関する文献調査1

前年度のデータより研究テーマ

の設定とそのテーマの重要性や
新規性などを文献より、客観的

に再評価する。 研究テーマに関する文献調査2

前年度のデータを踏まえ研究
テーマの実験計画を文献情報を

もとに確認する。 研究テーマに関する文献調査3

前年度のデータを踏まえ研究
テーマの設定と計画について文

献情報をもとに精査する。 文献セミナー１

関連する機能性分子分野に焦点
を絞り、関連する文献をまとめ

セミナーを行う。 研究テーマに関する実験7

前年度のデータを踏まえ研究
テーマの妥当性を判断するため

の実験を行う。 研究テーマに関する実験8

前年度のデータを踏まえ研究
テーマの妥当性を判断するため

の実験を行う。 研究テーマに関する実験9

前年度のデータを踏まえ研究
テーマの妥当性を判断するため

の実験を行う。 実験報告3

実験の結果のまとめを行い、研
究テーマ達成に向けての妥当性

を検証する。 文献調査

実験報告3までの研究内容を踏ま
え文献情報による研究テーマの

精査を進める｡ 研究テーマに関する実験10

実験報告3までの研究テーマの精
査を受け、実験上の問題点の解

決を図る。 研究テーマに関する実験11

実験報告3までの研究テーマの精
査を受け、実験上の問題点の解

決を図る。 研究テーマに関する実験12

実験報告3までの研究テーマの精
査を受け、実験上の問題点の解

決を図る。 文献セミナー2

関連する機能性分子分野に焦点
を絞り、関連する文献をまとめ

セミナーを行う。 実験報告4

これまでの実験結果のまとめを
行い、研究テーマ達成に向けて

の妥当性を検証する。 研究成果報告

年度末研究成果発表会で、進捗

状況を報告する。 実験及びセミナー

実験の取り組み状況：40％ セミ
ナーでの発表や質疑等の積極性

など：30％ 研究成果：30％ 特になし

2017 763025 薬物動態科学特殊研究Ⅲ

Advanced Reseach in

Pharmacokinetics and Drug Delivery

Science Ⅲ 加藤　美紀(KATOH　Miki)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

薬物動態学、分子生物学、臨床

医学についての広範囲な知識を

習得しておくこと。

薬物動態解析に関連する研究テーマや実験について、薬物動態
科学特殊研究Ⅱにおける予備検討をふまえ、実施する。さらに

得られた結果を解析し、考察する。更に、得られた結果を元

に、実験を発展させる方法を身につける。

薬物動態解析に関わる研究テーマの実施と、その結果を科学的
に解析し、論理的に考察できるように指導する。また、得られ

た結果を元に、更に発展的な実験を展開する能力の習得に努め

る。 研究テーマに関する実験（１）

薬物動態科学特殊研究Ⅱにおけ

る予備実験結果をふまえて、実

際に実験計画を遂行する。 研究テーマに関する実験（２） 実際に実験計画を遂行する。 研究テーマに関する実験（３）

実験結果をまとめ、解析、考察

する。 実験報告（１）

実験結果についてセミナーを行

い、実験結果について評価す

る。

研究テーマに関する文献調査

（１）

実験報告（１）をふまえ、研究

テーマの更なる解明に必要な文

献調査を行う。

研究テーマに関する予備実験

（１）

研究テーマに関する文献調査
（１）をふまえ、必要な実験手

技を習得する。また、予備実験
を行い、研究テーマの更なる解

明に必要な実験計画の妥当性に

ついて考察する。

研究テーマに関する予備実験

（２）

予備実験を行い、研究テーマの

更なる解明に必要な実験計画の

妥当性について考察する。

研究テーマに関する予備実験

（３）

予備実験結果をまとめ、修正し

た実験計画の妥当性について考

察する。 実験報告（２）

予備実験結果についてセミナー

を行い、実験結果について評価

する。 研究テーマに関する実験（４）

予備実験結果をふまえて、実際

に実験計画を遂行する。 研究テーマに関する実験（５） 実際に実験計画を遂行する。 研究テーマに関する実験（６）

実験結果をまとめ、解析、考察

する。 実験報告（３）

実験結果についてセミナーを行

い、実験結果について評価す

る。 文献セミナー

関連する薬物動態分野の最新の

文献をまとめてセミナーを行

う。 研究成果報告

年度末研究成果発表会で研究成

果を報告する。 実験・実習

実験・実習への取り組み態度、

研究成果、年度末研究成果発表

会の内容を総合的に評価する。

薬物動態科学特論、薬物動態科

学特殊研究Ⅳ。本科目で学ぶ知
識、実験手技は、薬物動態科学

特殊研究Ⅳを履修する上で必須

である。

2017 763026 薬物治療科学特殊研究Ⅲ

Advanced Reseach in

Pharmacotherapeutic Science Ⅲ

平松　正行(HIRAMATSU

Masayuki).間宮　隆吉(MAMIYA

Takayoshi)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

特殊研究 I、II で学んだこと、ま
た、関連科目の知識を整理、復

習しておくこと。

生体は外界からの情報に対し、神経系や免疫系を介して情報を

取込み、またこれらの系と内分泌系を外界の変化に適応させる

ため、生体内の情報ネットワークを巧妙に調節することによ
り、高次生命機能の発現やその制御・処理を行っている。薬物

治療科学特殊研究では、これらの基本原理を理解し、自然や社

会との関わりあいを通した生体機能制御について、モデル動物
などを用い、高次生命機能の発現とその制御・処理機構につい

て考究していく。今まで学んだ知識を活かし、個々の患者に

あった薬物治療を積極的に実践できるように、自ら学ぶ高い学
習意欲と基礎学力を身につけ、患者中心の医療を実践できる

「くすりの専門家」として貢献できる能力を身につける。

与えられた課題について、関連文献を調査・収集し、仮説、実

験計画をたて、仮説を検証するための実験を遂行できる。　ま
た、得られた結果を纏め、学会発表および、欧文専門雑誌に投

稿できる。 関連文献の調査・収集

先行研究の結果を調査し、情報

を整理し、発信できる。 検証のための仮説と実験計画

得られた情報から、仮説をた
て、検証するための実験計画を

立て、実行できる。 行動薬理学的試験（７）

カニュレーション手術を含む、
種々の薬物投与手法を用い、仮

説の検証実験を行える。 行動薬理学的試験（８）

学習・記憶機能に関連する行動
薬理学的手法を用い、仮説の検

証実験を行うことができる。 行動薬理学的試験（９）

その他の行動薬理学的手法を用
い、仮説の検証実験を行うこと

ができる。 生化学的試験（７）

脳内の神経伝達物質量の変動

を、高速液体クロマトグラフ法

により測定することにより、仮
説の検証実験を行うことができ

る。 生化学的試験（８）

脳内微量透析法を用い、仮説の

検証実験を行うことができる。 生化学的試験（９）

その他の生化学的手法を用い、
仮説の検証実験を行うことがで

きる。 分子生物学的試験（５）

核酸の抽出、および関連する遺

伝子発現量を リアルタイムRT-

PCR法などにより解析することが

できる。 分子生物学的試験（６）

関連タンパク質をウエスタンブ
ロット分析などにより解析する

ことができる。 組織化学的試験（５）

関連タンパク質を、免疫組織化
学的手法により解析することが

できる。 組織化学的試験（６）

その他の分子との相互作用を免
疫組織化学的手法により解析す

ることができる。

発表スライド作成、プレゼン

テーションスキルの習熟（３）

研究室内におけるセミナー等

で、進捗状況を逐次、中間発表
するとともに、関連学会で纏

まった研究成果を発表できる。

欧文学術雑誌への研究成果の投

稿

査読がある欧文学術雑誌に、纏
めた研究成果を学術論文として

投稿できる。 研究論文発表

研究成果を博士論文として纏め

始める。 実験・演習

実験・演習への取り組み態度、

研究成果発表、学術論文への投

稿、博士論文とその発表（公聴
会）、主査・副査による最終諮

問を総合的に評価する。

薬理系、神経科学系、薬物治療

系の関連科目を取得し、応用可
能な充分な知識を有しているこ

と。

2017 763027 薬物動態科学特殊研究Ⅲ

Advanced Reseach in

Pharmacokinetics and Drug Delivery

Science Ⅲ 丹羽　敏幸(NIWA　Toshiyuki)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

「薬物動態科学特殊研究Ⅰ」お

よび「薬物動態科学特殊研究

Ⅱ」の知識と技能を身につけて

おくこと．

薬物原体の基礎物性（粉体物性，溶解性，製剤物性）に基づ

き，その薬物を完成品としての医薬品製剤へと導く製剤開発
（処方設計と製剤化法の構築），および製剤分析に関する専門

知識と技術を習得する．また市販の医薬品製剤に施されている

特殊技術（添加剤，製剤化法，評価法）を文献や特許を駆使し

て検索し，それを発展的に応用する技能を身につける．

超低温粉砕法，湿式媒体粉砕法，噴霧乾燥法，噴霧凍結乾燥
法，流動層造粒法，乾式複合化法といった研究室独自の製剤化

技術にて得られた医薬品粒子の製剤特性（粉体物性・薬剤物
性）を的確に測定・評価し，適用する原薬を医薬品製剤の最終

剤形へと仕上げるために必要となる技術や処方設計，製法設計

を提案し，具現化する（製品化する）技能を身につけ，製薬会

社の製剤研究員としての素養を習得することを目標とする． 研究課題のポジショニング（1）

所属研究室にて公表された研究

成果（掲載論文，学会発表スラ
イド・ポスター）を調査し，自

身の研究内容の位置づけを図る

とともに，どこに新規性や進歩

性があるのかをを見い出す． 研究課題のポジショニング（2）

他大学の製剤系研究室にて公表

された研究成果（総説，掲載論
文，講演要旨）を調査し，自身

の研究内容の位置づけを図ると

ともに，どこに新規性や進歩性

があるのかをを見い出す． 最終製剤化技術の習得（1）

錠剤化技術（単発打錠，連続打

錠，OD錠，二層錠，OSDｒC

錠），並びに圧縮成形挙動を解

析する技能を習得する． 最終製剤化技術の習得（2）

流動層造粒・乾燥・コーティン

グ技術を習得するとともに，並

びに得られた造粒物の製剤特性

を評価する． 製剤化の立案（1）

原薬プロファイルに応じた製剤

化技術を提案する． 製剤化の立案（2）

選択した技術にて付与された製

剤特性を考慮し，機能を維持，
あるいは更なる機能性の向上を

図ることのできる処方（添加剤

の種類・グレード，成分組成）

を提案する． 製剤化の立案（3）

最終製剤（錠剤，カプセル剤，

OD錠，貼付剤，吸入剤，注射剤

等）へと仕上げる製剤化手法を

提案する． 製剤化の実施（1）

製剤化の立案（1）を具現化し，

機能性薬剤粒子を設計する． 製剤化の実施（2）

製剤化の立案（2）を具現化し，

付与したい機能が最大化する製

剤処方を構築し，改良型機能性

薬剤粒子を設計する． 製剤化の実施（3）

製剤化の立案（3）を具現化し，

最終製剤として完成させる． 医薬品製剤へ向けた更なる改良

実用化へ向けた問題点を見つ

け，その課題を克服する方策を

提案し，具現化する． 特許性の調査と出願

一連の研究内容に関する周辺特
許を調査し，新規性あるいは進

歩性を提案し，過去の技術と比

較して特許性が認められれば，

特許出願する． 実験データの総括

4半期ごとに成果物を報告書とし

てまとめ，研究室内の研究報告

会で進捗を報告する． 研究成果報告

製剤分野での学会あるいはシン

ポジウムにて研究成果を発表す

る．加えて，年度末研究成果発

表会で研究成果を報告する． 学術誌への投稿

修得した実験成果を論文スタイ

ルにまとめ，製剤化技術に関す

る専門誌，できれば国際ジャー

ナルに投稿する． 実験・実習

実験・実習への取り組み態度，

研究成果，公式な成果発表の内

容を総合的に評価する．

薬物動態科学特論，薬物動態科

学特殊研究Ⅰ，薬物動態科学特
殊研究Ⅱ．本科目で学ぶ知識と

実験手技は，薬物動態科学特殊

研究Ⅳを履修する上で必須であ

る．

2017 763028 病態解析科学特殊研究Ⅲ

Advanced Reseach in Molecular and

Cellular Pathogenesis Science Ⅲ

小田　彰史(ODA Akifumi).栗本

英治(KURIMOTO　Eiji)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

病態解析科学特殊研究Ⅰ、Ⅱの

内容をよく復習しておくこと。

予備計算の結果をふまえ、自ら研究テーマを設定する。研究の

実践と成果報告を通じて問題発見力と問題解決力の双方を身に

つける。また、研究に関連した文献を調査し、視野を広く保

自ら設定したテーマにおける研究を通じて、研究者として必要

な問題発見力と問題解決力の両方を習得することを目標とす

る。 個別研究 設定したテーマに関する研究 個別研究 設定したテーマに関する研究 個別研究 設定したテーマに関する研究 個別研究 設定したテーマに関する研究 個別研究 設定したテーマに関する研究 文献調査

研究テーマに関連した文献の調

査および読解 研究成果報告 研究成果発表および質疑応答 個別研究 設定したテーマに関する研究 個別研究 設定したテーマに関する研究 個別研究 設定したテーマに関する研究 個別研究 設定したテーマに関する研究 個別研究 設定したテーマに関する研究 個別研究 設定したテーマに関する研究 文献調査

研究テーマに関連した文献の調

査および読解 研究成果報告 研究成果発表および質疑応答 実験・セミナー形式

研究に取り組む態度および技術

の習熟度と、成果報告の内容か

ら評価する。

病態解析科学特論、病態解析科

学特殊研究Ⅰ、Ⅱ、Ⅳ。

2017 763052 環境衛生科学特殊研究Ⅳ
Advanced Reseach in Environmental

Hygiene Science Ⅳ 神野　透人(JINNO Hideto)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

環境衛生科学特論と環境衛生科

学特殊研究IおよびIIで習得した基
礎知識および実験手技を身につ

けていること。環境衛生科学特

殊研究IIIで得られた実験結果を理
解していること。

環境中あるいは食品中の化学物質によるホメオスタシスの破綻
について、標的となる生体分子を同定し、発症に至る分子機構

を解明することを研究目標とする。環境衛生科学特殊研究IVで

は、特殊研究IIIの研究テーマについて引き続き実験を遂行し、研
究をさらに発展させる。

設定した研究テーマについて、研究計画を基に実験を遂行し、

得られた結果を解析して、科学的かつ論理的に考察する。欧文

学術雑誌に研究成果を学術論文として投稿するとともに、学位
論文をとりまとめる。 文献セミナー

研究テーマに関連する最新の文
献をまとめてセミナーを行う。 個別テーマに関する研究(I)

研究計画にしたがって個別の研
究テーマに関する実験を行う。 個別テーマに関する研究(II)

研究計画にしたがって個別の研
究テーマに関する実験を行う。 個別テーマに関する研究(III)

研究計画にしたがって個別の研
究テーマに関する実験を行う。 実験セミナー

研究成果をセミナーで報告し、

追加データの必要性を判断す
る。 個別テーマに関する研究(IV)

研究計画にしたがって個別の研
究テーマに関する実験を行う。 個別テーマに関する研究(V)

研究計画にしたがって個別の研
究テーマに関する実験を行う。 個別テーマに関する研究(VI)

研究計画にしたがって個別の研
究テーマに関する実験を行う。

欧文学術雑誌への研究成果の投
稿(I)

研究成果を欧文学術雑誌に学術
論文として投稿する。

欧文学術雑誌への研究成果の投
稿(II)

研究成果を欧文学術雑誌に学術
論文として投稿する。 学位論文(I)

研究成果を基に学位論文を取り
纏める。 学位論文(II)

研究成果を基に学位論文を取り
纏める。 学位論文(III)

研究成果を基に学位論文を取り
纏める。 学位論文(IV)

研究成果を基に学位論文を取り
纏める。 学位論文(V)

研究成果を基に学位論文を取り
纏める。 実験およびセミナー

実験およびセミナーへの取り組

み態度、学会発表内容、学術論
文の内容を総合的に評価する。

関連科目： 環境衛生科学特論、

環境衛生科学特殊研究I、IIおよび
III。

2017 763053 環境衛生科学特殊研究Ⅳ
Advanced Reseach in Environmental

Hygiene Science Ⅳ
井藤　千裕(ITO　Chihiro).高谷
芳明(TAKAYA　Yoshiaki)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

医薬資源化学、有機化学、生化
学、構造解析学など、関連する

学部の科目群の復習をし、内容
を十分に理解しておくこと。

本研究は、自然環境からの新規シーズ分子の探索研究から分子

標的薬の創製を目的とする。新規シーズ分子の探索研究の最終
段階として、in silico 解析およびproteomics解析用いた標的タンパ

ク質の同定に関する一般的な基礎理論と実験手法を習得する。
また、関連の論文情報を収集する技術を身につける。

in silico 解析を用いた標的タンパク質の同定ができる。 Proteomics

解析を用いた標的タンパク質の同定ができる。 これまでに得ら
れた成果を論文にまとめる。

in silico 解析を用いた標的タンパ
ク質の同定1

統合計算化学ソフトMOEの

Structure-based Drug Design

(SBDD) を用いた低分子とタンパ
ク質のドッキングシミュレー

ションについて、文献、書籍等
を通して理解を深める。

in silico 解析を用いた標的タンパ
ク質の同定2

統合計算化学ソフトMOEのSBDD

を用いた低分子とタンパク質の

ドッキングシミュレーションの
基礎的技術を習得する。

in silico 解析を用いた標的タンパ
ク質の同定3

統合計算化学ソフトMOEのSBDD

を用い、生物活性シーズ分子と
結晶構造が明らかなヒト細胞内

タンパク質のドッキングシミュ
レーションを実施する。

in silico 解析を用いた標的タンパ
ク質の同定4

ドッキングシミュレーションの
結果より、結合定数の高い標的

タンパクについて機能的分類を
行う。

Proteomics解析を用いた標的タン
パク質の同定1

Proteomics解析を用いた標的タン

パク質の同定について、文献、
書籍等を通して理解を深める。

Proteomics解析を用いた標的タン
パク質の同定2

Proteomics解析を用いた標的タン

パク質の同定の基礎的技術を習
得する。

Proteomics解析を用いた標的タン
パク質の同定3

生物活性シーズ分子を添加した

がん細胞などについて、ナノフ
ロー4重極TOF質量分析計とタン

パク質データベースから変動す
るタンパク質を同定する。 標的タンパク質の同定

in silico 解析およびproteomics解析

の結果を統合的に解析し、標的
分子を絞り込む。 論文作成１

得られた研究結果を論文にまと

めるべく、その背景について追
加調査する。 論文作成２

得られた研究結果を論文にまと

めるべく、データの整理および
必要なデータを取捨選択する。 論文作成３

得られた研究結果を論文にまと

めるべく、捕捉すべきデータを
収集する。 論文作成４

得られた研究結果をもとに論文
を作成する。 研究成果発表１

研究室内セミナーで研究成果を
発表する。 研究成果発表２

関連学会で研究成果を発表す
る。 研究成果報告

博士論文発表会で研究成果を報
告する。 実験•実習

実験•実習への取り組み態度、研

究成果、年度末研究成果発表会
の内容を総合的に評価する。

環境衛生科学特論、環境衛生科
学特殊研究Ⅰ〜Ⅲ。

2017 763054 環境衛生科学特殊研究Ⅳ

Advanced Reseach in Environmental

Hygiene Science Ⅳ 二改　俊章(NIKAI　Toshiaki)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

微生物学、免疫学、臨床微生物
学、タンパク質化学の内容を理

解する。真菌学及び生化学の内

容を十分に理解しておくこと。

病原細菌、病原真菌及び蛇毒の産生する毒素、酵素など生理活

性物質の産生性、病理及び動物実験等に関する実験手法を修得

する。また、論文情報の収集能力を身につける。

病原細菌、病原真菌の取り扱い、培養法、保存法の取り扱い技

術、微生物学または蛇毒より精製した生理活性物質の生物学的
性質、解析方法を修得する。また、それらの理論について文献

を通して理解する。学会発表への対応および学位論文を完成

し、学会誌に投稿する。 真菌感染症の治療研究（4）

各種培養細胞の取り扱いの技術

を身につける。その1 真菌感染症の治療研究（5）

各種培養細胞の取り扱いの技術

を身につける。その2 真菌感染症の治療研究（6）

各種培養細胞の取り扱いの技術

を身につける。その3 真菌感染症の治療研究（7）

各種培養細胞の取り扱いの技術

を身につける。その4 真菌感染症の治療研究（8）

各種培養細胞に対する真菌由来

の病原因子の傷害作用の手技を

身につける。その1 真菌感染症の治療研究（9）

各種培養細胞に対する真菌由来

の病原因子の傷害作用の手技を

身につける。その2 真菌感染症の治療研究（10）

真菌由来のインヒビターの真菌
由来の病原因子の傷害作用の阻

害についての手法を身につけ

る。 研究成果のまとめ（1）

実験データをまとめ不足の実験

を実施する。その1 研究成果のまとめ（2）

実験データをまとめ不足の実験

を実施する。その2 研究成果を学会で発表する 学会発表の準備をする。 学会誌への投稿（1） 投稿用論文の作成。その1 学会誌への投稿（2） 投稿用論文の作成。その2 学位論文の作成（1） 学位論文を作成する。その1 学位論文の作成（2） 学位論文の作成（1） 学位論文発表に関する質疑応答

学位論文発表における質疑応答

を身につける。 実験・実習・論文投稿

実験・実習の取り組み態度、研

究成果、年度末研究成果発表会

の内容を総合的に判断する。

環境衛生科学特論、環境衛生化

学特殊研究Ⅱ。本科目で学ぶ知
識・実験手法は、環境衛生化学

特殊研究Ⅱを履修する上で必須

である。

2017 763055 環境衛生科学特殊研究Ⅳ

Advanced Reseach in Environmental

Hygiene Science Ⅳ 高谷　芳明(TAKAYA　Yoshiaki)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

医薬資源化学、有機化学、生化

学、構造解析学など、関連する

学部の科目群の復習をし、内容

を十分に理解しておくこと。

本研究は、自然環境からの新規シーズ分子の探索研究から分子
標的薬の創製を目的とする。新規シーズ分子の探索研究の最終

段階として、in silico 解析およびproteomics解析用いた標的タンパ

ク質の同定に関する一般的な基礎理論と実験手法を習得する。

また、関連の論文情報を収集する技術を身につける。

in silico 解析を用いた標的タンパク質の同定ができる。 Proteomics

解析を用いた標的タンパク質の同定ができる。 これまでに得ら

れた成果を論文にまとめる。

in silico 解析を用いた標的タンパ

ク質の同定1

統合計算化学ソフトMOEの

Structure-based Drug Design

(SBDD) を用いた低分子とタンパ

ク質のドッキングシミュレー

ションについて、文献、書籍等

を通して理解を深める。

in silico 解析を用いた標的タンパ

ク質の同定2

統合計算化学ソフトMOEのSBDD

を用いた低分子とタンパク質の

ドッキングシミュレーションの

基礎的技術を習得する。

in silico 解析を用いた標的タンパ

ク質の同定3

統合計算化学ソフトMOEのSBDD

を用い、生物活性シーズ分子と

結晶構造が明らかなヒト細胞内

タンパク質のドッキングシミュ

レーションを実施する。

in silico 解析を用いた標的タンパ

ク質の同定4

ドッキングシミュレーションの

結果より、結合定数の高い標的

タンパクについて機能的分類を

行う。

Proteomics解析を用いた標的タン

パク質の同定1

Proteomics解析を用いた標的タン

パク質の同定について、文献、

書籍等を通して理解を深める。

Proteomics解析を用いた標的タン

パク質の同定2

Proteomics解析を用いた標的タン

パク質の同定の基礎的技術を習

得する。

Proteomics解析を用いた標的タン

パク質の同定3

生物活性シーズ分子を添加した
がん細胞などについて、ナノフ

ロー4重極TOF質量分析計とタン

パク質データベースから変動す

るタンパク質を同定する。 標的タンパク質の同定

in silico 解析およびproteomics解析

の結果を統合的に解析し、標的

分子を絞り込む。 論文作成１

得られた研究結果を論文にまと

めるべく、その背景について追

加調査する。 論文作成２

得られた研究結果を論文にまと

めるべく、データの整理および

必要なデータを取捨選択する。 論文作成３

得られた研究結果を論文にまと

めるべく、捕捉すべきデータを

収集する。 論文作成４

得られた研究結果をもとに論文

を作成する。 研究成果発表１

研究室内セミナーで研究成果を

発表する。 研究成果発表２

関連学会で研究成果を発表す

る。 研究成果報告

博士論文発表会で研究成果を報

告する。 実験•実習

実験•実習への取り組み態度、研

究成果、年度末研究成果発表会

の内容を総合的に評価する。

環境衛生科学特論、環境衛生科

学特殊研究Ⅰ〜Ⅲ。

2017 763056 環境衛生科学特殊研究Ⅳ
Advanced Reseach in Environmental

Hygiene Science Ⅳ 打矢　恵一(UCHIYA　Keiichi)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

微生物学、免疫学の内容を十分
理解しておくこと。

環境衛生科学分野における一般的な理論と実験手法、また、論
文情報を収集する技術を身につける。

分子疫学解析、ゲノム解析、バイオインフォマティクス解析、
さらに比較ゲノム解析法の技術を習得する。 分子疫学解析 （Ⅰ）

Pulsed-field gel electrophoresis

(PFGE)解析の技術を身につける。 分子疫学解析 （Ⅱ）

Variable number of tandem repeats

(VNTR)解析の技術を身につけ
る。 分子疫学解析 （Ⅲ）

Restriction fragment length

polymorphism (RFLP)解析の技術を
身につける。 分子疫学解析 （Ⅳ）

Fitch-Margoliash法等による系統樹
解析の技術を身につける。 ゲノム解析 （Ⅰ）

次世代シーケンサー等による塩

基配列決定の技術を身につけ
る。 ゲノム解析 （Ⅱ）

アノテーション解析の技術を身
につける。

バイオインフォマティクス解析
（Ⅰ）

NCBIを利用したゲノム検索等の技
術を身につける。

バイオインフォマティクス解析
（Ⅱ）

BLASTやBLASTPによる遺伝子や

タンパク質の相同性解析の技術
を身につける。

バイオインフォマティクス解析
（Ⅲ）

Insertion sequence (IS)-Finderによ

るIS elements同定の技術を身につ
ける。

バイオインフォマティクス解析
（Ⅳ）

tRNAscan-SEによるtRNA同定の技
術を身につける。

バイオインフォマティクス解析
（Ⅴ）

RNAmmerによるrRNA同定の技術
を身につける。

バイオインフォマティクス解析
（Ⅵ）

Prophage finderによるphage領域同
定の技術を身につける。 比較ゲノム解析 （Ⅰ）

Mauveによるゲノム比較の技術を
身につける。 比較ゲノム解析 （Ⅱ）

MUMmerによるゲノム比較の技術
を身につける。 研究成果報告

年度末研究成果発表会で研究成
果を報告する。 実験・実習

実験・実習への取り組み態度、

研究成果、年度末研究成果発表
会の内容を総合的に評価する。

環境衛生科学特論、環境衛生科

学特殊研究Ⅱ。本科目で学ぶ知

識・実験手技は、環境衛生科学
特殊研究Ⅲを履修する上で必須

2017 763057 環境衛生科学特殊研究Ⅳ

Advanced Reseach in Environmental

Hygiene Science Ⅳ 小森　由美子(KOMORI　Yumiko)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

遺伝子解析の手法、タンパク質
の分析手法、コンピューターを

用いた分子モデリングなどにつ

いて習熟しておくこと。

微生物やその遺伝子、産生する生理活性物質について、様々な
実験手法を活用して検索を行う。また微生物、感染症、疫学情

報などに関する論文情報を収集して内容を理解し、自身でも論

文作成ができるようにする。

3年間で得られたデータをもとに、英語での論文作成や学会発表

ができるようにする。 生理活性物質の構造と機能(1)

これまでに単離、解析した物質
のデータをもとに、コンピュー

ターモデリングなどの手法によ

り立体構造の推定を行う。 生理活性物質の構造と機能(2)

コンピューターモデルと既知物

質の比較のため、情報検索を行

う。 生理活性物質の構造と機能(3)

既知物質との比較において、生

理活性などの機能について解析

を行う。 生理活性物質の構造と機能(4)

生理活性物質の構造と機能につ

いて、様々なデータの解釈を行

う。 生理活性物質の構造と機能(5)

得られたすべてのデータを整理

し、必要な追加実験を行う。 文献調査(1)

3年間の実験で得られたデータを
学会発表や論文作成に使用する

ため、必要な論文などの収集を

行う。 文献調査(2)

収集した論文などの読み込みと

解釈を行う。 学会発表(1)

3年間の実験で得られたデータを

学会で発表するため、資料作成

を行う。 学会発表(2)

学会発表のためのプレゼンテー

ション準備を行う。 投稿論文作成(1)

研究成果を学術誌に投稿するた

め、日本語の論文としてまとめ

る。 投稿論文作成(2)

研究成果を学術誌に投稿するた

め、英語論文としてまとめる。 博士論文作成(1)

博士論文作成に必要な文献情報

収集、資料作成を行う。 博士論文作成(2)

博士論文作成のための適切な図

表作成、プレゼンテーション用

の資料作成を行う。 博士論文作成(3) 博士論文を完成する。 博士論文発表準備

研究室内でのプレゼンテーショ

ン練習を通して、質疑応答を行

う能力を身に着ける。 実験・実習

実験・実習への取り組み態度、

研究成果、博士論文の内容を総

合的に評価する。

細胞培養、遺伝子の取り扱い、
コンピューターを用いたタンパ

ク質モデリングなどに関する知

識が必要である。

2017 763058 医療情報科学特殊研究Ⅳ

Advanced Reseach in Health Care

Information Science Ⅳ

亀井　浩行(KAMEI　Hiroyuki).半谷

眞七子(HANYA　Manako)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

薬物治療法の開発・確立のため

の一般的な基礎理論を十分理解

しておくこと。

得られた研究結果を科学的かつ理論的に解析し、さらにこれま

でに報告されている論文情報との整合性、新規性について考察

を加えることにより、その研究成果を博士論文としてまとめ

る。

薬物治療法の開発・確立のために、得られた研究結果を科学的

かつ理論的に解析し、この解析結果に対して既に報告されてい

る論文情報との整合性、新規性について考察できるよう研究指

導を行い、博士論文作成へ導く。 臨床試験の実施１

立案した臨床試験を具体的に遂

行し、症例数確保後、データ集

計を行う。 臨床試験の実施２

立案した臨床試験を具体的に遂

行し、症例数確保後、データ集

計、解析を継続する。 臨床試験の実施３

先行研究や他の論文情報より、

得られた知見との整合性につい

て検討する。 臨床試験の実施４

先行研究や他の論文情報より、

得られた研究結果の新規性に関

する解析を追加する。 臨床試験の実施５

先行研究や他の論文情報より、

得られた研究結果に対する考察

を検討する。 臨床試験の実施６

先行研究や他の論文情報より、

得られた研究結果との矛盾点に

ついて検討する。 臨床試験の実施７

先行研究や他の論文情報より、

得られた研究結果との整合性に

ついて検討する。 臨床試験の実施８

先行研究や他の論文情報より、

得られた研究結果との矛盾点と

整合性の関連性について検討す

る。 臨床試験の実施９

先行研究や他の論文情報より、

得られた研究結果との矛盾点と

整合性の関連性の検討から、新

たな解析を行う。 臨床試験の実施１０

先行研究や他の論文情報より、

得られた研究結果との矛盾点と

整合性の関連性の検討から、新

たな解析結果の考察を加える。 臨床試験の実施１１

新たな解析結果から、研究論文

のまとめを行う。 臨床試験の実施１２ 研究論文の作成に着手する。 臨床試験の実施１３ 研究論文を完成させる。 発表スキル

研究室内セミナーもしくは関連

学会での研究成果発表を通し、

資料作成手技およびプレゼン

テーション能力を身につける。 博士論文の審査

博士論文の発表会で研究成果を

報告する。 実習

実習への取り組み態度、研究成

果、博士論文の審査の内容を総

合的に評価する。

本科目で学ぶ知識、手技は医療

情報科学特殊研究を履修する上

で必須である。

2017 763059 医療情報科学特殊研究Ⅳ

Advanced Reseach in Health Care

Information Science Ⅳ

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

医療情報科学特殊研究IIIで学んだ

内容を十分に理解しておくこ

と。

医療情報科学特殊研究Ⅰ,II,IIIで学んだ基本的な能力をもとに、医
療情報に基づいて、薬物治療を臨床薬理学的・薬剤疫学的に評

価する研究を立案し、具体的に実践し、その結果を学術論文と

してまとめる。

医療情報科学特殊研究IIIで身につけた能力を基に、薬物治療の適

正化を推進するため、その有効性・安全性・経済性の評価に関
する一般的な基礎理論と研究手法を実践的に応用し、研究計

画、研究実践、研究結果評価、結論の導出を行い、学術論文と

してまとめることができる。 医薬品情報データベース

医薬品情報データベースの特
徴、構造をふまえ網羅的な文献

検索の実施について、後輩の指

導ができる。

研究テーマの背景に関する関連

論文のまとめ１

関連論文の内容をまとめ、関連

分野の研究動向を把握し、一覧

化及び文書化する。 

研究テーマの背景に関する関連

論文のまとめ２

関連論文のまとめと、これまで
に行ってきた研究結果との整合

性を確認し、必要な追加研究な

どを精査する。 論文（草稿）の作成 

これまでの研究結果を踏まえ

て、学術論文としての草稿を作

成する。 研究発表１

研究室内セミナーおよび関連学

会で研究成果発表を発表する。  研究発表２

関連学会で他の研究者と議論す
ることにより、自らの研究成果

を振り返ると共に、新たな情報

を得る。  研究発表３

専門誌に自身の研究成果を発表

することで，社会に対して情報

発信する。  論文の推敲１

研究結果と関連論文を材料に、

博士論文にまとめる。  論文の推敲２

作成した論文を元に、担当教員

と内容について議論し、論文を

完成させる。  博士論文発表会

博士論文発表会で研究成果を報

告する。  実習・調査・演習、指導

実習・調査への取り組み態度、

研究成果、年度末成果発表会の

内容を総合的に評価する。

医療情報科学特論、医療情報科

学特殊研究III。

2017 763060 医療情報科学特殊研究Ⅳ

Advanced Reseach in Health Care

Information Science Ⅳ 大津　史子(OTSU　Fumiko)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

医療情報科学特殊研究IIIで学んだ
内容を十分に理解しておくこ

と。

医療情報科学特殊研究Ⅰ,II,IIIで学んだ基本的な能力をもとに、医

療情報に基づいて、薬物治療を臨床薬理学的・薬剤疫学的に評
価する研究を立案し、具体的に実践し、その結果を学術論文と

してまとめる。

医療情報科学特殊研究IIIで身につけた能力を基に、薬物治療の適

正化を推進するため、その有効性・安全性・経済性の評価に関

する一般的な基礎理論と研究手法を実践的に応用し、研究計
画、研究実践、研究結果評価、結論の導出を行い、学術論文と

してまとめることができる。 医薬品情報データベース

医薬品情報データベースの特

徴、構造をふまえ網羅的な文献
検索の実施について、後輩の指

導ができる。

研究テーマの背景に関する関連

論文のまとめ１

関連論文の内容をまとめ、関連
分野の研究動向を把握し、一覧

化及び文書化する。 

研究テーマの背景に関する関連

論文のまとめ２

関連論文のまとめと、これまで

に行ってきた研究結果との整合
性を確認し、必要な追加研究な

どを精査する。 論文（草稿）の作成 

これまでの研究結果を踏まえ
て、学術論文としての草稿を作

成する。 研究発表１

研究室内セミナーおよび関連学

会で研究成果発表を発表する。  研究発表２

関連学会で他の研究者と議論す

ることにより、自らの研究成果
を振り返ると共に、新たな情報

を得る。  研究発表３

専門誌に自身の研究成果を発表
することで，社会に対して情報

発信する。  論文の推敲１

研究結果と関連論文を材料に、

博士論文にまとめる。  論文の推敲２

作成した論文を元に、担当教員
と内容について議論し、論文を

完成させる。  博士論文発表会

博士論文発表会で研究成果を報

告する。  研究・発表

研究への取り組み態度、研究成
果、学会発表、博士論文発表会

の内容を総合的に評価する。

医療情報科学特殊研究I,II,IIIを履修

していること。

2017 763061 医療情報科学特殊研究Ⅳ
Advanced Reseach in Health Care

Information Science Ⅳ 永松　正(NAGAMATSU　Tadashi)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

特殊研究Ⅰ、Ⅱ、Ⅲをマスター
しておくこと

糖尿病性腎症の発症原因としてコレステロール存在下で作成し
た、AGE凝集タンパク質が重要な役割を演じることを証明する。

研究の目的を理解し、文献を調査し、仮説を立て、実験計画を

立案し、実験準備・前実験を行い、実験を実施し、データーを
解析し、統計学的処理ができる。 関係する学会で研究発表をす

る。 論文が書けるためのデーターの取得、解析、まとめを行
い、論文を投稿できる。

AGE-CHO-凝集タンパク質による
メサンギウム細胞の酸性化にア

クアポリンが関係していること
の実証１

ヒトメサンギウム細胞の培養、
ヒト血清アルブミンによるAGE-

CHO-凝集タンパク質の調製。文
献講読と議論

AGE-CHO-凝集タンパク質による

メサンギウム細胞の酸性化の実
証２

メサンギウム細胞内pHの測定法

の検討、細胞培養液のpHの測定
法の検討

AGE-CHO-凝集タンパク質による

メサンギウム細胞の酸性化の実
証３

メサンギウム細胞にAGE-CHO-凝
集タンパク質を取り込ませたと

きの細胞内pHおよび培養液pHの
測定。

AGE-CHO-凝集タンパク質による
ポドサイトの酸性化の実証1

温度感受性ポドサイトの培養方
法について、文献調査

AGE-CHO-凝集タンパク質による

ポドサイト細胞の酸性化の実証
２

ポドサイトにAGE-CHO-凝集タン
パク質を取り込ませたときの細

胞内pHの変化をタイムラプスで
観察

AGE-CHO-凝集タンパク質による
ポドサイトの酸性化の実証３

ポドサイトにAGE-CHO-凝集タン

パク質を取り込ませたときの細
胞内pHの変化を酸性インディ

ケータで染色して測定し、オー
ルインワンで観察

酸性溶液によるポドサイトの酸
性化の実証

ポドサイトを酸性溶液に暴露し

たときの細胞内pHの変化を酸性
インディケータで染色して測定

し、オールインワンで観察す
る。

AGE-CHO-凝集タンパク質による

メサンギウム細胞からの走化性
因子の発現についての検討

メサンギウム細胞にAGE-CHO-凝

集タンパク質を取り込ませ、そ
の培養上清を採取し、ボイデン

チャンバーで、RAW cellの走化性
を検討する。

糖尿病マウスの血液中に存在す
る走化性因子を探索する。１

糖尿病マウスから採血し、ボイ

デンチャンバーで走化性因子の
有無を検討する。

糖尿病マウスの血液中に存在す
る走化性因子を探索する。２

糖尿病マウスの血液中に走化性

因子が見出されたとき、その分
子の同定を行う。

糖尿病マウスの血液中に存在す
る走化性因子を探索する。３

走化性因子のポドサイトに及ぼ

す影響を検討する。サイトカイ
ンとの発現との関係を調べる。

糖尿病マウスの血液中に存在す
る走化性因子を探索する。４

走化性因子のポドサイトに及ぼ

す影響を検討する。酸性化との
関係を調べる。

糖尿病マウスの血液中に存在す
る走化性因子を探索する。5 データ検討と学会発表

実験データーのまとめについて
の議論1

AGE-CHO-凝集タンパク質による

腎糸球体障害性について総合的
な観点で議論する。

実験データーのまとめについて
の議論２

AGE-CHO-凝集タンパク質による

腎糸球体障害性について総合的
な観点で議論する。

実験とディスカッション デー
ターのプレゼンテーション

研究室における技能態度40％ 学

会での研究発表での質疑応答の
内容・態度10％ 論文講読・学部

生の指導態度20％ 投稿論文内容
30％ 特になし

2017 763062 病態解析科学特殊研究Ⅳ
Advanced Reseach in Molecular and

Cellular Pathogenesis Science Ⅳ
金田　典雄(KANEDA　Norio).村田
富保(MURATA　Tomiyasu)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

病態解析科学特論の内容と特殊

研究I〜IIIで習得した手技を正しく
理解しておくこと。

特殊研究IVでは特殊研究I〜IIIで得られた研究成果をさらに深く追

求するとともに、学位論文としてまとめる。実験結果について
の討議を通して、科学的思考力を涵養する。また関連する他の

研究論文の内容と自らの研究成果の位置づけを明らかにしつ
つ、学位論文を作成する。

特殊研究I〜IVで行った実験とそこから得られた新たな知見をこ

れまでに得られている過去の学術的知見との関連性の中でで議
論し、学位論文としてまとめ、発表する。 個別実験１ 個別研究テーマに関する実験 個別実験２ 個別研究テーマに関する実験 個別実験３ 個別研究テーマに関する実験 英文論文読解

最新の関連英文論文の紹介と討
議 個別実験４ 個別研究テーマに関する実験 個別実験５ 個別研究テーマに関する実験 個別実験６ 個別研究テーマに関する実験 研究経過の中間まとめ

研究経過の中間まとめと質疑応
答 学位論文の作成１ 学位論文の執筆 学位論文の作成２ 学位論文の執筆 学位論文の作成３ 学位論文の執筆 学位論文の作成４ 学位論文の執筆 学位論文の作成５ 学位論文の執筆 学位論文の作成と発表練習 学位論文の執筆と発表練習 学位論文の発表

学位論文の仕上げと発表、質疑
応答 実験・セミナー形式

実験に取り組む態度、関連分野

の知識、研究室セミナーにおけ
る実験結果の報告と討議内容等

に加え、学位論文の内容と発表
態度、質疑応答から総合的に評

関連科目：病態解析科学特論、

病態解析科学特殊研究I、IIおよび
III

2017 763063 病態解析科学特殊研究Ⅳ

Advanced Reseach in Molecular and

Cellular Pathogenesis Science Ⅳ 早川　伸樹(HAYAKAWA Nobuki)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

解剖学、生理学、生化学、分子

生物学、免疫学に基づいた内科

学の内容を十分に理解しておく

こと。

疾患の原因となる生体変化や疾患に特有の生体変化を生理学

的、生化学的、分子生物学的に的確に評価する。診断・治療技

術への応用に関する研究を行い、疾患の原因究明と診断・治療

法の開発に貢献することを研究目標とする。

担当患者のカルテ、インタビューなどから患者の情報を抽出し

て、その疾患における生体変化を把握できる。個々の患者にお

ける薬物療法の適正使用について評価し、処方提案を加えるこ

とができる。 臨床医学研究1

2型糖尿病について個々の症例を
担当し、その病態を理解する。

また薬物療法における適正使用

について評価して処方提案を加

える。 臨床医学研究2

1型糖尿病について個々の症例を
担当し、その病態を理解する。

また薬物療法における適正使用

について評価して処方提案を加

える。 臨床医学研究3

低血糖症について個々の症例を
担当し、その病態を理解する。

また薬物療法における適正使用

について評価して処方提案を加

える。 臨床医学研究4

下垂体前葉機能低下症について
個々の症例を担当し、その病態

を理解する。また薬物療法にお

ける適正使用について評価して

処方提案を加える。 臨床医学研究5

下垂体後葉疾患について個々の
症例を担当し、その病態を理解

する。また薬物療法における適

正使用について評価して処方提

案を加える。 医療薬学研究1

「臨床医学研究」における骨粗

鬆症症例に対する治療薬に分子

生物学的な機序の解明を加え

る。 医療薬学研究2

「臨床医学研究」における副腎

皮質機能低下症症例に対する治

療薬に分子生物学的な機序の解

明を加える。 臨床調査研究1

「臨床医学研究」および「医療

薬学研究」と共に骨粗鬆症にお
ける臨床調査（薬剤の適正使用

に関する調査研究、服薬アドヒ

アランスに関する調査研究な

ど）を共同で実施する。 臨床調査研究2

「臨床医学研究」および「医療

薬学研究」と共に副腎皮質機能
低下症における臨床調査（薬剤

の適正使用に関する調査研究、

服薬アドヒアランスに関する調

査研究など）を共同で実施す 担当患者に関する症例検討会1

低血糖について症例検討会を開

催し、問題点を抽出して病態の

理解を深める。 担当患者に関する症例検討会2

下垂体疾患について症例検討会

を開催し、問題点を抽出して病

態の理解を深める。 文献検索1

骨粗鬆症の病態および治療に係

る知見を深める。 文献検索2

メタボリック症候群の病態およ

び治療に係る知見を深める。 発表スキル

セミナーおよび関連学会での発

表を通し、資料作成能力および

プレゼンテーション能力を高め

る。 研究成果報告

研究成果のまとめを発表し、質

疑応答を加える。 実地研修、オムニバス講義

研修態度、レポートおよび研修

内容の理解度より総合的に評価

する。

2017 763064 病態解析科学特殊研究Ⅳ

Advanced Reseach in Molecular and

Cellular Pathogenesis Science Ⅳ

山田　修平(YAMADA Shuhei).豊田

行康(TOYODA　Yukiyasu)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

分析化学、生化学、分子生物学

等で学んだ内容を十分理解して

おくこと。また、得られた実験
結果について、よく考察するこ

と。

病態解析科学特殊研究Ⅰ～Ⅲで得られた、糖および関連酵素の

生体内における役割や働きについての具体的な研究結果につい
て、科学的かつ理論的に解析し、さらにこれまでに報告されて

いる論文情報との整合性、新規性について考察を加えることに

より、その研究成果を関係学会で認められる博士論文にまとめ
る。 なお、連携・関連医療施設にて臨床研修を実践しながら研

究を実施することがある。

病態解析科学に関する一般的な基礎理論と実験手法を習得す
る。また、病態解析科学に関する論文情報を収集する技術を身

につける。 応用実験１

糖代謝および糖質関連疾患の病
態解明と治療法の開発を目指す

実験１ 応用実験２

糖代謝および糖質関連疾患の病
態解明と治療法の開発を目指す

実験２ 応用実験３

糖代謝および糖質関連疾患の病
態解明と治療法の開発を目指す

実験３ 応用実験４

糖代謝および糖質関連疾患の病
態解明と治療法の開発を目指す

実験４ 応用実験５

糖代謝および糖質関連疾患の病
態解明と治療法の開発を目指す

実験５ 応用実験６

糖代謝および糖質関連疾患の病
態解明と治療法の開発を目指す

実験６ 応用実験７

糖代謝および糖質関連疾患の病
態解明と治療法の開発を目指す

実験７ 応用実験８

糖代謝および糖質関連疾患の病
態解明と治療法の開発を目指す

実験８ 応用実験９

糖代謝および糖質関連疾患の病
態解明と治療法の開発を目指す

実験９ 応用実験１０

糖代謝および糖質関連疾患の病
態解明と治療法の開発を目指す

実験１０ 応用実験１１

糖代謝および糖質関連疾患の病
態解明と治療法の開発を目指す

実験１１ 応用実験１２

糖代謝および糖質関連疾患の病
態解明と治療法の開発を目指す

実験１２ 応用実験１３

糖代謝および糖質関連疾患の病
態解明と治療法の開発を目指す

実験１３ 結果のまとめ１ プレゼンテーション資料作成 結果のまとめ２ 研究成果報告 実験•セミナー形式

実験への取り組み姿勢、実験技
術の理解•習得度、実験結果の解

析能力、関連分野の知識の習熟

度、成果のまとめ方、プレゼン
テーションの仕方を総合的に評

価する。

関連科目：病態解析科学特論、

病態解析科学特殊研究I、II、III。

2017 763065 病態解析科学特殊研究Ⅳ
Advanced Reseach in Molecular and

Cellular Pathogenesis Science Ⅳ 湯川　和典(YUKAWA　Kazunori)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

自身が立案した研究計画に関連

する論文を収集し、理解してお
くこと。

病態解析科学特殊研究では、疾患の原因となる生体変化や疾病

に特有の生体変化の生理学的・生化学的・分子生物学的な評価

と診断・治療技術への応用に関する研究を行い、疾患の原因究
明と診断・治療法の開発に貢献することを研究目標とする。

特殊研究IIIの研究計画の結果を科学英語論文として国際誌に発表

し、自身が立案して得られた知見を世界に向けて発信していく
ための基本的資質を習得する。 実験データをまとめる

実験データの統計解析、データ
の図表化（パワーポイント） 研究室内で研究内容の発表

研究背景、目的、実験データを
パワーポイントにまとめ、研究

室内で指導教員、副指導教員、

研究室メンバーと協議し、論文

発表のために必要な実験を整理
する。 補充実験

論文発表のために、必要な実験
を遂行し結果を得る。 論文を書く（１）

実験方法の記載と、図表の説明
文を英語で記載する。 論文を書く（２） 実験結果を英語で記載する。 論文を書く（３）

関連論文をもとに研究の背景と

問題点を整理し、introductionを英
語で記載する。 論文を書く（４）

研究結果についてのdiscussionを
英語で記載する。 論文の校正

完成した科学英語論文について
指導教員と副指導教員と協議し

論文の校正を行う。英文につい

てはネイティブスピーカーの科

学者の英文校正を受け研究内容
について第３者からの意見も参 論文の投稿

論文内容に適合する科学雑誌の

投稿規程を熟読し、投稿規程に

合わせて論文と図表を編集して
論文の投稿を行う。 査読結果への対応（１）

却下の場合は、別の科学雑誌へ

投稿を行う。要改訂の場合で追

加実験が必要な時には、追加実
験を行う。 査読結果への対応（２）

要改訂で査読者から質問がある

場合には、質問に的確に回答

し、追加実験結果を含めて論文

を改訂し改訂版を出版社に送付
する。 薬学博士学位論文をまとめる

博士課程在学中に発表した論文

を基にして薬学博士学位論文を
まとめる。 学位論文について協議

完成した学位論文について、主

査および副査と協議し改訂作業
を行う。 学位論文発表の準備

学位論文の内容を口頭発表する

ためのパワーポイントを作成す
る。 学位論文発表会

学位論文について学位論文発表

会で口頭発表を行い、質疑に対
して的確に応答する。

実験・実習、論文執筆、論文内
容の口頭発表

実験・実習への取り組み姿勢、

研究成果、学位論文発表会の内
容を総合的に判断する。 病態解析科学特論

2017 763066 薬物治療科学特殊研究Ⅳ

Advanced Reseach in

Pharmacotherapeutic Science Ⅳ 能勢　充彦(NOSE　Mitsuhiko)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

薬用植物学、生薬学、天然物化
学、漢方医学（伝統医学）、食

品機能化学などへの一般的な理

解と、それらに纏わる諸問題を
科学的に解析し、評価するため

の目的意識をもつこと。

疾患の予防や治療のために、漢方医学をはじめとする伝統医
学、さらには民間療法などの有用性を科学的に解析・評価し、

セルフメディケーションならびに新たな治療法として提案する

ことを目的に研究活動を行う。 「歴史の伝承」を背負い、「創
薬や育薬の先端」を受け持つ学問分野から、国民の健康の維

持・増進に寄与することを目的とする。

薬物治療科学特殊研究Ｉでは、伝統医薬品などの有用性評価や
その解析に関する一般的な基礎理論を習得し、問題抽出能力を

養うことを第一の到達目標とする。そのためには、文献や

フィールド調査など、問題抽出のために必要な情報収集力を養
い、それぞれの問題を解決するための手法の効果的な選択など

への組み立てに関し、論理的な思考を身につけるようにする。

現代医療におけるアンメット・

ニーズの調査と解析 （その７）

現在の医療現場において、未だ
解決されていない課題（アン

メット・メディカル・ニーズ）

が存在する。それらの課題につ
いて文献などを通じて理解す

る。

現代医療におけるアンメット・

ニーズの調査と解析 （その８）

現在の医療現場において、未だ
解決されていない課題（アン

メット・メディカル・ニーズ）

が存在する。それらの課題につ
いて文献などを通じて理解す

る。

伝統医学の理論的背景やその薬

物療法の理解 （その７）

漢方医学など、世界の伝統医学

の理論的背景や薬物療法につい

ての基礎的な理解を文献調査や
フィールドワークを通じて深め

る。

伝統医学の理論的背景やその薬

物療法の理解 （その８）

漢方医学など、世界の伝統医学

の理論的背景や薬物療法につい

ての基礎的な理解を文献調査や
フィールドワークを通じて深め

る。

民間療法や食品（含機能性食

品）の背景やその効能効果ある
いは機能についての理解（その

７）

民間療法に用いられる素材や一

般食品・健康食品（含機能性食

品）の使用法や開発の経緯につ
いて、文献調査やフィールド

ワークを通じて理解する。

民間療法や食品（含機能性食

品）の背景やその効能効果ある
いは機能についての理解（その

８）

民間療法に用いられる素材や一

般食品・健康食品（含機能性食

品）の使用法や開発の経緯につ
いて、文献調査やフィールド

ワークを通じて理解する。

伝統医薬品や民間療法などの化

学的分析法 （その７）

伝統医薬品や民間療法の素材な

どについての化学的性状の分析

ならびにそれらの品質管理に関
する考え方や基礎的技術を身に

つける。

伝統医薬品や民間療法などの化

学的分析法 （その８）

伝統医薬品や民間療法の素材な

どについての化学的性状の分析

ならびにそれらの品質管理に関
する考え方や基礎的技術を身に

つける。

伝統医薬品や民間療法などの薬

理学的解析法 （その６）

伝統医薬品や民間療法の使用法

についての薬理学的基盤を整備

するため、伝承に基づいた効果
効能の実験科学的な基礎的技術

を身につける。

伝統医薬品や民間療法などの薬

理学的解析法 （その７）

伝統医薬品や民間療法の使用法

についての薬理学的基盤を整備

するため、伝承に基づいた効果
効能の実験科学的な基礎的技術

を身につける。

伝統医薬品や民間療法などの作

用機序解析法 （その８）

伝統医薬品や民間療法の薬理学

的基盤をより明確にするため、
薬物動態学・製剤学・薬剤学的

な基礎的技術を身につける。

伝統医薬品や民間療法などの作

用機序解析法 （その９）

伝統医薬品や民間療法の薬理学

的基盤をより明確にするため、
薬物動態学・製剤学・薬剤学的

な基礎的技術を身につける。

伝統医薬品や民間療法などの適
正使用を目的としたレギュラト

リーサイエンス（その４）

伝統医薬品や民間療法の適正使

用法の確立を目的とした、統合

的な体系化を目指す方法論を開
発するための基礎を身につけ

る。 発表スキル

研究室内セミナーもしくは関連

学会での研究成果発表を通し、
資料作成手法およびプレゼン

テーション能力を身につける。 研究成果報告

学位申請を行い、学位審査発表

会にて研究成果を発表する。 調査・実験・実習・セミナー

調査・実験・実習・セミナーへ

の取り組み態度、研究成果、年
度末研究成果発表会の内容を総

合的に評価する。

調査・実験・実習・セミナーへ

の取り組み態度、研究成果、年
度末研究成果発表会の内容を総

合的に評価する。

2017 763067 薬物治療科学特殊研究Ⅳ
Advanced Reseach in

Pharmacotherapeutic Science Ⅳ 野田　幸裕(NODA　Yukihiro)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

この分野では、薬物と生体の相
互作用を細胞レベルから個体レ

ベルまで幅広く評価する研究領

域、医薬品の薬理作用を分子レ

ベルから個体レベルで再評価す
る研究領域、医療現場での実学

レベルでの薬物療法を検証する
研究領域などから構成していま

す。そのため、薬理学・薬物治

療学および臨床病態学などが学
問の基盤となります。

医薬品やその関連薬物の治療上の有効性・安全性を疫学的・科

学的に評価・再評価し、その適用拡大と副作用の抑制を探るこ
とにより「育薬」に貢献するための研究を実施する。そのため

には、分子・細胞レベルから個体レベルまで幅広く評価できる
技術と研究能力、あるいは医療現場での実学レベルにおいて薬

物治療上の有効性や安全性を科学的に検証することができる技

術と研究能力を養い、自律的かつ先導的に研究を遂行できる能
力を身につける。

研究課題について科学的かつ論理的に研究を推進しながら、解
明すべき研究内容を実践する。得られた結果を学会や論文とし

て発表する技術を身につける。また、医薬品やその関連薬物の

薬効の評価や解析に関して収集した論文情報を批判的かつ理論
的に評価する。

研究課題に関連したアンメッ
ト・メディカル・ ニーズ調査

未だ有効な治療方法がない・治

療薬による副作用が看過できな
い疾患に対する医療ニーズにつ

いて文献調査、学会・研究会、

講演会等を通じて研究を立案す
る。 薬理作用の評価（1）

生体や医療現場における医薬品

やその関連薬物の薬理作用・副
作用に関する評価を実践する。 薬理作用の評価（2）

医薬品やその関連薬物の薬効・

薬理作用を再評価し、適用拡大
できるかどうか証明する。 実験動物実験（1）

薬物の治療上の有効性・安全性

を患者背景に基づいて解析・評

価し、新たな実験動物モデルを
作製し、評価する。 実験動物実験（2）

生命システムとしての細胞を用

いた実験系を確立し、医薬品や

その関連薬物の生理作用を評価
する。 実験動物実験（3）

細胞再生機能の観点から薬物の

適用拡大や副作用を抑制する新
たな方法を確立し、評価する。 実験動物実験（4）

生体機能を薬理学的手法にて局

所的に異常にする方法を用いて
評価する。 実験動物実験（5）

生体機能を遺伝的に異常にする
技術を修得し、評価する。 統計解析

得られたデーターを統計処理

し、描写する方法などの技術を
用いて図表にする。 プレゼンテーション（1）

関連学会での研究成果の発表を

通じて、プレゼンテーション技

術、その資料作成技術を習得す
る。 プレゼンテーション（2）

習得した技術を応用あるいは新

規開発して、研究成果を発表す
る。 プレゼンテーション（3）

定期的に開催される部門内セミ

ナーの発表を通じて、学部生に

プレゼンテーション技術、その
資料作成技術を伝授する。 論文作成（1）

研究成果を英語論文としてまと
め、投稿する。 論文作成（2）

研究成果を総説としてまとめ、
投稿する。 研究成果報告

年度末に開催される研究成果発

表会など、学内・学外に成果を
報告する。

研究の立案・組立と実施状況や

卒論生などに対する実験手法な

どの指導状況を確認する。研究
に関する論文情報を収集や論文

作成の技術指導をする。セミ

ナーでのデーター発表、文献紹

介などを通じて進捗状況や文献
収集の技術、プレゼンテーショ

ン技術、論文作成技術を確認
し、必要に応じて解説などを加

えながら指導する。最終的には

研究成果を博士論文としてまと
めることができるように指導を

定期的なデーターセミナー、論

文作成、学部生指導、年度末研

究成果発表会などを通じて総合
的に評価する。

薬物治療科学特論、病態解析科
学、医療情報科学など

2017 763068 薬物治療科学特殊研究Ⅳ

Advanced Reseach in

Pharmacotherapeutic Science Ⅳ 小島　良二(KOJIMA　Ryoji)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

薬物治療科学特殊研究Ⅳでは、

これまでの薬物治療科学特殊研
究Ⅰ～Ⅲにおいて関係学会で認

められる高いレベルの研究を自

ら立案・遂行し、そして得られ
た研究結果に対し、科学的かつ

論理的に解析する準備、さらに

これまでに報告されている論文
情報との整合性、得られた研究

結果の新規性について考察を加

え、それを博士論文としてまと

薬物治療科学特殊研究Ⅳでは、医薬品や伝統薬の治療上の有効

性・安全性を疫学的・科学的に評価・再評価して得られた研究
結果を科学的かつ論理的に解析し、さらにこれまでに報告され

ている論文情報との整合性、研究成果の新規性について考察を

加えることにより、その研究成果を博士論文としてまとめる。

医薬品や伝統薬の治療上の有効性・安全性を疫学的・科学的に

評価・再評価するため、自ら立案・遂行して得られた研究結果

を科学的かつ論理的に解析すると共に、既報との整合性や特
に、得られた成果の新規性についてより深い考察を加えること

により、その研究成果を博士論文としてまとめる。尚、必要に

応じて追加実験を行うものとする。

浸透圧ストレスにおける有機浸

透圧性物質の役割

タンパク質シャペロンとケミカ

ルシャペロンとの機能相違につ

いて考察する。

熱ストレスにおける分子シャペ

ロン群の機能

熱変性タンパクの分解における

分子シャペロンの”triage”機能につ

いて考察する。

血清・増殖因子に対する細胞内

応答機構

Akt-mTOR経路を介した細胞周期

制御機能について考察する。

栄養・飢餓におけるAkt―mTOR経

路の機能意義

Akt―mTOR経路の活性化と

autophagy―lysosome 経路との相

関性について考察する。

細胞内変性タンパク質の分解に

対するubiquitin―proteasome経路の

機能意義

ボルテゾ二ブ/MG132誘発変性タ

ンパク質ストレスと細胞死につ

いて考察する。

細胞内変性タンパク質に対する

autophagy―lysosome 経路の機能

意義(1)

Autophagy―lysosome 経路を介し
た分子シャペロンタンパク質の

変性タンパク質分解への関与に

ついて考察する。

細胞内変性タンパク質に対する

autophagy―lysosome 経路の機能

意義(2)

Autophagy機能に関わる分子シャ

ペロンタンパク質群について考

察する。

栄養誘発性mTORで発現制御され

る細胞周期依存性分子の解析

栄養摂取誘発性mTORにより発現

制御される新規細胞周期依存性

分子の機能について考察する。

In vivo における精神的ストレスに

対する高ホモシステイン血症治

療薬、ベタインの防御効果

核酸合成におけるベタインのde

novo合成促進作用の可能性につ

いて考察する。

分子シャペロンの発現増加を介

したin vivo における精神的ストレ
スに対する抗潰瘍薬、ゲラニ―ル

ゲラニ―ルアセトンGGAの防御効

果

精神的ストレスに対する抗潰瘍

薬、ゲラニ―ルゲラニ―ルアセト
ン（GGA）の防御効果における

分子シャペロンの役割について

考察する。

ボルテゾ二ブ/MG132誘発変性タ

ンパク質ストレスに対するベタ

インおよびGGAの影響

ベタインおよびGGAのケミカル

シャペロンとしての可能性につ

いて考察する。 刺激―細胞応答生物モデルの確立

特殊研究Ⅲにおける「刺激―細胞

応答生物モデルの確立」の結果
を基に、特定の刺激(医薬品/スト

レス)に対する特定の細胞応答の

関係をまとめ、考察する。

刺激―細胞応答の分子・細胞生物

学的解析法

特殊研究Ⅲにおいて自ら立案し
た実験・研究から得られた新た

な分子・細胞生物学的解析法に

ついて考案する。 刺激―細胞応答の分子機構

刺激―細胞応答の分子機構に関す

る研究成果に対し、既報との整

合性を考察する。 刺激―細胞応答の分子機構

刺激―細胞応答の分子機構に関す

る研究成果に対し、その新規性

をより深く考察する。

自ら立案・遂行した研究結果を

科学的かつ論理的に解析し、既
報との整合性や新規性について

考察を加え、必要に応じて追加

実験の研究指導を行う。さら
に、その研究成果を博士論文と

してまとめることができるよう

に指導を行う。また、自ら立
案・遂行した研究結果を客観的

に解析・考察できるように研究

指導し、博士論文にまとめるこ

学会での研究発表並びに論文発

表にて評価する。

2017 763069 薬物治療科学特殊研究Ⅳ
Advanced Reseach in

Pharmacotherapeutic Science Ⅳ 脇田　康志(WAKIDA Yasushi)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

薬物治療科学特殊研究Ⅰ・Ⅱ・
Ⅲで学んだことを整理し、十分

に理解しておくこと。 研究終了

にあたり、研究の限界を鑑み、

今後の研究方法、研究方針を決
めておくこと。

薬物治療科学特殊研究Ⅲで得られたデータをまとめ上げ、その

意義について吟味し、論文の形態にまとめ、投稿することを目

的とする。 薬学者として社会に貢献できる人物となることが求
められる。 

研究した内容を論文としてまとめ、研究成果を発表するととも
に、今後の研究活動目標を設定する。  研究論文作成1 

研究方法に関する論文をまとめ

る。 到達目標：研究方法を論文
形式に記載できる。  研究論文作成2

結果に関する論文をまとめる。

特に、必要な図表の作成方法に

関する知見を学ぶ。 到達目標：

研究結果を論文形式に記載でき
る。  研究論文作成3

序言の論文作成を行う。論文序

言の意義と最小限必要な研究の

意図について、まとめる方法を

学ぶ。 到達目標：研究の目的を
論文形式に記載できる。  研究論文作成4

論文考察の書き方について学

び、当該研究の考察を論文にま
とめる。文献検索で得た文献

で、必要最低限の文献を絞り込

み、論文にまとめる。 到達目

標：研究結果に対する考察を論
文形式に記載できる。 研究論文作成5

抄録の意義と、まとめ方につい

て学び、当該研究の抄録を論文

にまとめる。 到達目標：抄録を
記載できる。  研究論文作成6

完成した論文を査読者つき論文
掲載誌に投稿し、査読に対する

回答を考える。必要となれば追

加データーを検索し、論文を訂

正する。 到達目標：査読に対し
て正しく対応できる。  生涯研究計画 

今後の研究目標の作成と研究方

法に関する検討。 到達目標：自

身の研究結果から、将来の研究
を考えることができる。 

実務研修・討論を中心に指導す
る。 

研究態度・完成した論文を評価
の対象とする。 

自分が研究した循環器関連の他

の研究に対しても、知識を広め
ること。 

2017 763070 薬物動態科学特殊研究Ⅳ

Advanced Reseach in

Pharmacokinetics and Drug Delivery

Science Ⅳ 岡本　浩一(OKAMOTO　Hirokazu)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

準備学習：これまでの実験結果

をまとめ、論文情報を参考にし
て、博士論文のストーリーを立

案する。 事後学習：立案した博
士論文の概要を科学的に精査

し、不足している実験の追加な

らびに文献情報の収集を行う。

薬物動態科学特殊研究Ⅰ～Ⅲで得られた研究結果を科学的かつ
理論的に解析し、さらにこれまでに報告されている論文情報と

の整合性、新規性について考察を加えることにより、その研究

成果を博士論文としてまとめる。

自ら実験結果を科学的根拠に基づいて説明できる。自らの実験

結果と論文情報をまとめ、博士論文を作成し、発表できる。 吸入療法

吸入療法について文献調査し、

新たな吸入療法について自らの

考えをまとめる。 遺伝子治療

遺伝子治療について文献調査

し、新たな遺伝子治療について

自らの考えをまとめる。 微粒子調製技術

微粒子調製技術について文献調

査し、新たな微粒子調製法につ

いて自らの考えをまとめる。 研究計画立案

これまでの研究成果に基づき、

適切な研究計画を自ら立案し、

プロトコールを作成する。 遺伝子微粒子調製

これまでの研究成果に基づき、

最適な微粒子を調製する。 遺伝子発現実験

小動物に遺伝子微粒子を投与

し，ＩＶＩＳを用て遺伝子の体

内発現および動態を追跡する。 吸入特性評価

改良製剤について、ヒト吸入パ

ターンシミュレータを用いて吸

入特性を評価する。 統計解析法

適切な統計解析法を適用して、

データ解析を行う。 関連論文のまとめ１

関連論文の内容をまとめ、関連

分野の研究動向を文書化する。 関連論文のまとめ２

関連論文の内容をまとめ、自身

の実験結果との整合性を考察す

る。 発表スキル１

研究室内セミナーおよび関連学

会で研究成果発表を発表する。 発表スキル２

関連学会で他の研究者と議論す

ることにより、最新の情報を収

集する。 発表スキル３

専門誌に自身の研究成果を発表

することで，社会に対して情報

発信する。 発表スキル２

自身の実験結果と関連論文を材

料に、博士論文にまとめる。 博士論文発表会

博士論文発表会で研究成果を報

告する。 実験・実習

実験・実習への取り組み態度、

研究成果、博士論文発表会の内

容を総合的に評価する。

薬物動態科学特殊研究Ⅰ、Ⅱ、

Ⅲを履修し単位を取得している

こと。

2017 763071 薬物動態科学特殊研究Ⅳ

Advanced Reseach in

Pharmacokinetics and Drug Delivery

Science Ⅳ 北垣　伸治(KITAGAKI Shinji)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

有機化学や天然物化学、構造解

析に関連する学部の科目群の復
習をしておくこと。

本研究は、DDS開発のアプローチの一つである薬物のプロドラッ

グ化を念頭に置いた医薬品の創製を目的とする。開発研究の第

四段階として、構造活性相間研究を通して得られた医薬候補化
合物のプロドラッグ化研究を行う。

親化合物に見合ったプロドラッグ化の分子設計を行い、プロド
ラッグの合成実験ができる。得られた成果を論文にまとめる。 プロドラッグ化の分子設計１

腫瘍細胞選択的な治療効果が期

待できるプロドラッグ化につい
て書籍を通して理解を深める。 プロドラッグ化の分子設計２

腫瘍細胞選択的な治療効果が期

待できるプロドラッグ化につい
て文献を通して理解を深める。 プロドラッグ化の分子設計３

親化合物の官能基に応じたプロ
ドラッグ化の方法を調査する。 プロドラッグの合成実験１

吸収改善を目的とした修飾基の
親化合物への導入検討を行う。 プロドラッグの合成実験２

ターゲティングを目的とした修

飾基の親化合物への導入検討を
行う。

プロドラッグ化した化合物の活
性試験

合成したプロドラッグ化合物に

対し生物活性試験を行い評価す
る。 報告書の作成

行った実験についてまとめた報

告書を作成し実験の妥当性を検
証する

プロドラッグの合成実験および
合成した化合物の活性試験 最適な修飾基を探索する 論文作成１

得られた結果を論文にまとめる

べく，背景について追加調査す
る。 論文作成２

得られた結果を論文にまとめる

べく，必要なデータを取捨選択
する。 論文作成３

得られた結果を論文にまとめる

べく，捕捉すべきデータを収集
する。 論文作成４

得られた結果をもとに論文を作
成する。 研究成果発表１

研究室内セミナーで研究成果を
発表する。 研究成果発表２

関連学会で研究成果を発表す
る。 研究成果報告

博士論文発表会で研究成果を報
告する。 実験•実習

実験•実習への取り組み態度、研

究成果、年度末研究成果発表会
の内容を総合的に評価する。 特になし

2017 763072 薬物動態科学特殊研究Ⅳ

Advanced Reseach in

Pharmacokinetics and Drug Delivery

Science Ⅳ 灘井　雅行(NADAI　Masayuki)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

薬物動態学、分子生物学、臨床

医学についての広範囲な知識を

習得しておくこと。

薬物動態解析に関連する研究テーマや実験について、薬物動態

科学特殊研究Ⅲにおける検討をふまえ、実験を発展させ、論文
としてまとめる。実験の目的、方法、結果、考察の一連の流れ

について、科学的思考に基づき、論文としてまとめる能力を身

につける。

薬物動態解析に関わる研究テーマの実施と、その結果を科学的
に解析し、論理的に考察できるように指導する。研究に関し

て、立案、検討、考察といった一連の流れを自ら遂行できる能

力を養うことを目標とする。 研究テーマに関する実験（１）

薬物動態科学特殊研究Ⅲにおけ

る実験結果をふまえて、発展的

な実験計画を立案する。 研究テーマに関する実験（２） 実際に実験計画を遂行する。 研究テーマに関する実験（３）

実験結果をまとめ、解析、考察

する。 実験報告（１）

実験結果についてセミナーを行

い、実験結果について評価す
る。また、これまで行ってきた

実験を総括するセミナーを行

う。 文献セミナー

関連する薬物動態分野の最新の

文献をまとめてセミナーを行

う。 論文（草稿）の作成

これまでの実験結果をふまえて

論文（草稿）を作成する。 研究テーマに関する実験（４）

実験報告（１）と作成した論文

（草稿）をふまえ、論文をまと
める上で必要な実験について精

査する。必要があれば、文献調

査を行い、実験計画を立案す 研究テーマに関する実験（５） 実際に実験計画を遂行する。 研究テーマに関する実験（６）

実験結果をまとめ、解析、考察

する。 実験報告（２）

実験結果についてセミナーを行

い、実験結果について評価す

る。 論文の推敲（１）

実験報告（２）と論文（草稿）

を元に、論文の内容を推敲、修

正する。 論文の推敲（２）

論文の推敲（１）で作成した論
文を元に、担当教員と内容につ

いて議論し、論文を推敲、修正

する。 論文の推敲（３）

論文の推敲（２）で作成した論
文を元に、担当教員と内容につ

いて議論し、論文を推敲、修正

する。 論文の完成

論文の推敲（３）で作成した論
文を元に、担当教員と内容につ

いて議論し、論文を完成させ

る。 学位論文審査発表会

博士論文審査会で、これまでの

研究成果を発表する。 実験・実習

実験・実習への取り組み態度、

研究成果、論文作成過程を総合

的に評価する。

2017 763073 薬物動態科学特殊研究Ⅳ

Advanced Reseach in

Pharmacokinetics and Drug Delivery

Science Ⅳ

原　脩(HARA　Osamu).坂井　健

男(SAKAI　Takeo)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

薬物や化学物質の生体内変化を

有機化学をベースに理解出来る

よう準備する。また機器分析
データの解釈の基礎も確認をし

ておくこと。

物質の化学変化を有機化学的にとらえ、これに基づき、生体反
応を制御する方法や理論を身につけると同時に、有機化学的な

実験操作や分光学的測定法を習得する。

機能性分子合成にかかわる研究テーマの設定とその重要性、新
規性、妥当性を検討するとともに、研究テーマに関する実験技

術の習得に努める。 研究テーマに関する文献調査1

前年度までのデータを基に研究

内容とその内容の重要性や新規
性などを文献より、客観的に再

評価する。 研究テーマに関する文献調査2

前年度までのデータを踏まえ研
究目的に沿うよう実験計画を文

献情報をもとに確認する。 研究テーマに関する文献調査3

前年度までのデータを踏まえ研
究目的に沿うよう実験計画を文

献情報をもとに精査する。 文献セミナー１

学位論文作成に向け関連する機

能性分子分野に焦点を絞り、関
連する文献をまとめセミナーを

行う。 研究テーマに関する実験13

前年度までのデータを踏まえ研
究目的に沿うよう実験計画に従

い実験を行う。 研究テーマに関する実験14

前年度までのデータを踏まえ研
究目的に沿うよう実験計画に従

い実験を行う。 研究テーマに関する実験15

前年度までのデータを踏まえ研
究目的に沿うよう実験計画に従

い実験を行う。 実験報告5

実験の結果のまとめを行い、研
究目的達成に向けて実験計画を

立てる。 文献調査

実験報告5までの研究内容を踏ま
え文献情報による研究テーマの

精査を進める｡ 研究テーマに関する実験16

実験報告5までの研究テーマの精
査を受け、実験上の問題点の解

決を図る。 研究テーマに関する実験17

実験報告5までの研究テーマの精
査を受け、実験上の問題点の解

決を図る。 研究テーマに関する実験18

実験報告5までの研究テーマの精
査を受け、実験上の問題点の解

決を図る。 文献セミナー2

学位論文作成に向け関連する機

能性分子分野に焦点を絞り、関
連する文献をまとめセミナーを

行う。 学位論文作成

これまでの実験結果のまとめ学

位論文を作成する。 学位論文作成

これまでの実験結果のまとめ学

位論文を作成する。 実験及びセミナー

実験の取り組み状況：40％ セミ
ナーでの発表や質疑等の積極性

など：30％ 研究成果：30％ 特になし

2017 763074 薬物動態科学特殊研究Ⅳ

Advanced Reseach in

Pharmacokinetics and Drug Delivery

Science Ⅳ 加藤　美紀(KATOH　Miki)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

薬物動態学、分子生物学、臨床

医学についての広範囲な知識を
習得しておくこと。

薬物動態解析に関連する研究テーマや実験について、薬物動態

科学特殊研究Ⅲにおける検討をふまえ、実験を発展させ、論文

としてまとめる。実験の目的、方法、結果、考察の一連の流れ

について、科学的思考に基づき、論文としてまとめる能力を身
につける。

薬物動態解析に関わる研究テーマの実施と、その結果を科学的

に解析し、論理的に考察できるように指導する。研究に関し

て、立案、検討、考察といった一連の流れを自ら遂行できる能
力を養うことを目標とする。 研究テーマに関する実験（１）

薬物動態科学特殊研究Ⅲにおけ

る実験結果をふまえて、発展的
な実験計画を立案する。 研究テーマに関する実験（２） 実際に実験計画を遂行する。 研究テーマに関する実験（３）

実験結果をまとめ、解析、考察
する。 実験報告（１）

実験結果についてセミナーを行

い、実験結果について評価す

る。また、これまで行ってきた

実験を総括するセミナーを行
う。 文献セミナー

関連する薬物動態分野の最新の

文献をまとめてセミナーを行
う。 論文（草稿）の作成

これまでの実験結果をふまえて
論文（草稿）を作成する。 研究テーマに関する実験（４）

実験報告（１）と作成した論文

（草稿）をふまえ、論文をまと

める上で必要な実験について精

査する。必要があれば、文献調
査を行い、実験計画を立案す 研究テーマに関する実験（５） 実際に実験計画を遂行する。 研究テーマに関する実験（６）

実験結果をまとめ、解析、考察
する。 実験報告（２）

実験結果についてセミナーを行

い、実験結果について評価す
る。 論文の推敲（１）

実験報告（２）と論文（草稿）

を元に、論文の内容を推敲、修
正する。 論文の推敲（２）

論文の推敲（１）で作成した論

文を元に、担当教員と内容につ

いて議論し、論文を推敲、修正
する。 論文の推敲（３）

論文の推敲（２）で作成した論

文を元に、担当教員と内容につ

いて議論し、論文を推敲、修正
する。 論文の完成

論文の推敲（３）で作成した論

文を元に、担当教員と内容につ

いて議論し、論文を完成させ
る。 学位論文審査発表会

博士論文審査会で、これまでの
研究成果を発表する。 実験・実習

実験・実習への取り組み態度、

研究成果、論文作成過程を総合
的に評価する。

2017 763075 薬物治療科学特殊研究Ⅳ

Advanced Reseach in

Pharmacotherapeutic Science Ⅳ

平松　正行(HIRAMATSU

Masayuki).間宮　隆吉(MAMIYA

Takayoshi)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

特殊研究 I〜III で学んだこと、ま
た、これまでの知識とデータを

整理しておくこと。

生体は外界からの情報に対し、神経系や免疫系を介して情報を

取込み、またこれらの系と内分泌系を外界の変化に適応させる
ため、生体内の情報ネットワークを巧妙に調節することによ

り、高次生命機能の発現やその制御・処理を行っている。薬物
治療科学特殊研究では、これらの基本原理を理解し、自然や社

会との関わりあいを通した生体機能制御について、モデル動物

などを用い、高次生命機能の発現とその制御・処理機構につい
て考究していく。今まで学んだ知識を活かし、個々の患者に

あった薬物治療を積極的に実践できるように、自ら学ぶ高い学
習意欲と基礎学力を身につけ、患者中心の医療を実践できる

「くすりの専門家」として貢献できる能力を身につける。

与えられた課題について、関連文献を調査・収集し、仮説、実

験計画をたて、仮説を検証するための実験を遂行できる。　ま
た、得られた結果を纏め、学会発表および、欧文専門雑誌に投

稿する。 関連文献の調査・収集

先行研究の結果を調査し、情報

を整理し、発表できる。 検証のための仮説と実験計画

得られた情報から、仮説をた
て、検証するための実験計画を

立て、実践できる。 行動薬理学的試験（10）

カニュレーション手術を含む、
種々の薬物投与手法を用い、仮

説の検証実験を行える。 行動薬理学的試験（11）

学習・記憶機能に関連する行動
薬理学的手法を用い、仮説の検

証実験を行うことができる。 行動薬理学的試験（12）

その他の行動薬理学的手法を用
い、仮説の検証実験を行うこと

ができる。 生化学的試験（10）

脳内の神経伝達物質量の変動
を、高速液体クロマトグラフ法

により測定することにより、仮
説の検証実験を行うことができ

る。 生化学的試験（11）

脳内微量透析法を用い、仮説の

検証実験を行うことができる。 生化学的試験（12）

その他の生化学的手法を用い、
仮説の検証実験を行うことがで

きる。 分子生物学的試験（７）

核酸の抽出、および関連する遺

伝子発現量を リアルタイムRT-

PCR法などにより解析することが

できる。 分子生物学的試験（８）

関連タンパク質をウエスタンブ
ロット分析などにより解析する

ことができる。 組織化学的試験（７）

関連タンパク質を、免疫組織化
学的手法により解析することが

できる。 組織化学的試験（８）

その他の分子との相互作用を免
疫組織化学的手法により解析す

ることができる。

発表スライド作成、プレゼン

テーションスキルの習熟（４）

研究室内におけるセミナー等
で、進捗状況を逐次、中間発表

するとともに、関連学会で纏
まった研究成果を発表すること

ができる。

欧文学術雑誌への研究成果の投

稿

査読がある欧文学術雑誌に、纏
めた研究成果を学術論文として

投稿できる。 研究論文発表

研究成果を博士論文として纏
め、公聴会にて研究成果を発表

できる。

実験・演習を中心に、セミナー
でのデータ発表、文献紹介など

に対する指導、研究に関連する
情報収集、論文作成などの指導

を行う。

実験・演習への取り組み態度、
研究成果発表、学術論文への投

稿、博士論文とその発表（公聴
会）、主査・副査による最終諮

問を総合的に評価する。

薬理系、神経科学系、薬物治療

系の関連科目を取得し、応用可
能な充分な知識を有しているこ

と。

2017 763076 薬物動態科学特殊研究Ⅳ

Advanced Reseach in

Pharmacokinetics and Drug Delivery

Science Ⅳ 丹羽　敏幸(NIWA　Toshiyuki)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

「薬物動態科学特殊研究Ⅰ」，
「薬物動態科学特殊研究Ⅱ」お

よび「薬物動態科学特殊研究

Ⅲ」の知識と技能を身につけて
おくこと．

研究成果を論文形式にまとめ上げる技能と習得する．特に，既

存技術の現況や問題点を学会発表や学術文献，情報雑誌等から
調査し，自身の開発した製剤化技術あるいは分析評価法の利点

や優位性を洗い出すことで，医薬品産業における価値を提示で

きるようにする．また国際学術雑誌の関係論文を収集・熟読
し，英語論文の執筆のための技量を身につける．

博士研究員としてのあらゆる素養（研究の総括，論文執筆，プ

レゼンテーションスキルなど）をブラッシュアップさせること
を目標とする． 研究の最終化（1）

ここまでで得た実験結果をすべ

てグラフ化し，研究全体を網羅

した俯瞰図（フローチャート・
概略図）を作成する． 研究の最終化（2）

研究全体を通しての成果を抽出

し，研究発表のストーリーを構
築する． 研究の最終化（3）

ストーリーの欠落部分を補完す
る追加実験実験を行う． 研究成果のポジショニング（1）

従来技術を学術論文，総説，学

会発表および周辺特許にて調査
する． 研究成果のポジショニング（2）

得られた研究成果を従来技術と
比較し，自身の研究内容の位置

づけを図るとともに，どこに新

規性や進歩性があるのかをを見
い出す． 研究成果の発表（1）

研究成果を発表スライド形式に
まとめる． 研究成果の発表（2）

製剤技術分野の専門学会（薬剤

学会，製剤と粒子設計シンポジ
ウム）にて発表する． 国際化に向けた向上

英文ライティング力，論理的思
考力をさらに一歩向上させる． 研究成果の公表（1）-1報め

研究成果を学術論文として投稿
するため，原稿を作成する． 研究成果の公表（2）-1報め

国際学術誌（Int.J.Pharm.，

Pharm.Res.，Eur.J.Pharm.等）に投

稿する．審査員からのコメント
に対する回答を作作成する． 研究成果の公表（1）-2報め

研究成果を学術論文として投稿
するため，原稿を作成する． 研究成果の公表（2）-2報め

国際学術誌（Int.J.Pharm.，
Pharm.Res.，Eur.J.Pharm.，

Chem.Pharm.Bull.等）に投稿する．

審査員からのコメントに対する
回答を作作成する． 特許性の調査と出願

一連の研究内容に関する周辺特
許を調査し，新規性あるいは進

歩性を提案し，過去の技術と比

較して特許性が認められれば，
特許出願する． 学位論文作成

投稿論文や学会発表での成果を

まとめ上げ，学位論文および発
表スライドを作成する． 学位論文発表

発表スキルを向上させ，学位論
文発表会で発表する． 実験・実習

実験・実習への取り組み態度，

研究成果，公式な成果発表の内
容を総合的に評価する．

薬物動態科学特論，薬物動態科

学特殊研究Ⅰ，薬物動態科学特
殊研究Ⅱ．本科目で学ぶ知識と

実験手技は，薬物動態科学特殊

研究Ⅳを履修する上で必須であ
る．

2017 763077 病態解析科学特殊研究Ⅳ
Advanced Reseach in Molecular and

Cellular Pathogenesis Science Ⅳ
小田　彰史(ODA Akifumi).栗本
英治(KURIMOTO　Eiji)

薬学研究科薬学専攻博士課程（4

年制） 通年 5.0

病態解析科学特殊研究Ⅰ、Ⅱ、

Ⅲの内容をよく復習しておくこ
と。

病態解析科学特殊研究Ⅰ、Ⅱ、Ⅲの内容をさらに発展させ、学

位論文としてまとめる。その過程で問題発見力と問題解決力の
双方を身につける。

病態解析科学特殊研究Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳを通じて得られた知見と

文献調査によって得られた情報を元に自らの研究テーマについ
ての考察を深め、それを学位論文としてまとめて発表する。 個別研究 設定したテーマに関する研究 個別研究 設定したテーマに関する研究 個別研究 設定したテーマに関する研究 個別研究 設定したテーマに関する研究 個別研究 設定したテーマに関する研究 個別研究 設定したテーマに関する研究 個別研究 設定したテーマに関する研究 個別研究 設定したテーマに関する研究 文献調査

研究テーマに関連した文献の調
査および読解 研究成果報告 研究成果発表および質疑応答 学位論文の作成 学位論文の執筆 学位論文の作成 学位論文の執筆 学位論文の作成 学位論文の執筆 学位論文の作成 学位論文の執筆 学位論文の発表

学位論文の内容の発表および質
疑応答 実験・セミナー形式

研究に取り組む態度および技術

の習熟度と、学位論文発表の内
容から評価する。

病態解析科学特論、病態解析科
学特殊研究Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ。


